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　そこは見み渡わたす限りの二次元だった。

　桃もも色いろの中に薄うす紫むらさきの雲を交えた不思議な空。陰いん影えいで輪りん郭かくを刻まれた緑の大地。辺りを囲う樹き々ぎはテクスチャの樹皮に彩いろどられ、その中を、ぶれのない曲線で描えがかれた白い小道が走る。

　実際には存在し得ない、アンバランスな色しき彩さい空間。その中にいて、葛かつ本もと光みつ宏ひろはただ一人の「現実」だった。

　真夏の汗あせばんだ肌はだにシャツを張り付かせ、頰ほおを赤く火ほ照てらせながら、黙もく々もくと異境の森を歩いていく。樹々の匂においは香かぐわしく、本来なら漂ただようべき腐ふ葉よう土どの悪あく臭しゆうは感じない。あくまで居い心ごこ地ちのいい架か空くうの森で、己おのれの汗臭さだけが微かすかに鼻を突つく。

　やがて人ひと影かげが見えた。

　ツインテールの髪かみが、妹によく似ていた。

「ちょっとあんた、ここへ何しに来たの？」

　ピンク色のドレスに身を包んだ二次元娘むすめは、そう言って両手を腰こしに宛あてがい、ツンとした表情でこちらを睨にらんできた。

　頭に載のった小さな王おう冠かんが愛らしい。彼女の名はユキ。「ツンデレ姫ひめ」の肩かた書がきを持つ、この世界の住人の一人だ。

「ここは魔ま法ほう学園へと続く細道。あんたみたいな男子にノコノコうろついてられると、迷めい惑わくなんだけど」

　早く引き返せと言わんばかりに、彼女は苦言を呈ていした。

　それでも光宏は従うことなく、足を動かし続ける。ただ前へと──その魔法学園へと行くために。

「ちょっとぉ！　私の話聞いてるのっ？」

「ユキちゃん、止めても無む駄だだよ」

　叫さけぶ少女に向かい、光宏は言った。

「僕は行かなければならないんだ。その魔法学園へ」

「そんなことさせないわよ。だって、お姉さまがそれを望んでないんだから」

　毅き然ぜんと言い返し、ユキが正面に立ちはだかる。

　森の中に不自然に待ち受けていた彼女は、さながら門番と言ったところか。この先へと進ませないための試練にも等しい。

　だから光宏は、退ひかない。

　この先に、何としても会わなければならない人がいるから。

「引き返さないとビンタするわよ？」

「構わないさ。佐さ和わにいたぶられるのは慣れてるから」

　そう微ほほ笑えんだ光宏の目には、しかし、はっきりと熱い光が宿っていた。

　決意は固い。たとえ二次元娘を敵に回そうとも、この心は揺ゆるがない。




　──待ってて、北きた原はらさん。僕が必ず君を迎むかえにいくから。




　汗の滲にじんだ拳こぶしを、力強く握にぎり締しめ。

　光宏は心の中で、一人の少女の名を呼んだ。
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　その朝、葛かつ本もと家の食しよく卓たくは、異様な緊きん迫ぱく感を漂ただよわせていた。

　長男・光みつ宏ひろ。全身を強こわ張ばらせ、ぎこちない動きでフォークを動かし、目玉焼きの半熟部分を無駄に決けつ壊かいさせる。

　母・加か奈な子こ。無理やり作った笑え顔がおで明るい会話を試みるも、周りの反応は芳かんばしくなく、それを払ふつ拭しよくせんがため、なおも喋しやべり続ける。

　父・信のぶ夫お。もはや何を言えばいいのか分からず、ただ黙もく々もくと食べるのみ。

　その光景は、あたかも氷河期か冷戦か。まるでこのまま一家離り散さんでもしそうな雰ふん囲い気きだが、べつに葛本家を突とつ如じよ不仲が襲おそったとかいうわけでは、決してない。

　理由はただ一つ。この食卓に着いている、「もう一人」の存在だ。

　それは光宏の妹・佐さ和わ……ではなく。

「おはよ～」

「あ、佐和。遅おそかったじゃないの」

　夏休み真っ只ただ中なかをいいことに、遅おくれてノコノコと起きてきた愛まな娘むすめを、母が待ちかねたように迎えた。

　この微び妙みような空気に、少しでも変化をもたらしてほしかったのだろう。この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな長女ならば、それが可能だと信じて、すがるような眼まな差ざしで己おのれの娘を見る。

　そして──佐和は期待を裏切らなかった。

「……んぁ？」

　妙な声を上げ、彼女は食卓に座る「四人目」の姿を、寝ねぼけ眼まなこで確かめた。

　光宏の隣となり。本来なら自分が座るべき椅い子すに収まり、家族と一いつ緒しよになって普ふ通つうに朝食を食べている、突然の珍ちん客きやく。ノースリーブの白いワンピースに身を包んだ彼女のポーカーフェイスを、しかし佐和は、今までに何度も目にしているはずだ。

　何しろ、クラスメイトなのだから。

「……北原さん？」

　呆ぼう然ぜんとした面おも持もちで、佐和はそこにいる少女の名を告げた。

　本来、いるわけがない少女の名を。

「おはよう、佐和さん」

　それを受け、何食わぬ顔で答える北きた原はら紗さ衣え。

　かくして二人の女子は、微妙な朝の挨あい拶さつを済ませた。

　まあ、それだけで済むはずもないのだけど──。

「み、ミックン？」

　佐和は真っ先に、その矛ほこ先さきを兄へと向けた。実に順当だ。

「……何だ？」

「何だじゃないでしょ！　何で北原さんが来てんのよ！　今度は何をしでかした！」

「いや、何もしでかしてないし」

　そこは断じて誓ちかいたい。心はこんなんでも、まだまだ自分は純潔なのだから。

　光宏は泣きそうな顔になりながら、改めて大きく溜ため息をついた。

　代わりに紗衣の方が、ここは筋を通すべきと考えてか、しっかりと頭を下げる。

「突然お邪じや魔ましてごめんなさい。お兄さんに用があって来たの。ご迷めい惑わくだったかしら」

「いや、べつに迷惑っていうわけじゃ……。で、いつの間にうちに？」

「昨夜ゆうべよ？」

「昨夜って、私は二時ぐらいまで起きてたんだけど？」

「じゃあ、その後ね」

「後……北原さん、どれぐらい夜行性？」

　寝起きの頭にクエッションを満まん載さいさせ、佐和はひたすら首を傾かしげる。これがトラックなら、ハテナマークがボロボロ零こぼれ落ちているところだ。

　いろいろと言いたいことがあるに違ちがいない。しかし、とりあえずは一言。

「で、私のご飯は……？」

　状じよう況きよう把は握あくを先に延ばして、佐和は現実的な疑問を追い求め始めた。

「ああ、ちょっと待ってて。すぐ用意するから。ほら、こっち座って」

　母が慌あわてて席を立ち、後を譲ゆずる。他ほかに用ができてホッとした顔つきだ。

　佐和は不承不承に頷うなずくと、のろのろとした足取りで、ようやく食卓に着いた。

　ちょうど紗衣の真向かいだ。おかげで視線のやり場に困るのか、意味もなく光宏の方を睨にらんでくる。これでは落ち着いて食事も取れない。

　仕方なく対たい抗こう手段として睨み返してやると、妹はそれ以上に眦まなじりを吊つり上がらせて、何も食べてない口をクワッと開いた。

「ねえミックン」

「何だよ」

「改めて訊きくけど、なぜ北原さんがここに？」

「それは……」

　用があるから、じゃ駄だ目めなのか。まあ、駄目なんだろうな。

　しかし何と答えたものか。真夜中に女の子が自分を訪ねてきた──なんて、やましい理由でもない限りは、どう言い訳しても不自然な気がする。だからこそ、父も母もさっきから強張り続けているわけだし。

　でもまあ、ダメモトで一つ。

「北原さんは、遊びに来たんだよ」

「ウソつけっ！」

　光宏の渾こん身しんの言い訳は、何のためらいもなく見事に一いつ蹴しゆうされた。

「いつからそんな親しい間あいだ柄がらになったのよ！　私が知らない間に！」

「いや、まさにお前が知らない間に、親しくなったんだけど……」

「あり得ない！　しかも普通、夜中に来る？　大方ミックンが、北原さんの弱みか何かを握にぎって、無理やり呼び出して──」

「佐和。お前、変なドラマの見すぎだ」

　そもそも親しかったら何かまずいのか、という話だが──。

　ああ、真向かいの父親の目が痛い。まさか佐和の話を信じてるわけじゃ……いや、あり得るかも。佐和と父は親子だし。って、当たり前だけど。

（それにしたって、信用なさすぎだろ、僕……）

　家族からの攻こう撃げきにわななきながら、光宏はそっと、隣の席にいる紗衣を盗ぬすみ見た。

　彼女はトーストをちぎり、黙もく々もくと口元に運んでいる。こんな状態で普通に朝食を進めるなんて、まさにマイペースの塊かたまりだ。

　しかも、直接パンに齧かじりつくような粗そ野やな真似まねをしない辺り、さすが良家のお嬢じよう様さまだ。もっとも、指先に付いたバターを気にして、時折それをチロリと舐なめ取る様などは、かなり愛らしいけど。

　と、その紗衣がこちらを軽く睨んだ。

「葛本くん」

「……はい？」

「なぜ私の指を見てハァハァしているのかしら。もしかして、『そのバターにまみれた美味おいしそうな指先を、僕が代わりにチュッチュしたいです～』とか、またそんな良からなすぎることを考えているの？」

「そんなこと全然考えてないですからね？」

　げんなりしながら弁明する光宏。一方、そんな紗衣の台詞せりふを耳にして、佐和が飲みかけのミルクをブッと吹ふき出した。

「み、ミックンっ！」

　いや、なぜ僕を叱しかるか。

　果てしない理り不ふ尽じんさに苛さいなまれたその時。今までだんまりを決め込んでいた父が、佐和の牛乳噴ふん霧むを合図に、ついに声を発した。

　しかも、顔面を真っ赤にして怒ど鳴なりだす形で。

「光宏っ！　お前、よりによってそんなことを！」

「だから考えてないって……」

　一家団だん欒らんの食しよく卓たくで、誰だれがそんなこと思うか。いくら夏だからって、そこまで脳のう味み噌そはとろけてない。

「だいたい、よそ様の娘むすめさんをこっそり連れ込んでる時点でおかしい！　部屋の本ほん棚だなにある大量のエロ本は、まあ年とし頃ごろの男子だから仕方ないと思って大目に見てきたが、今度という今度は──」

「ええと、エロ本ではないですけど？」

　たぶん萌もえ漫まん画がとか萌えラノベのことを言ってるのだろうけど、あれでも一応、すべて全年ねん齢れい向けだ。文化理解の無さも甚はなはだしい。

　だが──この父の心ない言葉に憤ふん慨がいした人間が、もう一人いた。

　もちろん紗衣だ。

「葛本くんのお父様」

　ベーコンエッグを切り分けていたフォークを置き、彼女は毅き然ぜんとした目で父を睨みつけた。

「は、はい？」

　客人の豹ひよう変へんぶりに、思わずたじろぐ父。そこへ向かって紗衣は身を乗り出し、もはや定番となった、あのお言葉をのたまった。

「萌えとエロは違ちがいますっ！」

「す、すみません……」
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　何を言われたかも分からないまま、父が思わず詫わびる。

　その隣となりでは、佐和がミルクのコップを手にしたまま、辺りを拭ふくのも忘れて、全身で固まっている。しかも目の焦しよう点てんがどこにも合ってないところを見ると、きっと頭の中で紗衣の台詞をリピートさせて混乱中に違いない。

　いい気味だ──とはもはや思えなかった。光宏は慌あわてて立ち上がると、隣で憤いきどおっている紗衣の腕うでを摑つかみ、無理やり立たせた。

「北原さん、そろそろ部屋に戻もどろうか」

「あら、何をするの葛本くん？　これは大事な問題よ。私達二次専の平和を守るためにも、ここでしっかりみんなの偏へん見けんを正しておかないと──」

「そんなのどうでもいいし、だいたい僕は二次専じゃないからっ！」

　そう叫さけび、光宏は彼女を引っ張って、すぐさま居間から退出した。

　後に残された父と妹の視線が、こちらの背中をグサグサ貫つらぬいているのを感じながら。




　　　　２




　いま一度、状じよう況きようを整理しておきたい。

　昨日──激動の夏コミ三日目を終えた後。光みつ宏ひろは紗さ衣えを家に送り、一人で帰宅した。そして心ここ地ちよい疲つかれを覚えたまま、部屋のパソコンの前でつい眠ねむりに落ち、翌朝。

　目が覚めたら、なぜか紗衣のサイト「ミラージュ・ネル」が、ウェブ上から消しよう滅めつしていた。

　そして部屋には紗衣がいた。しかもベッドの上に。意味もなく下着姿で。

　もちろんすぐに服は着せたが。ちょうどそばにワンピースが脱ぬぎ捨ててあったので、衣い装しよう探しに困ることはなかった。だいたい、そういつまでも刺し激げき的な格好で徘はい徊かいさせるわけにはいかない。自制心のためにも。

　ともあれ、そうして人心地がついた後──。

「……北きた原はらさん、何でサイトが消えてるんですか？」

　訊たずねた光宏に向かって、紗衣は一言。

「お腹なかが空すいて答えられないわ」

「いや北原さん、べつに食いしん坊ぼうキャラじゃないでしょ」

　そんな具合にテキトーに誤ご魔ま化かされたのが、一時間前のこと。

　なので仕方なく食料を調達しに台所へ行ったはいいが、気がつけば光宏の背後には、隠かくれるでもなく堂々と付いてきてしまった紗衣の姿が。おかげですぐさま家族に発見され、さっきの食卓場面に移った──という寸法だ。

　とりあえず「来客」ということで誤魔化した。明らかにやましい方向で疑われていたけど。

　で、今。

「さて、お腹が膨ふくれたところでもう一度訊ききますけど」

　紗衣を連れて食卓から部屋に退散してきた光宏は、改めて彼女に向き直った。

「……何が起きたんですか？」

「お腹が空いて──」

「いや、それはもういいから」

　いつまで引っ張るつもりだ。

　光宏は溜ため息をつくと、とりあえず紗衣をベッドの上に座らせ、自分はパソコンデスクの前に落ち着いた。

　おかげで、彼女を見下ろす形になった。

　紗衣の頭が、自分より下にある。不思議な感覚だ。もともと背の高くない光宏は、紗衣を下に見たことなどなかった。いや、それは身長差の問題だけじゃない。いつだって自分は、彼女を見上げ続けてきた。

　なのに、今は彼女の姿が小さく見える。華きや奢しやで、どこか頼たよりなくて。つい守ってあげたくなるような。

　そう、まるで別人だ。

「……無理もない、か」

　そっと溜め息をつき、光宏は独りごちた。

　すでに自分は気づいている。ここにいる紗衣が、おそらく──本物ではないということに。

「ねえ、北原さん」

　キョトンとこちらを見み詰つめている「紗衣」に向かって、光宏は話しかけた。

「……前に一度、会いましたね」

　北原さんの家で、と付け加えた。

　彼女は答えない。でも、否定もしないから、それで正解のはずだ。

　光宏は改めて、目の前にいる「紗衣」の服装を確かめた。

　ノースリーブの白いワンピース。そしてそばに置かれているのは、白のショール。

　同じだ。梅雨つゆの始め頃ごろ、初めて紗衣の家を訪おとずれたあの時と、まったく変わらない。いや、変わるはずがない。この「紗衣」は、絵なのだから。

「肖しよう像ぞう画が、か……」

　小さく、光宏は呟つぶやいた。

　紗衣の手によって描えがかれた肖像画。いつもの漫まん画がタッチなＣＧではなく、油絵の具で描かれた、写実的な自画像だ。

　今でこそ萌もえイラストレーターとして趣しゆ味みロードを爆ばく走そうしている紗衣だが、本来は美術家の家系に生まれた身。小さい頃から油絵を学び、過去には何度も絵画のコンクールで賞を取っている。将来は本格的な芸術家になるだろうと噂うわさされる、極きわめて優ゆう秀しゆうな子なのだ。

　この肖像画も、去年練習用として描いたものだそうだ。普ふ段だんは彼女の寝しん室しつに飾かざられている。

　だが、これもまた「歌うた川がわミウミ」の作品には違ちがいない。だから──萌えられれば、抜ぬけ出す。

　見た目は本物と寸分違たがわないが、それも写実なればこそ。現にこの暑い中、髪かみや肌はだに汗あせ一つ浮うかんでないのが、この紗衣が「絵」だという何よりの証しよう拠こだ。

「ということは……やっぱり僕が呼び出したのかなぁ」

　光宏はそう言いながら、昨日の帰り道に味わった、紗衣と二人っきりの時間を思い出した。

　ただ並んで、お喋しやべりをしながら歩いただけだった。しかし、その記き憶おくを脳のう裏りに蘇よみがえらせるだけで、いまだに胸が躍おどってしまう。

　そう、自分は紗衣に恋こいしているのだ。だとしたら、昨日寝ねている間に、その刺激に心が萌え上がって、無意識のうちにまたもこの肖像画を召しよう喚かんしてしまった──としてもおかしくはない。

　嗚あ呼あ、きっとそうだ。だからこそここにいる「紗衣」は、いきなり人の部屋のベッドに下着姿で潜もぐり込んだりしていたのだ。彼女は、呼び出した光宏の願望に従って行動するのだから。

「なんか……浅ましいな、僕」

　思わず自己嫌けん悪おに陥おちいりそうになる。が、その問題はさて置き、今はもう一つ考えねばならないことがある。

　そう、サイトだ。

　煩ぼん悩のうに駆かられて肖像画を呼んでしまったことは、まあ、後で本人に謝るとして。それよりも、むしろ「ミラージュ・ネル」の閉へい鎖さが気になる。

　もっとも、ここにいる紗衣に理由を訊いたところで、答えてくれないのは分かっていた。だいたい彼女は、光宏が呼び出した存在だ。光宏の知らない事情を知っているわけがない。

（さて、どう考えたものか……）

　一度頭を整理する必要がありそうだ。光宏は視線をパソコンの方へと動かした。

　ブラウザを立ち上げても現れない「ミラージュ・ネル」。エラーメッセージの４０４という数字から見て、おそらく、ウェブ上からページが削さく除じよされたのが原因だろう。

　でも、サイトが閉鎖したというのはあり得ない。閉鎖するわけがない。昨日の夏コミでのことを思えば、どうしたって不自然だ。

　では、いったい何が理由なのか。それを知り得るのは──本物の紗衣以外にない。

　と、いうことは。

「……そうか、北原さんに訊きけばいいんだ」

　実にあっさりとした結論が出た。あまりに安直だが、確実だ。

　急いで携けい帯たい電話を取り出す。と、その時。自分の名前を耳にした肖像画の紗衣が、口を開いた。

「私に訊きたいことがあるの？　何かしら。秋から始まるアニメの新番？」

「……いや、あなたじゃなくて、本物の方の北原さんです」

「葛かつ本もとくん、変なことを言わないでちょうだい。それじゃまるで、私が本物になりすましたニセモノみたいじゃないの」

　汗一つかいてないくせに、肖像画はなぜか偉えらそうに文句を言ってきた。

　しょうがない。本物に電話する間、少し黙だまっていてもらおう。

「はい北原さん、これでも読んどいてください」

　光宏はそう言って、巨きよ大だいな紙かみ袋ぶくろを一つ差し出した。中には、三日間のコミケ会場で仕入れた同人誌が、たっぷり詰つまっている。もっとも最終日は何かと多た忙ぼうだったので、戦利品はほぼ皆かい無むだったが。

「あらあら、結構買ったのね。私も人のことは言えないけど。……あら、この本、神か村むら先生がゲスト原げん稿こうを描いてるのね。私としたことが、チェックし損そこねるなんて迂う闊かつだったわ」

　ブツブツ言いながら、肖像画の紗衣は嬉き々きとして、紙袋の中を漁あさり始めた。これで邪じや魔まされずに済む。

　……何だか本能に忠実に動いている様子が、実にアレだが。

　光宏は萌え耽ふける肖像画から目を逸そらし、携帯電話のアドレス帳から、本物様の連れん絡らく先さきを選んだ。

　これで彼女に連絡がつく。まずはサイトのことを訊いて、それからここにいる肖像画を引き取ってもらって──。

「……あれ？」

　そこで異変を知った。いや、異変というほどでもないのかもしれないが。

「通じない……？」

　光宏がそう言ったとおり。スピーカーの向こうからは、相手が出られない旨むねを告げるアナウンスが、淡たん々たんと流れてくるばかりだった。

　先方の携帯電話が切られているか、電波の入りにくい場所にいるか。いずれにせよ、不思議がるべきことではないはずだ──が、今は少し状じよう況きようが異なる。

（まさか、北原さんの身に何かあったんじゃ……）

　どうしたって心配だ。

　アナウンスが、留守録メッセージを要求してきた。光宏は仕方なく、一言。

「もしもし、光宏です。あの、北原さん……。いろいろと訊きたいことがあります。またかけます……」

　何だか要領を得ないままメッセージを終え、電話を切る。それからフゥと息をついて、肖しよう像ぞう画がの紗衣に向き直ると、彼女は彼女で紙袋の中をごそごそと引っ搔かき回しながら、同じようにフゥと溜ため息をついた。

「これはどういうことかしら。妹ネタの本が一冊もないわ」

　読みたかったのか。妹本。

　まあ、そこは嗜し好こうの違ちがいということで我が慢まんしてもらうとして──。さて、これからどうしよう。後でかけ直すと言っても、それまでの間、この肖像画を相手にどう立ち回ればいいのやら。

「うーん、井い川かわさんか月つき代よに預ける……っていうのも手か？」

　井川美み春はると岡おか田だ月代。どちらも紗衣とは中学時代からの創作仲間であり、親友だ。彼女達なら、この珍ちん客きやくを引き取ってくれるかもしれない。

　いや、そもそもあの二人は、「ミラージュ・ネル」の異変に気づいてないのだろうか。月代なんて、紗衣のストーカーと化しているのだから、気づかないはずがない……と思うのだが。

　光宏がそんなことを考えていると、不意にパソコンが喋しやべった。

『メールが届きました、ご主人様』

　メイドさん風の着信音だ。

「ずいぶんとベタね、葛本くん」

　ボイスに反応した紗衣が顔を上げ、真顔でこちらを眺ながめてきた。

「うちはメイド風じゃなくて、アンドロイド娘むすめ風にしているわ」

「じゃあ今度聞かせてください」

　テキトーに流しつつ、光宏はパソコンに向き直り、メールを確かく認にんした。

　確かに一件来ている。ただし、知らないアドレスからだ。しかも、重めのファイルが添てん付ぷされているから、怪あやしいことこの上ない。

「何だこれ、ウイルスか……？」

　検知ソフトには引っかからなかったけど。いや、新種かもしれない。

　恐おそる恐る、添付ファイルの拡張子を確認する。一応、画像のようだが……。

「どうしたの、葛本くん？」

　異変を察したか、紗衣がベッドから立ち上がり、後ろから覗のぞき込んできた。そして画面を見るや、「あら」と一言声を発し。

「ちょっと貸して」

　そう言って、いきなり光宏の手からマウスを取り上げ、謎なぞのファイルに向かってダブルクリックを仕し掛かける。

「あ」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　何が大丈夫なのかは分からないが──阻そ止しする間もなく、問題のファイルは開かれてしまった。

　現れたのは、一枚のイラストだった。特にウイルスっぽい動作は起きず、普ふ通つうに画像ソフトが起動して、モニターいっぱいに広がった。

　二人の美少女が、そこに収まっていた。

　尖とがった耳とコウモリの翼つばさを持つ、悪魔と思おぼしきお姉さん達だ。片や赤、片や桃もも色いろのラバースーツを全身に張り付かせ、鑑かん賞しよう者を誘ゆう惑わくするような眼まな差ざしで、こちらに微ほほ笑えみかけている。髪かみ形がたはともに、シャギーの入ったお揃そろいのロングヘア。顔立ちもそっくりだから、双ふた子ごという設定なのかもしれない。

　それにしても──このスーツ、ちょっと張り付きすぎじゃないだろうか。

　そんなどうでもいい心配をする光宏の目は、自然と二人のボディラインをなぞり、胸むな元もとへと吸い寄せられていった。

　スーツの正面を走るファスナー。その開閉を司つかさどるスライダー部分に、姉し妹まいは互たがいに指を掛け、これ見よがしにずり下げようとしている。まるで、相手の胸を露ろ出しゆつさせてやろうと言わんばかりだ。

　すでに桃色のスーツの娘こは、深い谷間まで露あらわになってしまっている。その両サイドを挟はさんで隠かくすゴムの表面には、かなり迫はく力りよくのある球体が浮うかび上がり、ボリュームの豊かさを窺うかがわせてくれる。巨きよ乳にゆうどころじゃない。爆ばく乳にゆうだ。

　一方、赤い側の少女のサイズは、お世辞にも大きいとは言い難がたい。開かれた谷間はあまりにも控ひかえめで、逆に肋ろつ骨こつの方が目立っているほどだ……が、その慎つつましやかな膨ふくらみは、幼さゆえの美しさを醸かもし出している。これはこれで、世界各地から需じゆ要ようがあるに違いない。

　爆乳と貧ひん乳にゆうの双子悪あく魔ま。要するに、これはそんな絵だ。

　で。それはいいとして。

「これ……北原さんの絵じゃないか？」

　二人の胸元に吸い寄せられながらも、光宏は辛かろうじて理性を保ち、重要な点を口にした。

　間違いない。ここ一年半、ずっと愛し続けてきた歌川ミウミの絵え柄がらだ。見ればすぐに分かる。

　ということは──この絵を送ってきたのは、紗衣ということになるのだろうか。

　試ためしにメール本文の方をチェックする。が、あいにくそこには何も書かれてない。つまり、純じゆん粋すいに絵だけが送られてきたわけだ。

「……リリアンとエステル」

　ふと、背後から覗き込んでいた肖しよう像ぞう画がの方の紗衣が、何やら耳慣れぬ単語を呟つぶやいた。

「北原さん、それって？」

「この娘こ達の名前よ。ファイル名になってるわ。〝Lilian-and-Ester.jpg〟って」

　なるほど。長いアルファベットなので、思いっきりスルーしていた。

「でも、どっちがどっちなのか、これだけでは分からないわね」

　紗衣は人差し指を顎あごに宛あてがい、首を傾かしげてみせる。自分で描かいた絵を「分からない」とは妙みようだが……まあ、肖像画じゃ無理もないか。

「私の直感によれば、『リリアン』という名前は、基本的にセクシーキャラ向けのものよね。でも、それだけを理由に爆乳っ娘の方をリリアンと決めつけてしまうのは、ちょっと安直じゃないかしら。むしろ貧乳なのにフェロモンムンムンだったりした方が、破は壊かい力もでっかいと思うの。だから赤がリリアンで、ピンクがエステル。……どうかしら、この推理」

「いや、どうって訊きかれましても」

　むしろ自分としては、どっちがエッチでもバッチリ受け入れてみせる──という意見は、さすがに節操なしか。いや、こんな会話をしている場合じゃなかった気もする。

　問題は、「この絵を送ってきたのが本物の紗衣かもしれない」ということだ。しかもこちらが携けい帯たいにかけた直後、メールで一方的に届けられた。果たしてその意図は何か。

　思うに、このリリアンとエステルという二人が、大きなヒントになって……いや、いるのか？

「この絵のテーマは、ズバリ、『乳ちち』ね」

　肖像画の紗衣が、無む駄だにコクコク頷うなずきながら、断言してくれた。

　ああ、たぶんそれで正解だ。つまり本物の紗衣は、この不可解な状じよう況きよう下かで、光宏に「乳」を送ってきたわけだ。

　……んなもん、どう考えたって、ヒントになんぞなりゃしない。

「北原さん、奇き行こうにも程ほどがあります……」

　そう呟きながら、光宏は席を立ち上がる。と、入れ替かわりに肖像画の紗衣が、身を滑すべらせるようにして、空いた椅い子すにさっさと収まってしまった。

　そして何をするのかと思いきや。絵を拡大させ、食い入るように画面に顔を近づける。

「何やってるんですか？」

「決まってるでしょ？　ハァハァするのよ」

「……僕、部屋を出た方がいいですか？」

　まったく、どうしたもんだか。

　光宏が文字どおり居たたまれなくなっていると、そこへ不意に部屋のドアがノックされた。

「入っていい？　麦茶淹いれてきたんだけど」

　そう言って、こちらの返事も待たずにドアを開いたのは、佐さ和わだった。

　ぎこちない笑えみを浮かべ、お盆ぼんを手に佇たたずんでいる。その上には、よく冷えて水すい滴てきに濡ぬれたグラスが三つ。明らかに居座る気満々だ。

「ずいぶん気が利きくな……」

「……しょーがないじゃん。気になるんだから」

　兄のツッコミを小声でやり返し、佐和はズカズカと部屋の敷しき居いを跨またいでくる。まったく、どんだけ野次馬なんだか。

　そして、そんな妹の動きが、パソコンに齧かじりつく紗衣を見てピタリと止まったのは──やはりアレが原因だろう。

「……ミックン？」

　ぎこちなかった笑みを、一いつ瞬しゆんにして怒いかれる阿あ修しゆ羅らのように塗ぬり替え、佐和はなぜか光宏の方を睨にらみつけた。

「何だよ」

「何だよって……そりゃこっちの台詞せりふだ！　何よそこに映ってるのは！」

　そう言って、勢いよくパソコンの方を指さす。そこにはさっきから、二次元悪あく魔まっ娘こ姉し妹まいの素す敵てきなオムネが、ドアップで表示されっぱなしだ。しかも、紗衣の見ている真ん前で。

　この光景が、果たして妹にどう解かい釈しやくされたか。想像するに難かたくない。

　理由はどうあれ家に来てくれたガールフレンドに、卑ひ猥わいなモノを見せて喜んでいるヘンタイ兄貴──。おそらくそんなところだろう。まさか、これを紗衣が自主的に鑑かん賞しようしているなどとは、思いもよらないに違ちがいない。

「あーもう信じらんない、このバカ兄貴が！　一応ミックンが片かた想おもいし続けてたのは知ってたし、北原さんも反応見せてくれたみたいだから、せっかく少しは応おう援えんしてやろうと思って来たのに……何でそんなデリカシーのないことしてんのよ！　ちょっとコラ、なんか言え！　自分が北原さんにナニ見せてんのか、分かってんの？」

　取り付く島もないぐらいヒートアップしている。

　だがその言葉に、件くだんの紗衣風味娘むすめが真顔でクルリと振ふり向いた。そして二次元愛のない同級生に向かって、一言。

「──乳よっ」

　実に正確な回答を示してくれた。

「ち……」

　佐和がまた固まった。今日はこの珍ちん客きやくのおかげで、面おも白しろいぐらいにペースを乱されている。いや、当事者としては、あまり面白がってもいられないけど。

「ち、ち……って、ミックンっ！」

　顔中を真っ赤にして、佐和は再びこちらを睨んできた。

「え、なぜに僕を叱しかる？」

「ミックンが原因に決まってるからでしょ！　北原さんに何言わせてんの！」

「いや、言わせてない言わせてない。これは北原さんが自発的に喜んで……」

「アホ言うな！　女が胸の絵なんか見て喜ぶかっ！」

　こっちはこっちで正論だった。ただ、何事にも例外はある。

「佐和さん、それは偏へん見けんだわ」

　何やら癇かんに障さわったと見えて、窘たしなめるように紗衣が立ち上がった。

「乳ち房ぶさは母性の象しよう徴ちようよ。その母性を求める心に、男女の差なんて存在しないわ。そもそも、女性の乳房をエロと考える思想は、昔の日本には見られないものなの。所しよ詮せん西洋文化の影えい響きように過ぎないのよ。むしろ決してエロではなく、柔やわらかさや温ぬくもりといった純じゆん粋すいな心ここ地ちよさ──これを求められてこそ、乳は乳として本来の魅み力りよくを発揮するのだと、私は考えているわ」

　もはや何を言ってるのだか理解できない。しかもそこへ止とどめとばかりに、紗衣モドキは腰こしに手など宛あてがい、いつもながら堂々と──本物そっくりの口調で──言い放った。

「それとも、この私が萌もえっ娘の乳を眺ながめてハァハァしてはいけないの？」

　いつか聞いたような台詞の再来。そしてこの発言が引き金となり。

「やめてっ！　北原さんが萌えっ娘とかハァハァとか、そんなミックンみたいなこと言わないでっ！」

　すべて幻げん聴ちようであれと願う佐和の悲鳴が、家中に迸ほとばしった。

　同時に光宏は、肖しよう像ぞう画がの手を取って、部屋から走り出していた。

　ああ、逃にげるともさ。もう当分、この家にはいられない。
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　さて、こんな時に頼たよるべき相手と言えば、もはや一人しか思い浮うかばない。

『……じゃあ十分で行くから、そこで待ってて』

　携けい帯たい越ごしに聞いた頼たのもしい台詞に安あん堵どし、光みつ宏ひろは「よろしく」と言い残して、通話を終えた。

　相手は井い川かわ美み春はる。夏コミの一件で親しくなった、紗さ衣えの友人だ。

　きちんと知り合ってから、まだ短期間しか経たってないが、彼女のサッパリした性格と冷静な判断力には、何度も助けられてきた。だからこそ、相談役としてはもってこいだ。

　そしてその美春も、サイトの閉へい鎖さには気づいていたようだった。しかも、やはり紗衣と連れん絡らくが取れず、戸と惑まどっていたらしい。

『自宅にかけても留守だし、月つき代よに訊きいても知らんって言うしさ。しょうがないから、ちょうど葛かつ本もとくんに電話しようと思ってたとこ。いや、見事にタイミングがあったね。気持ち悪いぐらいだ』

　気持ち悪い、だけ余計だったが。あと、月代に何かを期待してはいけない。

　ともあれ二、三言葉を交かわし、すぐに待ち合わせの約束を取り付けた。あとは美春が来るまで、ここでおとなしく待つだけだ。

　光宏は携帯電話をしまうと、ベンチで待たせてある「紗衣」のもとへ戻もどっていった。

　学校のそばにある公園だ。光宏にとっては、思い出の場所でもある。

「お待たせ」

　そう言ってベンチに近づきながら、光宏は強きよう烈れつなデジャブを感じていた。

　もう何ヶ月前になるだろう。今肖像画の紗衣が座っているベンチに、かつて別の二次元娘──魔導士見習いのカリンが座っていたことがある。

　あの時光宏は、初めて召しよう喚かんした萌えっ娘の扱あつかいに困り、まだ見ぬ「歌うた川がわミウミ」に携帯から連絡を入れた。当時は電話番号なんて知らないから、サイトに載のっていたメールアドレスへ。しかしその報しらせを受けやって来たのは、ミウミを騙かたる月代だった。

　そしてカリンが月代に襲おそわれ、絶体絶命となったその時。

　紗衣が駆かけつけた。

　──私が萌えっ娘こを描かいてハァハァしてはいけないの？

　そんなデストロイな言葉を、堂々とのたまいながら。

　思えば──あの瞬しゆん間かんから、すべてが始まったのだ。

「葛本くん、私の顔を見て、なぜ溜ため息をついているの？」

　ベンチにちょこんと座って光宏を待っていた肖像画が、不満げに唇くちびるをへの字に曲げてみせた。

「ごめん、ちょっと考え事をしてて……」

「また乳？」

　いや、勝手に人の思考内容を決めないでほしいんだけど。

　なおも溜め息をつき、光宏はベンチの横に立つ。

　美春は十分で来ると言っていた。それまで、どうやって時間を潰つぶそうか。

「座らないの？」

　肖像画の紗衣が自分の空いた隣となりを指し、訊たずねてきた。

「ああ、僕はいいです……」

　何となく気が引け、光宏は首を横に振ふった。

　いつも漫まん画がタッチの萌えっ娘に誘さそわれた時は、素す直なおに喜んで腰を下ろすところなのに。相手が現実の少女の姿をしているというだけで、妙みように遠えん慮りよが出てしまう。

　そんなだから、周りから「二次専」なんて呼ばれてしまうのかもしれない。

　現実の女性に向き合いたくないとか、そういうわけでは決してない。現に自分は、紗衣のことを慕したい続けている。だから──。

　そう、だから、もしここにいる紗衣が本物なら、お許しを貰もらい次し第だい、喜んで隣に座っているはずだ。

　でも、実際はそうじゃない。ここにいる紗衣は肖像画で、こちらの願望を忠実に反映しているだけだ。それを知っているからこそ、光宏は躊ちゆう躇ちよする。

　ただ都合のいい妄もう想そうしかしてない自分が、とても浅ましいやつに思えてしまうから。

「ねえ、葛本くん」

　その「都合のいい紗衣」が、再度訊ねた。

　ただし今度は、席を勧すすめるためではない。その手をまっすぐ伸のばし、こちらのポケットを指し示す。

「携帯、貸してほしいの」

「え？　いいですけど……なぜ？」

　ポケットを探さぐりながら、光宏は問い返した。そういえば彼女は、絵である以上、本物のような携けい帯たい電話は持ってないのだ。

「どこかにかけるんですか？」

「違ちがうわ。ちょっと嫁よめに会いたいのよ」

「よ……」

　嗚あ呼あ、何てマイペースな人だ。

　光宏は何とも言えない表情を作り、自分の携帯電話を差し出した。ここには歌川ミウミの描いた、多数の萌もえっ娘達が保存されている。肖しよう像ぞう画がの紗衣も、本物の習慣に則のつとって、そんな嫁達を眺ながめたくなったのだろう。

「はい、どうぞ」

「ありがとう。まずはカリンを呼び出すわ」

「やらかす気ですか。今ここで……」

　ていうか「まず」って。いったい何人出すつもりだ。

　光宏が呆あきれながら見守る中、紗衣モドキは待ち受け画面に映った魔ま導どう士し見習いの美少女を見み詰つめて、うっとりしだす。いろいろな意味で凝ぎよう視ししたいような、目を背そむけておきたいような。もう顔なんかキラキラしてるし、まあ何と言うか……。

「すごく楽しそうですネ」

「フフ、さあカリン、早くいらっしゃいっ！」

　もはやこっちの声なんか届いちゃいない。そもそも本物の紗衣でもないのに、召しよう喚かんなんてできるのだろうか。

　光宏のそんな懸け念ねんは、大いに的中した。

　肖像画の紗衣が携帯を凝視すること二分。無む邪じや気きなボクっ娘を映し出す待ち受け画面は、いつものように光り出すことも、震ふるえ出すこともない。

「……なぜ出ないの？」

　紗衣はそう言うと、小さくむくれて、こちらを睨にらんできた。いや、睨まれたって困るし。

「もしかして、また葛本くんが呼び出し中？」

「……僕、ここで普ふ通つうにしてるじゃないですか」

「そんなこと分からないわ。もしかしたら、私に内ない緒しよでカリンをさらって、どこかに閉じ込めてるのかもしれないし」

「そんなに信用ないですか、僕は……」

　まあ、前科がありすぎるからだろうけど。

　光宏は紗衣の手から携帯電話を取り返し、改めてその画面を見た。中では、魔女帽ぼう子しを被かぶったカリンが元気に笑っている。本物の紗衣ならば、すぐにこれを具現化させることも可能なのだろうが──。

（でもこの北きた原はらさんって、一応本物と性質は変わらないはずなんだよな。じゃあもしかしたら、僕が「召喚できない」って思い込んでるから、できないだけ？）

　だとしたら、ちょっと可哀かわい想そうかもしれない。

　そんなことを考えながら、光宏は無意識のうちに、カリンの姿を凝視していた。

　天てん真しん爛らん漫まんを地で行くこの美少女は、紗衣のお気に入りであると同時に、光宏にとっても思い入れの強いキャラだ。たとえどんなタイミングでも──例えば肖像画を相手に困こん惑わく中のこんな時でも──空気を読まずに萌えてしまう。

　そして、気がついた時にはもう遅おそい。

「あ、やばい。出そう……」

　萌えっ娘こが飛び出してくる直前の、己おのれのトランス状態を感じ取り、光宏は身構えた。

　……が。

「あれ、出ない？」

　紗衣モドキの時と同じだ。携帯電話は、やはり無反応だった。

「葛本くん、何をブツブツ呟つぶやいてるの？」

「いや、カリンちゃん、出てこないなぁって……」

　てっきりいつものパターンに従って、ここで自分に召喚されてしまうものと思ったのに。まあ、紗衣に叱しかられなくて済んだだけ良しと──いや、それよりどうして出てこないんだ？

　光宏は不思議に思い、もう一度、モニターの中のカリンを見詰め直す。

　可愛かわいい。抱だき締しめたいぐらい可愛い。そして思いっきり抱き付き返されたい。

　そんな妄想に耽ふけってなお、魔導士見習いがアクションを起こす様子はない。

「変だなぁ。僕、こんなに自制心強かったかなぁ……」

　いつももっと暴走気味だった気がするけど。いつだったか、七日間連続で無意識に召喚したこととかあったし。

　光宏は首を傾かしげながら、試ためしに画像を変えてみた。

　次はメイドのアサミ。呼び出すたびにサディスティックにいたぶってくれる、ステキなお姉さんだ……が。

「アサミさんも出てこない……。じゃあナギサちゃんは？」

　続いて恥はずかしがりやなスク水娘むすめを表示させるも、結果は同じ。誰だれ一人として、この場に飛び出してくる様子はない。

　変だ。まさか……自分に召喚能力が無くなってしまったのか。

「いや、それはないよ。だって肖像画の北原さんは、ここにこうして出ているじゃないか」

　それに自分は、他人が呼び出し中の萌えっ娘ですら、無理やり奪うばい取ってしまうほどの煩ぼん悩のう力の持ち主だ。こんな事態、あり得ない。どれぐらいあり得ないかと言えば、佐さ和わが突とつ然ぜん可愛くなるのと同じぐらいあり得ないはずだ。

　それとも──もしかして、自分の二次元愛が不足しているのか？　例えば、今の自分は紗衣のことが好きすぎて、他ほかの二次元娘に心こころ惹ひかれる余よ裕ゆうがなくなってるとか、そういうことか？

　それって、誇ほこるべきなのか嘆なげくべきなのか、よく分からない話だけど……。でも、そのためにもう二度と二次元娘に会えなくなるだなんて、そんなのはご免めんだ。

「葛本くん、さっきから表情が不ふ審しん者しやよ？」

「ごめんなさい。これ、結構重大なことなんで」

　何しろ今までの萌もえライフが一変しかねない状じよう況きようだ。

　光宏は次々と画像を切り替かえながら、頭を悩なやませ続ける。と、そこへ。

「あ、何？　メール？」

　不意に携けい帯たい電話が着信音を発し、メールマークがモニターの中にポンと浮うかび上がった。

　紗衣でも美春でもない。アドレス帳には登録されていない相手からのようだ。

　しかも──画像ファイルのおまけ付きで。

「ま、まさかこれって……」

　恐おそる恐る中身を表示させてみると、案の定。さっき部屋のパソコンにも送られてきた爆ばく乳にゆう＆貧ひん乳にゆうの悪あく魔まっ娘こ姉し妹まいが、壁かべ紙がみサイズに縮小されて、誘ゆう惑わくの笑えみを振ふり撒まいていた。

　リリアンとエステルだっけか。ああ北原さん、いったいなぜこんな時にこんなものを。

　そう思ったのも一いつ瞬しゆんのこと。

「あ、出る！」

　今度こそ──。そう直感した次の瞬間。

　すでに萌えっ娘展覧会と化していた携帯電話が、ついに眩まばゆく光り輝かがやいた。
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「はぁ～い☆　おねーさんのこと呼んだのは、キミかなぁ？」

「オムネが大好きなキミに、とってもスペシャルなデリバリーよっ☆」

　無む駄だに台詞せりふの中に星など灯ともしつつ、ピンクと赤のラバースーツを張り付かせた瓜うり二つの悪魔っ娘二人が、公園の片かた隅すみに降臨した。

　そう、二人だ。同時に呼んでしまった辺り、光みつ宏ひろの節操なさが如によ実じつに表れている。

　もっとも呼ばれた当人達は、二人一いつ緒しよなのが面おも白しろくないらしいが。

「フフ、キミなのね？　おねーさんに何かご用？　なんか、洗せん濯たく板いたみたいなおまけが一人くっ付いてきちゃったけど、気にしないでおねーさんとイチャイチャしよ？」

「あら違ちがうわよ。キミが求めちゃったのは私の方、でしょ？　まさかこんな風船みたいなのくっ付けた女なんかに、用はないわよね？」

　明らかに、互たがいに意識し合っている。しかもこれ、光宏を巡めぐっての恋こいの鞘さや当あて──と素す直なおに言い難がたいのは、やはり二人が純じゆん粋すいに不仲だと分かるからだ。

「ちょっと、風船って何かしら。しっかり実の詰つまっているこの豊かなバストに対して、失礼じゃない？」

「ふん、実ったってどうせ脂し肪ぼうでしょ？　そんなもの見せつけるぐらいなら、スリムな方が断然いいわよ」

　そんな台詞を言い合いながら、火花を散らす悪魔っ娘姉妹。なるほど、爆乳と貧乳の組み合わせでは、やはりこうなるものらしい。

「だいたい胸はあってこそ何ぼよ！　男の子はみんな巨きよ乳にゆうが大好きなのよっ！」

「それは男に対する偏へん見けんだわ。ねえ、キミもそう思うでしょ？」

「いや、僕はその、何と言うか……」

　いきなり答えにくい質問をされ、光宏は真っ赤になった顔を伏ふせた。

　その伏せた顔面目がけて、双ふた子ごの悪魔がグイと詰め寄る。赤い貧乳の方はそれでも構わないが、問題はもう一人の爆乳様だ。

　すぐ間近で、プルンっ、と大きく揺ゆれる塊かたまりが二つ。嫌いやでも目に入ってしまう。しかも、いくらスーツで隠かくれているとは言え、そのカラーも扇せん情じよう的なピンクときた。年とし頃ごろの少年にとっては、かなり気き恥はずかしいものがある。

　ましてやすぐ隣となりには、肖しよう像ぞう画がとはいえ、一応紗さ衣えがいるわけだし。

「あらあら～。恥ずかしそうにしちゃって、可愛いにゃ～。そんなにコレが気になるんだぁ」

　胸を意識されたことで、相方への勝利を確信してか。ピンクの爆乳娘むすめはそう言って、余裕の素振りで光宏をからかってきた。

　そう言えば彼女、名前はどっちなんだろう。

「──エステルね？」

　勝手に紗衣モドキが断言してしまったけど。

「ピンポンだよ、ぺたんこちゃん」

　しかも悪魔のおねーさんまで肯こう定ていしちゃってるけど。ていうか、「ぺたんこちゃん」って。

「なんか酷ひどいニックネームだ……」

　そう呟つぶやきながらも光宏は、思わず紗衣モドキとエステルの胸むな元もとを、交こう互ごに見比べてしまう。

　その差は圧あつ倒とう的だ。まあ、当然と言えば当然か。何しろ片方は、現実の女の子を写実的に描えがいただけ。そしてもう片方は、ひたすら二次専の夢を再現した、あり得ないほどのメガサイズ。架か空くうなればこそ、その大きさに上限はない。

「でかいわっ！」

　すかさず紗衣モドキが、率そつ直ちよくに感かん嘆たんの声を上げた。自分がぺたんこ呼ばわりされた事実は、あまり気にしてないらしい。

「何てでかいのかしら！　葛かつ本もとくん、そう思わない？」

「ええと……いや、まあその」

　隣で盛り上がられると、逆にこちらがもじもじしてしまう。

　そして光宏のそんな初うい々ういしい反応に、エステルもなぜか上じよう機き嫌げんだ。

「や～ん、キミってば、恥はずかしがりやさんなのね♪　ほ～ら、ゆらゆら～」

　うぅ、目の前で揺らさないでください……。

　もはや拷ごう問もんに等しい。これがもし自分の部屋で二人っきりとかだったら、まだ対処の仕様もあるのだけど──いや、べつにやましい意味ではなくですよ？　ホントですよ？

　心の中でそんな言い訳をしていると、この状じよう況きように耐たえかねた残りの一名が、ついに声を荒あらげた。貧ひん乳にゆう代表の赤いボディ。リリアンである。

「ちょっとキミ達、そんなアホみたいなサイズのどこがいいの？」

　ムッとしながら叫さけんだ彼女は、その両手を己おのれの薄うすい胸に当て、スリスリと摩さする。それからどこか上気した頰ほおで光宏をまっすぐに見やり、「ねぇキミぃ♪」と何やら妖あやしげに囁ささやいてきた。

「知ってる？　胸って、薄い方が感度がいいんだよ？」

「そ、そうなんですか？」

「うん。何なら……試ためしてみる？」

　それは、あまりにも危険なお誘さそいだった。しかし光宏が何か言うよりも先に、さも当然のように紗衣モドキが口を開く。

　エステルの爆ばく乳にゆうから一転、リリアンの貧乳に興きよう味み津しん々しんといった面持ちで。

「ええ、ぜひ！」

「北きた原はらさん、ちょっと静かにしててください……」

　いい加減にしてくれ。この意味不明な修しゆ羅ら場ばを、ますますカオスにする気か。

　だがその時。不意に双子の両目がキラリと輝かがやいた。

「そうだ。ねぇキミ、おねーさんと一緒にイイトコ行かない？」

「うんうん。私と一緒に行こうよ、イイトコ」

「へ？　何そのイイトコって」

　二人から不意に出された妖しげな提案に、光宏は泣き笑いの表情を浮うかべてしまう。

　微かすかに滲にじんだ涙なみだの中、ピンクと赤のラバースーツがテカテカ光り、心の枷かせをガリガリ削けずり取っていくのが分かる。

「イイトコと言えばイイトコよ。ね～、行こうよぉ♪」

「そうね。私も行きたいわ」

　紗衣モドキが嬉き々きとして相あい槌づちを打つ。じゃあいっそのこと、このまま四人で旅立つか。

「……って、そもそもこんなことしてる場合じゃないのに！」

　呑のん気きに爆乳に弄もてあそばれている時ではない。今は本物の紗衣に会い、閉へい鎖さされた「ミラージュ・ネル」について詳くわしく聞かねばならないのだ。そのためにも、美み春はるに連れん絡らくしたわけで──。

　……そういえば、美春はまだか。

　いや、来たら来たで、この状況を見られるのは、ちょっとまずい気もするけど。

　というか、間ま違ちがいなくまずい。「ミラージュ・ネル」がピンチ（？）だって時に、四つのオムネを相手にフィーバーしてるようなこの有様は、どう見たって××××だ。

　そこに思い至り、光宏は必死で叫んだ。

「エステルさんもリリアンさんも、今は絵に戻もどってて！」

「やん、『おねーさん』って呼んで？　ね？」

　ね、じゃない。

　そして──光宏の焦あせりも虚むなしく、ついに審しん判ぱんの時が訪おとずれた。

　すぐそばに、人ひと影かげが差した。

「やあお待たせ……って、何してんのあんたら」

　ふと聞き覚えのある声が、光宏の心を深く抉えぐり、真夏の日差しでチリチリと炙あぶってきた。

「い、井い川かわさん……」

　振ふり向けば、そこには美春が佇たたずんでいた。しかもそのメガネの奥に、あまりにも冷ややかな視線を秘ひめ。

「葛本くん。いくら待ってる間暇ひまだからって、何も嬉うれしそうに乳と戯たわむれてるこたぁないんじゃないかい？」

「はい、そのとおりです……」
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「そんなんじゃ、本物の紗衣に顔向けできないよ？」

「ええ、実にごもっともです……」

　小さくなってペコペコと頭を下げる光宏。だがその横に立つ紗衣モドキが、不満げな様子で口を挟はさむ。

「何を言ってるの美春さん。乳は永遠のロマンよ！　特に爆乳！」

「……少なくとも私は、そんなクソ重そうなもんはいらん」

　別の意味でロマンを全否定しつつ、美春がこちらに一歩近づく。

　だがその時。双ふた子ごが動いた。

「も～、だめだめっ！　この子はおねーさんと一いつ緒しよにイイトコに行くんだからぁっ！」

「違うの！　私と一緒に行くのっ！」

　互いにそう叫さけぶや、二人はピンクと赤に包まれた腕うでを伸のばし、光宏の身体からだをギュッと抱だき締しめた。

　同時にすごく柔やわらかな感覚が、神経も蕩とろかさんばかりの勢いで押し当てられた。しかも、合計四つ。

「あぅ、むにむにする……」

　泣きそうになりながらも、直じかに味わうミラクルボディ（架か空くう）に、光宏はひたすら歓かん喜きする。

　ああ、何て心ここ地ちいいんだ。まるで天にも昇のぼるようじゃないか……。

「さ、イイトコ行こうね？」

　光宏が堕おちたのを見て、エステルとリリアンが、パタパタとコウモリの羽をばたつかせ始めた。

　……ああ、本当に天に昇りだした。

「あ、あの、エステルさん？」

「だぁかぁらぁ、お・ね・え・さ・ん！」

「いや、呼び方とかどうでもいいから！　これ飛んでる？　ねぇ、飛んでるの？　ちょっとリリアンさんも何とか言って！」

　喚わめきながら二人に抱き締められ、光宏の身体は徐じよ々じよに宙へと運び上げられていく。まさに拉ら致ちだ。しかも紗衣モドキも美春も、それを制止する素振りすらない。

　たださらわれていく様子を、黙だまって見ているだけである。

「井川さん、助けてっ！」

「……助ける方法が分からん」

「じゃ、じゃあ北原さんっ！」

「……代わってほしいわ」

　ダメだ、これじゃ拉致される一方だ。

　もうどうにもならない。せっかく美春と合流できて、一歩前進だったのに。早く本物の紗衣に会って、「ミラージュ・ネル」消失事件を解決しないといけないのに。

　光宏はただ、この非情かつ非現実的な展開に涙するばかりだ。

　嗚あ呼あ、公園がどんどん小さくなっていく。いったいどこまで上じよう昇しようするのか分からない。そしてこの先に、どんな具合の「イイトコ」が待っているのかも。

「さあ、もうすぐ『扉とびら』を潜くぐるよ？」

「あっという間だからね？　恐こわくないから、リラックス、リラックス♪」

　双子の会話に合わせて、光宏を取り囲むかのように、周囲に怪あやしげな光の渦うずが湧わき立つのが見え始める。オーロラでも蜃しん気き楼ろうでもない、明らかに自然の法則を無視した異常現象。

　もしやこれが「扉」か。自分はこの渦に呑のまれて、どこか見知らぬ地へ飛ばされようとしているのか。

　考えれば考えるだけ不安が募つのる。だが──それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　光宏は、見てしまった。すべての不安が悪い意味で吹ふき飛ぶほどの、とてつもない衝撃的光景を。

「あ、あれは……っ！」

　徐々にパノラマと化していく公園の一角。ちょうど紗衣モドキと美春が立つベンチのそばの、そこから少し離はなれた物もの陰かげに。

　一人、隠かくれているやつがいた。

　そしてそいつは間ま違ちがいなく、今までの一連の流れを、バッチリ目に焼き付けたはずだった。

　ならば、もう言い逃のがれはできない。いや、言い逃れをしていた記き憶おくはあまりないけど、ただ少なくとも──これであいつも、ついにすべてを知ったのだ。

「佐和……」

　他の女子二人と同じように、兄を見上げて目を丸くしている妹の姿に、光宏はつい大声で叫んでいた。

「──何でお前、尾び行こうしてきてんだっ！」




　その言葉を最後に、光宏の身体は光の渦に呑まれ、消失した。

　文字どおり、この世界から。




























「あのさ、もう一度確かめときたいんだけど──」

「ん？　まだ何か質問？」

　ともに歩く葛かつ本もと佐さ和わのしつこい問いかけに、井い川かわ美み春はるは大きく溜ため息をついてみせた。

　もちろんわざとだ。実際のところ、こんな非現実的な状じよう況きようを前にして、質問攻ぜめに陥おちいらない方がおかしい。

「まだっていうか、納なつ得とくできるまでは何度でも訊きくんだけどさ」

　ツインテールを揺ゆらし、佐和は美春に食くらいつく。

「その……こんなバカなことあり得るの？　北きた原はらさんがアレだとか、絵がコレだとか」

　後ろから付いてくる北原紗さ衣えを──いや、紗衣によく似た少女を指さしながら。

「アレとかコレとかよく分からないけど、全部本当のことだから」

　そして美春はといえば、もう頷うなずくぐらいしかできない。

　嫌いやでも認めるしかない。どんなにアホらしいこととはいえ、噓うそ偽いつわりなどないのだから。

「北原紗衣は二次元美少女が大好きな真性の二次専で、同人界でも『歌うた川がわミウミ』のペンネームで大だい活かつ躍やく。しかも紗衣の描かいた絵は、何かの弾はずみで現実世界に抜ぬけ出してくる──と。はいこれ、全部事実ね。……もう一回訊いとく？」

「訊いていいの？」

「……いや、やめといて。そろそろ疲つかれたから。まあ、疑うならその目で確かめなよ」

　不毛な会話を繰くり返しながら、二人と一枚は、ようやく目的の場所に辿たどり着いた。

　北原邸てい。要するに、紗衣の自宅だ。

　広大な敷しき地ちを囲う白い塀へいの上から、洋風のお屋や敷しきがその巨きよ大だいな屋根を覗のぞかせている。日本の高級住宅地でも、これほどのものは、なかなかお目にかかれない。

「……何この豪ごう邸てい」

「すごいでしょ」

　啞あ然ぜんとする佐和に、美春は代理で自じ慢まんしておいた。

　まあ、豪邸で当然だ。何しろ紗衣の父親は、大手美術関連企き業ぎようのトップ。特に力を入れているのが、古美術品の売買で、それこそ世界中を股またにかけて売り捌さばいているらしい。

　一方母親の方も、これまた世界を舞ぶ台たいに活躍するファッションモデル。ならばその娘むすめは、まさに美の家系を受け継つぐために生まれた、申し子といったところだろう。

　もっともその申し子と来たら、日本で萌もえっ娘こを描いてハァハァしているばかりだが。しかも今は行ゆく方え不明だ。

　でも──ここならば、何か分かるかもしれない。今朝から始まった、得体の知れない事件の秘密が。

　眼前にそびえる屋敷を見上げながら、美春はそう思った。

　紗衣が消え、光みつ宏ひろが消えた。いや、光宏の方は乳と戯たわむれた結果だから、いまいち深刻な気分にはなれないが、とりあえず不可解なことには違ちがいない。そして月つき代よの協力も当てにならない以上、もはや動けるのは自分一人だ。

　だからこそ、自分はこの屋敷を訪おとずれたのだ。まあ、そこに佐和を付き合わせる必要があったかと言えば……よく分からないけど。

　気のない素そ振ぶりを装よそおいながら、さりげない体ていで、佐和の方を見る。

　一応同じ部活の知り合いだ。もっとも、自分は最近すっかり幽ゆう霊れい部員なので、まともに交流があるわけじゃない。でも入部した時にメールアドレスの交こう換かんなどは済ませたから、女子特有の仁義に従うなら、すでに「友達」同士の間あいだ柄がらではある。

　しかしその佐和が、まさか兄を追って、あの公園に潜ひそんでいただなんて。まったく思いもよらなかったが、とりあえず見つけたので連れてきた。

　まあいい。どうせ兄を尾び行こうしていたほどの暇ひま人じんだ。ほっといても付けてきただろう。

「なに人の顔見て考え込んでるの？」

「いやべつに。無む駄だに好こう奇き心しん旺おう盛せいなとことか、さすがよく似てるなぁって思って」

「……誰だれと？」

「考えんでよろしいよ」

　そう言いながら美春は、改めて正面の門に目を向ける。夏休みに入って以来、連日のように通ってきた入り口だが、今日ばかりは少し趣おもむきが違う。

　リモートコントロール式のそれは、今はしっかり閉とざされている。さっき電話した時も留守だったから、おそらく誰もいないのだろう。

「それじゃあ、開けるわね」

　だが、紗衣の姿をした少女は事もなげに言い放ち、ごく自然に二人の前に進み出た。その手に持っているのは、門のリモコンと思おぼしきハンドサイズの発信装置。加えて取り出したキーホルダーには、この家の鍵かぎがしっかりぶら下がっている。

　まるで、本物だ。

　美春と佐和が見守る中、「紗衣」は普ふ通つうに門を開け、二人に先立って玄げん関かんへと向かった。

「ねえ美春、もう一回訊きたいんだけど」

　佐和が小声で話しかけてきた。いま一度、すべてを疑う眼まな差ざしで。

「本当にこの北原さんが絵だっての？　美春は『ミックンからそう聞いた』って言ったけど、どう考えても本物じゃん。どうせミックンが世よ迷まい言ごと喚わめいただけだってば。だいたいほら、絵が抜ぬけ出すなんて、そんなホラーなこと──」

「そのホラーな馬ば鹿かげたことが今まで頻ひん繁ぱんに起こっては、あんたのお兄さんを振り回してきたんだけど。葛本くんが二次元スク水娘と一いつ緒しよに通学路を歩いてたとか、公園で巨大ダコに叩たたきのめされてたとか……結構噂うわさになってるんだから」

「そんな噂、いくら私でも信じたくない……」

「じゃあさっきのチチ女二人は、どう説明すんの」

「げ、幻げん覚かく……っ！」

　実に頑かたくなな態度で、常人として真っ当な意見を述べる佐和。しかし、絵が抜け出した当初から、この奇き怪かいな現象に付き合い続けてきた美春としては、「ああ、できることなら、私も一いつ瞬しゆんでいいから、こんな純情な時代が欲しかった──」と、心の中で嘆なげくのみだ。

　そうこうしてる間に、紗衣の姿をした少女は、案の定家の鍵さえも開けてしまった。

「さあ、入って。佐和さんは初めてよね。歓かん迎げいするわ」

「ハハ、お邪じや魔まします……」

　物もの珍めずらしさと戸と惑まどいで顔を引きつらせながら、佐和が上がり込む。美春もその背中を押すようにして、後に続いた。

　真っ先に目に入ってきたのは、いつもの大広間。それから威い厳げんある当主の肖しよう像ぞう画がと、各所に飾かざられた古美術コレクション。もうすっかり見慣れて、今さら驚おどろきすら感じられないが、前にいる佐和は、「わぁ」と分かりやすい驚きよう嘆たんの声を上げている。

　初うい々ういしいな、と思いながら、美春は後ろ手に玄関の扉とびらを閉めた。

　不意に夏特有の蒸し暑さが襲おそってくる。この館内は、いつも空調が行き届いているイメージがあったが……やはり留守だからか。

「ごめんなさい。今、家の人が誰もいないの。とりあえず食堂の方に……」

「いやお構いなく。それより紗衣、寝しん室しつを見せて」

　美春はとっさに「紗衣」の誘さそいを遮さえぎり、そう提言した。

　そして──ふと、疑問に思う。なぜ食堂なのだろう。普段の紗衣なら、そのままアトリエに案内するはずなのに。

　まあ、この紗衣はいつもと別人とのことだけど。まずはそれを確かめておきたい。

「寝室？」

　訊たずね返してくる紗衣に、美春は頷うなずいてみせた。

「そう、寝室。案内してくれないなら、私一人でも勝手に出向くけど」

「……分かったわ。付いてきて」

　どこか渋しぶ々しぶにも見えた。だがそれも一瞬のこと。彼女は二人に背を向け、二階へと続く階段を上り始める。

　美春もそれに続こうとして──ふと、佐和の方を振り返った。

「佐和もおいでよ」

「う、うん……。あのさ美春、なんかその……ここ不気味じゃない？　ひと気はないし、美春の言うことが本当なら、そこにいる北原さんは……アレだし」

「なに怖おじ気けづいてんの。そのアレかどうかをきちんと確かめるために、寝室に行くんだよ」

　そう言って、美春は無理やり佐和の手を引いた。

　あの寝室には、問題の肖像画が飾られている。もしここにいる紗衣が、光宏の言うとおりなら──モデルを失ったその肖像画も、今は真っ白になっているはずだ。

「さあ、佐和もその目で見て、納なつ得とくしな！」

「や、やだっ！　なんか恐こわいっ！」

　無人の北原邸ていに、女子高生の正直な悲鳴が上がった。

　いつも光宏をいたぶって止やまない兄勝まさりな彼女は、実は意外と臆おく病びようだったようだ。




　……で、まあ。もちろん件くだんの肖像画は、人型に白くくり抜かれていたわけだが。

「こ、こんなの、初めっから真っ白だったに決まってるんだからぁっ！」

　どこかツンデレ気味に騒さわぐ佐和は置いといて。

　額がく縁ぶちの前に立った美春は、白く変わり果てた油絵の具の痕あとを眺ながめ、それから視線を周囲に巡めぐらせた。

　奥に据すえられた巨きよ大だいなベッドや、片かた隅すみに置かれたクッション。いずれも、紗衣や彼女の「嫁よめ」達が愛用していたものだ。他ほかにもクローゼットやドレッサーなど、ひととおりの家具は揃そろっている。言ってみれば模も範はん的な寝室──なのだが。

「……足りない」

　そう呟つぶやきながら、美春はドレッサーに近づいた。

　鏡の前に小さく広がる台の上には、何も載のってない。普ふ通つうなら、ここに化け粧しよう水すいのビンぐらいは並んでいるはずなのに。ということは、もしかしたら引き出しも……。

「ねえ、紗衣。ここ開けるよ？」

「ええ、どうぞ」

　仮かり初そめの主あるじからお許しを得て、美春はドレッサーの引き出しに手を掛かけた。

　中は、案の定空っぽだった。すべて取り払はらわれた後だ。

　気になって、クローゼットの方に向かった。

「紗衣、ここも開けていい？」

「どうぞ」

　訊きいても同じ答えしか返ってこない。その機械的な調子に、微かすかに気を滅め入いらせながら、美春はクローゼットの扉を開く。

　やはり、空だ。

「……どういうこと？」

　誰だれにともなく問いかけ、美春は再び、その空うつろな空間を閉とざした。

　何もかも無くなっている。……いや、家具などの大きな物はともかく、細々とした身の回りのものは、すでにこの寝室には存在しない。

　ふとベッドの方に目を向けると、枕まくらも消えていた。

　ただ、その傍かたわらの小さなテーブルには──。

「……目覚ましはあるね」

　佐和がおっかなびっくり、それを指し摘てきした。

　なるほど。今時珍めずらしいベル式の目覚まし時計が一つ、忘れ去られたかのように、ポツリと置いてある。

　美春は近づいて、よく調べてみた。が、べつに変わったところはない。時間は正常。特に埃ほこりを被かぶってる様子もない。

　だいたい、つい昨日までは使われていたはずだ。コミケの準備があったのだから。

「……でも、なぜこれだけ残った？」

　美春が首を傾かしげると、佐和が「夏休みだからじゃない？」と、妙みような答えを返してきた。

　なるほど、さてはそう言う自分こそ、毎朝寝ね床どこで爆ばく睡すいか。……人のことは言えないけど。

「じゃあ何？　紗衣は着き替がえと化粧水と枕を抱かかえて、目覚まし時計だけは必要ないからここに残して、どこかへ旅にでも出た──と？」

「違ちがうの？　ていうか、北原さんはここにいるじゃん」

「いいや、そいつは紛まがい物だ」

「そ、そんなホラーな話、私は信じない！」

　ああ、何て不毛なやり取りなんだろう。

　美春はフゥと溜ため息をつくと、改めて「紗衣」に向き直った。

　佐和とグダグダ推理しててもしょうがない。まだここの住人に訊いた方がマシだ。

「ねえ紗衣。もし知ってるなら、説明してくれない？　どうしていろんな物が消えてるのか。あと……本物の紗衣はどこへ消えたのか」

　もし知っているならば、だが。

　そもそもこの少女は──光宏の言葉が正しいなら──彼が召しよう喚かんしたものだ。だから、光宏が紗衣に抱いだくイメージに沿って行動しているだけの、ただの機械人形に過ぎない。ならば、本物の紗衣に何が起きたかなんて、知っているはずもない。

　そして──やはり「紗衣」は、頭を横に振ふった。

「お腹なかが空すいて答えられないわ」

「……あんた、べつに食いしん坊ぼうキャラとかじゃないでしょ」

　機械人形にしてはポンコツすぎる。

　仕方なく美春は扉とびらに向かう。もうこれ以上、寝しん室しつで新たな発見があるとも思えない。してみると、次に行く場所は順番的に考えて、一つ。

「紗衣、案内してもらうよ」

「分かったわ。食堂ね？」

「……わざとらしいから止やめなってば」

　すっとぼけた道みち標しるべに一言ツッコむと、美春は案内を待たずに、寝室から廊ろう下かへと進み出た。どうせ勝手知ったる友の家。廊下で迷わないぐらいの見取り図は把は握あくしている。

「ちょっと待って美春、置いてかないでよぉ！」

　佐和が慌あわてて後から付いてきた。パタパタと鳴らすスリッパの音が、妙に可愛かわいらしい。

「どこに行くの？　ねぇ、食堂？」

「あいにくお腹は空いてない。それよりアトリエに行ってみる」

「……アトリエ？　それって、北原さんの？」

「そう。たぶん佐和がイメージしてる『アトリエ』とは、かなり別物だけどね」

　美春がそう一言断りを入れたのは、学校で知られている紗衣の顔が、「油絵の天才」という断だん片ぺん的なものでしかないからだ。

　もちろん実際には、彼女の描えがく絵は、パソコンを使った美少女ＣＧの方に偏かたよっている。だから紗衣の「アトリエ」と言えば、要するにパソコンと萌もえっ娘こコレクションの部屋だ。

　そんなお花畑みたいな場所へ向かわんと、美春は廊下を突つき進む。だがその時。今まで割とおとなしくしていた「紗衣」が、不意に声を荒あらげた。

「駄だ目めよっ！」

　そして進行を阻はばむように、後ろから美春の腕うでを摑つかむ。このいきなりの行動に、美春は眉まゆをひそめて振り返った。

　肖しよう像ぞう画がの表情が珍しく強こわ張ばっている。つい今まで、本物と同じポーカーフェイスで通していたのに。

「アトリエは駄目。だって、その……散らかってるもの」

「昨日までは、きちんと掃そう除じが行き届いてたでしょうに」

　いつかも聞いたことのあるベタな言い訳を前に、美春は冷静に切り返しただけだった。

　そして、さっきこの家に入った時のことを思い出す。あそこで「紗衣」が二人を、食堂などというどうでもいい場所へ案内しようとしたのは、やはり意図的だったのだ。間違いなく、彼女は美春がアトリエに行くことを、拒こばんでいる。

　何かある、と美春は確信した。

　だから必然的に、足が速まった。

「待って美春さん！」

　追いかけてくる紗衣を無視して、美春はいつの間にか走り出していた。

　空調の切れた廊下は、空気も淀よどんでいる。その中を、息を喘あえがせながら駆かけ抜ぬけた。額が汗あせに濡ぬれるのも構わず。スリッパがすっ飛んで裸足はだしになるのも厭いとわず。

　そして──着いた。

　アトリエの扉は、やはり閉とざされていた。

　美春は躊ちゆう躇ちよなく取っ手を摑んだ。鍵かぎは付いてないはずだ。そう思い開けようとした瞬しゆん間かん、不意に微かすかな機械音を耳にした。

　ほんの微かに、キィッと。まるでロボットが身じろぎでもするかのような。

「美春さん！」

　肖像画の叫さけびを背中越ごしに聞きながら。美春はついに、アトリエの扉を開いた。

　そこに──いた。

　紗衣ではなく、ロボットが一人。




　彼女は名を、ノアという。

　赤く輝かがやく瞳ひとみと銀色の長ちよう髪はつを持つ、アンドロイド少女だ。細く白い肢し体たいを金属製のレオタードに包み、手首や首筋に小型の機械装そう飾しよくを見せ、紗衣の代わりにパソコンデスクに着いている。

　あのイラストが描かれたのは、去年の今いま頃ごろだったか。

「……これが、見せたくなかったもの？」

　独りごちながら、美春はそっとアトリエに足を踏ふみ入れた。

　中は薄うす暗ぐらい。カーテン越しに差し込む陽光以外に、明かりがないせいだ。

　……いや、陽光とは別に、ノア自身が微かに光っているが。

　美春の声に合わせて、アンドロイド少女がこちらを振り返った。同時に背中へ垂れた髪かみの束が、キラリと輝く。巨きよ大だいなリボンで腰こしに固定されたそれは、作者曰いわく、光ファイバーの役割を担になっているとかいないとか。

「──お引き取りください、美春様」

　キィッという金属の擦こすれる音とともに立ち上がり、彼女は冷たい声で、丁てい寧ねいにそう告げた。

　こちらを紗衣の──つまりノアの「お姉さま」の──友人と理解した上での発言だ。

「これより先にお通しすることは、お姉さまに禁じられています」

「……その『これより先』ってのは、いったい何？　ここ、どう見ても部屋としては行き止まりなんだけど」

「それは──申し訳ありません。失言です。忘れてください」

　美春の鋭するどい問いかけに、ノアはその無表情を微かに赤らめた。

　冷静さとは裏腹に、かなり己おのれのドジに焦あせっている。なるほど、いかにも紗衣好みの性格だ。要するに、このノアは紗衣本人に召しよう喚かんされたもので間違いない。

　……その時だ。

「あらあら、見つかってしまったわ」

　ようやく到とう着ちやくした肖像画が、がっかりした口調で呟つぶやくのが聞こえた。

「だからアトリエには来させたくなかったのに」

「紗衣、それはノアの存在を隠かくしておくため？　それとも──」

　いや、他ほかに隠すとしたら、一つしかない。

　美春はすぐに解答を導き出した。

　ノアは言っていた。「お姉さまに禁じられています」と。ならば彼女の隠し事とは、本物の紗衣に関係していることに違ちがいない。さらに一方でノアは、召喚主である紗衣から、こうも命じられている。

　これより先へは誰だれも通すな、と。

「これより先……それが本物の紗衣の居場所ってことか」

　美春のその一言に──ノアはまたも顔を赤らめた。

　図星だ。実に分かりやすい反応だった。

　だが、これだけではない。

　隠し事をしていたノア。そのノアを隠そうとしていた肖像画。この二人、無関係と思う方が難しい。

　だが、その答えを美春が問い詰つめようとした時。すっかり忘れ去られていた子が、ようやくこのアトリエに辿たどり着いた。

「美春、ここにいるの？　ねえ、いったいどうした……う、何コレ？」

　佐和だ。しかもノアを見て目を丸くしている。

「絵？　絵なの？　絵が動いて喋しやべってるの？」

「佐和、今さらすぎることで驚おどろくな」

「で、でも！　こんなの何度だって驚いてやるっ！」

　非現実的な現実を拒きよ絶ぜつせんと、佐和は力強く宣言する。

　しかし本物そっくりの肖しよう像ぞう画がと違い、ここにいるアンドロイドは、どう取り繕つくろっても二次元キャラだ。もはや「絵が抜ぬけ出す」という事実を認めないわけにはいかない。

　おかげで切羽詰まった佐和は、そのまま戸口でジタバタと足あし踏ぶみなど始めた。

「うあぁ、そういや以前ミックン、こんな感じのグッズと一いつ緒しよにベッドにいたかも……」

　しかもなんか呻うめいてる。内容的に少々気になるが。

「ちょっと佐和さん、ベッドですって？」

　その気になる単語に対して、ダイレクトに反応する肖像画。実に本物そっくりだが、しかし今は、そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合でもない。

「ねえ、ちょっと黙だまっててもらえない？」

　美春は騒さわぐ二人を一いつ喝かつすると、もう一度ノアに向き直った。目的は一つ。彼女から「これより先」のことを聞き出すのだ。

　だが──。

「……なぜあなたがここにいるのですか？」

　不意にノアが声を上げた。キィッと金属音を立て、目をぎこちなくパチクリさせながら。

　その言葉を向けられたのは、肖像画の紗衣でも美春でもない。

「ユキさん、なぜあなたがここに──」

　いるのですか、ともう一度彼女は問いかける。

　そう、佐和に向かって。

　ユキのモデルとなった、光宏の妹に向かって。

「え？　ユキって誰？　私？」

　そして佐和が反応を示した瞬しゆん間かん──ノアの右みぎ腕うでが動いた。

　ガチャリ、と分かりやすい音を立てて、腕時計のように手首に取り付けられていた小型装置が稼か働どうする。小型の液えき晶しようモニターにも似たそれは、表面に虹にじ色いろのグラデーションを渦うず巻まかせ、暗がりの中で眩まばゆく輝かがやいている。

「ユキさん、こんな所にいてはいけません。あなたはお姉さまのおそばに付いていてあげてください」

　ノアがそう告げるのと、モニターの渦が飛び出してくるのと、同時だった。

　まるでホログラムであるかのように、部屋の中に実体化した、カラフルな光の渦。それはグルグルとうねりながら、まっすぐに佐和に向かって迫せまってくる。

「ちょっと何これ！　ねぇウソでしょ！　助けてみは──」

　る、という前に、佐和の声は途と切ぎれた。その身体からだが、完全に渦の中に呑のまれた瞬間だった。
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「佐和っ？」

　美春が叫さけぶも、返事はない。すでに相手は、この部屋から消え失うせている。

　公園で光宏が消えた時と、まったく同じだ。

（ああもう、何で兄きよう妹だい揃そろって仲良く消えるんだよ！）

　もはやそうツッコむしかなかった。紗衣からして消えているこんな時に、事態はさらに複雑化している。

　──佐和のやつ、いったいどこへ行った？　どうすれば帰ってくる？　それとも、次は私の番、とか？

　珍めずらしく焦あせりを隠かくせず、美春は己おのれの足に震ふるえが走るのを、はっきりと感じた。

　その時、肖像画の紗衣が一言。

「……ノア、それは思いっきり人違いだわ」

　顎あごに人差し指を宛あてがい、困ったように呟つぶやいた。

　そんなもん、今さら指し摘てきしたって遅おそすぎる。

　だが、肖像画の惚とぼけた調子を目にして、美春の心は幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻もどした。

　この感かん触しよく、自分が初めてアトリエで二次元娘むすめを見た時に似ている。あの時だって、よほど悲鳴でも上げるべき状じよう況きようだったのに、まったくそんな気分にならなかったのは──、やはり一緒にいた紗衣と月つき代よが、惚けた反応をかましてくれたからだ。

　そんな初うい々ういしい頃ころの記き憶おくを呼び覚ましながら、美春は怯ひるんでいた足を叱しつ咤たし、すぐさまノアに駆かけ寄った。

「ちょっとあんた、佐和を戻しなさいよ！」

「……サワ？　ユキさんではないのですか？」

「見て分からんのか、このドジっ娘こアンドロイドが！」

　その言葉に、ノアはまたしても顔を赤らめる。いや、赤くなりゃ許されると思ったら大おお間ま違ちがいだ。

「申し訳ありません。この転送ツールは片道専用です」

　いや、言葉で謝ったって許すものか。

　ひとり憤ふん慨がいする美春は、しばしノアを睨にらみつけた。

　睨んでも、どうにもならないのだろうけど。

　それに──もしかしたら、このアンドロイドが勘かん違ちがいしたのも、無理はないのかもしれない。

　片やリアルな人間の佐和。片や二次元美少女のユキ。常識で考えれば、見た目の差は歴然としている。だが、それはあくまで、自分達三次元の目から見た場合だ。

　ノアを始めとする二次元娘達は、基本的に、自身が「絵」だという自覚を持っていない。だから、三次元と二次元を区別することもない。ノアにしてみれば、佐和はユキと瓜うり二つ。彼女の瞳ひとみ型がたカメラには、さながらドッペルゲンガーのようにしか映らなかったのだろう。

　してみると……肖像画の紗衣は、かなりの例外ぶりだ。見た目は三次元で、絵と本物の区別がついて。この分だと、もしかしたら、自分が「絵」だという自覚もあるかもしれない。

　いや、ただの憶測だけど。

「美春さん、ノアを責めないで」

　そんな肖しよう像ぞう画がの紗衣が後ろからこちらの肩かたを摑つかみ、そっと引っ張った。彼女なりに、嫁よめを助けようとしているのだ。

　まるで、本物みたいに。

　本物でも何でもないのに。

　美春は──軽く身じろぎし、それから二人の二次元を交こう互ごに見やった。

　少し冷静になろう。この二人だって、悪気があってやらかしているわけではないのだから。

　すべては、本物の紗衣の意志なのだ。

「ねえ、ノア」

　己を鎮しずめるように声を落とし、美春は改めてノアに言った。

「私も転送して」

「それは、できません」

「でも紗衣も佐和もあそこにいるんでしょ？　あなたの腕にくっついた、その渦の向こう側に」

　佐和はユキと勘違いされ、お姉さまのそばに送り込まれた。つまり──紗衣もまた、あの先にいるのだ。

「……できません」

　だが、すべてが知られてなお、ノアは主あるじの言いつけを守り続ける。

　さすが美少女アンドロイド。その頑かたくなさに萌もえるのだ──とは、紗衣がノアを描かいた時に言った台詞せりふだったか。もう一年も前のことだ。

「ねえ、紗衣」

　どうあってもノアは折れないと悟さとり、美春はターゲットを変えた。

「だったらせめて、教えてよ」

「何を？」

「決まってるじゃん。本物のこと、全部だよ」

「……お腹なかが空すいて」

「とぼけても駄だ目め」

　ピシャリ、と強く言い放つ。

　もう誤ご魔ま化かしは認めない。本物の紗衣の身に起きたことを、この肖像画はすべて知っているはずだ。

　なぜなら──いや、それをきちんと確かめるためにも、しっかり聞き出さねば。

「よし決めた！　あんたが白状するまでノアとのイチャイチャ禁止！」

　そう叫さけび、美春は肖像画の腕うでを引っ摑んで、アトリエから廊ろう下かへ無理やり引きずり出した。

「念願の食堂へ連れてってやる！　そこですべて打ち明けろ！」

「待って美春さん！　一つ屋根の下にいながらノアとイチャイチャできないだなんて、そんなの辛つらすぎるわ！」

「やかましい！　楽になりたきゃ、とっとと来い！」

　もはや完全に悪役だ。そんな己おのれの立場に疑問を感じながらも、美春は紗衣とともに、階下へと下りていった。

　愛いとしのお姉さまモドキを連行されるアンドロイド娘むすめの、切せつない眼まな差ざしに見送られながら。
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　そして、どれほど時が過ぎたのか。

　葛本光宏が目覚めた時。辺りの様子は一変していた。

「あれ、ここは……？」

　そう呟つぶやきながら身を起こす。指先に、磨みがかれた石材のすべすべした心ここ地ちよさを感じながら。

　まず目に飛び込んだのは、学校の体育館ほどはあろうかという高い天てん井じよう。そこから真下へ突つき抜ぬけるように、中世風の装そう飾しよくを凝こらされた幾いく本もの太い柱が、周囲に並ぶ。しかも床ゆかは大理石だ。

　何だこれは。少なくとも我が家じゃない。ていうか、城？

「……あれ？　そういや以前、こんな感じの夢を見たような」

　記き憶おくの片かた隅すみを探さぐりながら、光宏はおずおずと立ち上がった。

　あの時は確か、授業中に居い眠ねむりしてて、夢の中で北原さんになっていて──。でもってその舞ぶ台たいが、こことそっくりだったのではないか。ということは、すなわち。

「あ、そうか。僕、また夢を見てるんだ……」

　とりあえず、そう思うことにした。

　だってそうじゃないか。いくら何でも、こんな非現実的なことが起こるはずない。

　光宏の目が確かならば、ここにある柱も壁かべも床も天井も──すべてが、「絵」なのだ。

　テクスチャを張られて本物らしく繕つくろってはいるが、どう見ても、漫まん画がやアニメの背景にあるような絵だ。そんな絵の世界に三次元の自分が放ほうり出されているなんて、バカバカしすぎてあり得ない。

　……いや、そりゃ確かに、今までバカバカしいことは散々起きていたけど。でもだからって、さすがにこの現状までは容よう認にんできない。

　もしすべてを認めてしまうなら、自分が今いる場所というのは、間ま違ちがいなく──。

「──あら、起きたのね？」

　すぐ背後で声がした。

　光宏が慌あわてて振ふり向くと、そこには自分を拉ら致ちした女悪魔の片割れが、妙みようにわくわくした顔つきで佇たたずんでいた。

「おはよ。よく眠れた？」

「……いや、寝ねてたんじゃなくて、たぶん気絶してただけだから」

　用心するように後あと退ずさりながら、光宏はピンクの爆ばく乳にゆう娘むすめ──エステルに言い返す。

　しかし彼女との距きよ離りは広がらない。彼女は獲え物ものを追い詰つめる肉にく食しよく獣じゆうのように──もしくは年とし頃ごろの少年を誘ゆう惑わくするお姉さん属性丸出しで、ジリジリとこちらににじり寄ってくる。

　一歩歩くたびに、深い谷間を構成する塊かたまりがフルフルと揺ゆれるのが分かる。実に素す晴ばらしい爆乳っぷりだ。

「あ、あの……ナニをする気ですか？」

　いろいろな意味で身の危険を感じ、光宏は訊たずねた。

　それを受け、エステルはあくまで魅み惑わく的に微ほほ笑えむ。

「決まってるじゃない。邪じや魔まなリリアンも無事撒まいたし、ついに私が一人でキミを歓かん迎げいしちゃうのよ」

　続いて彼女は──はっきりと、こう口にした。




「ようこそ、ミラージュ・ネルへ！」
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　そういえば、以前にもこんな景色を見たことがあったっけ──。

　光みつ宏ひろがそれ思い出したのは、ちょうど窓から昼下がりの往来を眺ながめた時だった。

　丸みを帯びた色とりどりの屋根が並ぶ、絵に描かいたような町並み。というか、絵。

　かつて紗さ衣えが、自作の二次元ウェイトレス「ナナコ」を愛めでるために創つくり出した仮想喫きつ茶さ店てん。その窓から見た景色とそっくりだ。

　思えばあの喫茶店も、相当理り不ふ尽じんなシロモノだった。何しろ教室の一つが丸々店内に入れ替かわっていて、普ふ通つうにティータイムが楽しめたのだから。室内面積は明らかにオーバーしてるし、ガス水道も常備だし、外の景色はコレだし──あんな店が学校の中にできるなんて、文化祭の時ですらあり得ない。

「どう？　納なつ得とくできた？」

　窓まど際ぎわに立つ光宏の背後から、エステルがわざと耳元で囁ささやくように話しかけてきた。

　当然背中に、むにゅぅと柔やわらかなものが押し付けられる。状じよう況きようが状況でなければ、アリガタイことだけど。

「……要するに、ここは正しよう真しん正しよう銘めい『ミラージュ・ネル』で、僕はこの世界に連れられてきた、と？」

　光宏の問いかけに、エステルは「うん！」と嬉うれしそうに頷うなずいた。

　いや、納得できるか、そんなこと。

「おねーさん、キミがカワユイからつい拉ら致ちしちゃったの♪　だってこういうシチュエーション、好きでしょ？」

「いや、好きというか何というか……」

　そりゃまぁ、男一人が女の子だらけの異世界に飛ばされるなんて、とっても定番だし、何度も夢に見た展開だ。だからいつもどおり、願望が叶かなった──ということになるのか。でも実際にやられてしまうと、いろいろと困るところがある。

　これから先の生活とか、自分が突とつ然ぜん消えたことを家族にどう説明しようかとか、身体からだ保もつかなとか、いろいろと不安はあるけど──。

「僕、帰れるのかな……」

　具体的には、それが一番でかい。

　だいたいこの世界がどういう仕組みで存在しているのかも、さっぱり分からない。自分は絵の中か電脳空間にでも取り込まれたというのか。それとも紗衣の妄もう想そう世界は、実は本当に存在していたとでもいうのか。

　異世界の真ん中でハフゥと溜ため息をつき、光宏は窓から離はなれた。

　無人の廊ろう下かだ。すぐそばの巨きよ大だいな扉とびらは、さっきの大理石の空間に通じている。

　エステルの話では、これは学園の講堂らしい。一応朝礼などで使われるそうだが、それにしたって広すぎる。いったいこの学園、どれだけ生徒がいるんだろう。

「……というか、みんないるんだろうな、ここに」

　カリンもアサミも、ナギサもナナコも、タマミもプラムも。歌うた川がわミウミの描いた美少女達は、全員この世界のどこかしらにいるはずだ。

　逆に唯ゆい一いついないのが、彼女達の「お姉さま」だ。あれは紛まぎれもなく紗衣本人なのだから、こっちの世界にいるわけがない。

　……と思う。いや、確証なんて全然ないけど。

「でも北きた原はらさんって、しょっちゅうぶっ飛んだことやらかしてるしなぁ。……まさか、本当にこっちの世界に来てたりして」

　光宏の心に湧わいた疑いは、妙みように存在感があった。

　そもそも行ゆく方え知れずになっているのが引っかかる。まあ、連れん絡らくが取れないだけで消息不明にしてしまうのも、乱暴な話だが。

　ただ、一応確かめてみた方がいいかもしれない。

「携けい帯たい、通じるかな……」

　そう呟つぶやきながら、光宏は再び携帯電話を取り出した。アンテナは立っている。

「あれれ、おねーさんのこと無視して、誰だれとお話しなのぉ？」

　エステルが不満げに胸を擦すり寄せてくる。そのフワフワした感かん触しよくを剝むき出しの二の腕うでに感じて、思わず逃にげ腰ごしになりながら、光宏は急いで紗衣の連絡先を呼び出した。

　現実世界とミラージュ・ネルの間で通話ができなくても、二人が同じ世界にいるなら可能かも──。そんな意味不明な理り屈くつに駆かられ、さっそく相手を呼び出してみる。

「北原さん、もしいるなら、出て！」

　そう願い、しばしスピーカーに集中するが。

「……駄だ目めか」

　結果は変わらなかった。家でかけた時と同じで、紗衣が応答する様子はない。

　光宏は肩かたを落とし、携帯電話をしまう。その様子を、エステルが詰つまらなそうに見つめている。

「ねえキミ、おねーさんと遊んでくれないの？　このオムネに興味がないの？」

　そしてこれ見よがしに、プルンプルンと揺ゆらしてくる。もう目の毒すぎて逃げ出したい。

「ごめん、エステルさん」

「おねーさん、でしょ？」

「う……お、おねーさん……」

　言ったら負けな単語を、光宏がおずおずと口にした瞬しゆん間かん──。

　エステルが「きゃぁ！」と嬌きよう声せいを上げ、いきなり飛びかかってきた。

「か、可愛かわいいよキミっ！　このままおねーさんのおとーとになろ？　ね？」

「い、いや、それはちょっと！」

　また二次元の姉し妹まいが増えるとか、さすがに勘かん弁べんしてほしい。

「もう、そんなこと言わないの！　一つ屋根の下でサービス満点よ？」

　そう言いながらエステルは、光宏の頭を抱だき締しめて、谷間にギュウギュウ埋まい没ぼつさせた。そして光宏が頑かたくなに首を横に振ふれば、両りよう頰ほほが否いや応おうなしにムニムニされる。もはやこういう技わざだ。

「そもそも姉弟きようだいでこういうのはまずいからっ！」

「何言ってるの？　妹ばかりが持て囃はやされる時代は終わったわ！　今や世界は姉萌もえよっ！」

　んなこと、今はどうでもいい。

　光宏はどうにか顔を外し、涙なみだ目めで相手の顔を見上げる。と、今度は顎あごが谷間に埋うまり、これまたちょうどいいクッションと化した。

「ん、なぁに？　おねーさんとチューしたい？」

　そのクッションの持ち主が、顔を上気させながらこちらを見下ろしてくる。すでに理性など吹ふき飛んでいきそうなこの状じよう況きようの中、光宏はしきりに耐たえ続ける。

「ぼ、僕は……」

　そして、想おもいを口にする。エステルと、己おのれに言い聞かせんがため──。

「僕は、おねーさんじゃなくて、お姉さまに会いたいんだっ！」

　そう叫さけんだ。

　何かいろいろとずれている気がした。

　でも──エステルの反応は、至ってまともだった。

「ふ～ん、キミはお姉さまに会いたいんだ」

　そう言って腕の力を緩ゆるめ、光宏の顔をまじまじと見つめる。何だか別の意味で気き恥はずかしくなり、光宏はそっと目を伏ふせた。

　……途と端たんに深い谷間がドアップになり、仕方なくもう一度見上げたけど。

「会いたいなら、そうと言ってくれればいいのに。いいわ。会わせたげる♪」

「え、いいの……？」

　てっきり他ほかの二次元娘むすめみたいに、嫉しつ妬と心に駆られて、光宏を離すまいとするかと思ったのに。もしかしたら、何か勘かん違ちがいをしてるんじゃないだろうか。

「一応断っておくけど、『お姉さま』ってのは、リリアンさんのことじゃないからね？」

　エステルに姉妹がいたのを思い出し、光宏は念のためそう言ってみた。が、彼女の平然ぶりは変わらない。

「知ってるわ。だってこの学園で『お姉さま』って呼ばれる人は、一人しかいないんだから。だいたいリリアンは妹よ！　妹だからこそ貧ひん乳にゆう！　なんか逆パターンとかも持て囃されてるけど、私は認めないわっ！」

　いや、そんなことはどうでもいいのだが。どうやら彼女、妹という存在に、何か得体の知れないコンプレックスを抱かかえているらしい。そういう意味では親近感が……いや、湧わかないか。

「と、とにかく、その『お姉さま』に会わせてよ、エステルさん」

　光宏が懇こん願がんすると、エステルはニッコリと微ほほ笑えみ。

「やだ♪」

「……会わせてください、おねーさん」

「うん、いいわよ♪」

　今度は実に分かりやすく頷うなずき、エステルは光宏のことを改めて抱きかかえ、そのままフラフラと廊ろう下かを歩き出した。

　一歩ごとに揺れる塊かたまりが、こちらの身体からだをペシペシと叩たたいてくる。ある意味、逆サンドバッグだ。痛みはもちろんないが、精神的ダメージはかなりでかい。

　いや、何がダメージかって、叩かれるたびに正直に喜んでしまう自分の心の脆ぜい弱じやくさが。

「エステルさん、せめてそんなにくっ付かないで……」

「フフ、やだもん♪」

「おねーさん……」

「だ～め♪」

　こちらは言い直しても無む駄だらしい。

　仕方なく逆サンドバッグ状態のまま、光宏は訊たずねた。

「……で、お姉さまはどこにいるの？」

「あら、そんなの決まってるじゃない」

　その問いかけに、エステルはごく自然に答えてくれた。

　本当に、ごく自然に──。

「女子寮よっ！」




　陽ひの落ちかけた魔ま法ほう学園の女子寮りように、美少女達のけたたましい悲鳴が響ひびき渡わたった。

　続いて廊下をバタバタと走る音。そして、部屋という部屋の扉とびらが激しく叩かれる。

「な、何があったの？」

「あのね、男の子が一人侵しん入にゆうしたみたい。こっちに逃にげてきたから、みんな気をつけてっ！」

　そんな伝令をネズミ算式に広めながら、寮の平和を守る乙おと女め達が駆かけていく。先せん陣じんを切るのはお馴な染じみ、紫むらさきのローブを羽織った魔導士見習い・カリン。

「きっと変質者だよ！　絶対捕つかまえるんだからっ！」

　そう勇ましく叫べば、真っ赤なセクシーメイド服の使い魔・アサミがいつものように、きっちり茶々を入れてくる。

「逆にカリン様が捕まって、ヘンタイ三ざん昧まいな目に遭あうという展開も面おも白しろいですわね」

「そ、そんなのやだよぉっ！」

　言われるままにその光景を想像し、カリンは勝手に慌あわてふためいた。

「とにかく一刻も早く何とかしないと……。もしお姉さまの身に何かあったら大変だもん！　みんな、手分けするよっ！　タマ先せん輩ぱいは屋根の上をお願いします！」

「分かりました。変質者は屋根の上が大好きニャ……もとい、大好きですからね」

　毛皮ローブのネコミミ娘が、よく分からない理り屈くつとともに語ご尾びの口くち癖ぐせを訂てい正せいして、さっそく階段の方へ向かう。

「ナギサちゃんは大浴場の方を！」

「あぅ、わたし一人じゃ恐こわいよぉ……」

　逆に頼たよりなく嘆なげくのは、スクール水着姿の恥はずかしがりやなマーメイド。

「じゃあナナコちゃんと一いつ緒しよに行って！」

「任せて。捕まえてフルーツ盛りにしてあげるんだから！」

　ある意味死亡フラグのようなことを口走るのは、ウェイトレス姿のナナコだ。

　みんな張り切りすぎているが、無理もない。何しろここは女子寮だけに男子禁制。そこへわざわざ潜もぐり込んでくる男なんて、どう考えてもイヤラシイことが目的に決まっている。

「何としても、この寮を守り抜ぬいてみせるんだからっ！」

「おーっ！」

　一いつ致ち団結した乙女達は気合いも新たに、鬼き気き迫せまる形相で四散していった。

　そして──そんな彼女達をどうにかやり過ごした人ひと影かげが、二つ。廊下に設置された観葉植物の後ろで、ピクピクと震ふるえていた。

　もとい、震えているのは光宏一人だけど。

「……エステルおねーさん、出直さない？」

「え～？　もっと頑がん張ばろうよぉ。そんなへっぴり腰ごしじゃ、お姉さまへの夜よ這ばいは成功しないわよ？」

「そんなアレなこと誰だれもしないってば……」

　いつもとは違ちがうタイプの大ピンチを迎むかえ、光宏は女子寮の中で、ただただ戦慄おののくのだった。




　　　　２




　……で。結局出直すことになった。

「つまりぃ、キミが男の子だと思われなければいいのよね～」

　エステルは嬉うれしそうに言いながら、改めて光みつ宏ひろの姿を見つめ直した。

　髪かみから首筋、胸むな元もと、そして腰から脚あしを経て爪つま先さきへ──。それこそ、舐なめ回すように。

「うん、完かん璧ぺき♪」

「いや、絶対無理あるってば……」

　ムズムズするような彼女の視線に異様な気分を味わいながら、光宏は顔を真っ赤にして溜ため息をついた。

　すでに着き替がえは終わっている。ちょうど留守だった部屋に忍しのび込み、エステルが勝手に簞たん笥すを物色すること数分。瞬またたく間に一式揃そろった女物の衣服は、小こ柄がらな光宏の身体からだにはピッタリだった。

　ああ、女装だ。まあ、お約束といえばお約束の展開だが──。

「こんなのすぐバレるよ。エステルおねーさん、もっと他ほかに手はないの？」

　すっかり「おねーさん」と呼ぶことに、抵てい抗こうを覚えなくなってきている。もちろんそう言わないと相手が話を聞いてくれない──という理由はあるが。

　ただ、どのみち今の光宏の不満は、聞き入れてもらえるものではない。目の前で特大サイズのバストをフルフルさせながら、エステルは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「こうやって、男の子が恥ずかしがりながら無理やり女装させられシチュって、萌もえよね！」

「いや、萌えないでください」

　そもそも二次元が三次元に萌えてどうするか。

　光宏は顔をしかめ、それからすぐそばにあった姿身を覗のぞき込んだ。

　フリルの付いた半はん袖そでブラウスに、これまたフリル付きの真っ赤なミニスカート。童顔が幸いしてか、確かに一いつ瞬しゆんだけなら男には見え辛づらい。剝むき出しの二の腕うでやスラリと伸のびた脚も、普ふ段だんの運動不足が幸いしてゴツさがなく、不自然さは薄うすい。

　でも……やっぱり変だ。特に、ミニスカートが動くたびにチラチラ見える、トランクスの裾すそは。

「やんっ☆　天然パンチラだなんて、キミってば狙ねらってる？」

「狙ってないです……」

「じゃあ、じゃあ！　この簞笥にあったミズタマぱんてーに穿はき替えちゃう？」

「何で一気にボーダーラインを突とつ破ぱさせるんですか！」

　そこまで人を変質者に仕立て上げたいのか、この悪あく魔ま娘むすめは。

　どうもこのエステルという二次元娘は、他のキャラに比べて、エッチなことが好きらしい。アダルティランキング的には、たぶんあのアサミをも上回るに違いない。

（でも……これってやっぱり、僕の願望が表れてるだけなんだよな……）

　その事実だけは、忘れてはならない。エステルをいやらしくしているのは、他ならぬ光宏自身だ。

　きっと、彼女の巨きよ大だいな胸が原因だろう。この豊満を通り越こして爆ばく弾だんみたいになっている夢の塊かたまりが、光宏に良からぬ感情を湧わき起こさせているのだ。

　で、その結果がコレだ。まさかの女装プレイ・イン・女子寮りようだ。

「そうだわ！　おぱんちゅを隠かくすにはブルマよね♪」

　濃のう紺こんのブルマを手にしたエステルが、ニヤニヤとほくそ笑えんだ。まさかそれを穿かせる気か。普通にミズタマを穿くのと、何も変わってないんじゃないのか。

「ブルマ、どう？」

「いや……せめてスパッツぐらいで勘かん弁べんしてください」

　嗚あ呼あ何を言ってるんだ、自分は。

「あらあら、スパッツは危険よ？　安心して周りに見せてると、イケナイ形がはっきりバレちゃうわよ？　それとも……フフ、見せつけたいのかしら？」

「じゃあどうすればいいんですか……」

　いや、もっと根本的に、この作戦自体に問題があると──すぐに気づければよかったのだが。しかし、あいにくこの急な女装プレイで混乱中の光宏には、そこまで知ち恵えは回らない。

「じゃあ、パンストはどうかしら。トランクスの余った布は肌はだに固定してくれるし、ミニスカート特有の見えちゃいそうな危あやうさも殺さない。しかも一見セクシー！　どう？　ねえ、どう？」

「セクシーな要素はべつにいらないけど……じゃあ、それで」

　結局、安全策かどうかも分からないところで、手を打ってしまった。

　──で、さらに三分後。

　部屋の姿見には、白のブラウスと赤いミニスカート、そしてセクシーな黒のパンストという、実に人には見せられない姿の少年が映し出されたわけだが。

「こ、これは何というか……」

「フフ、あまりに似合うんで、我ながら驚おどろいちゃった？」

「いや、それはない」

　ピシャリと光宏は言い放った。

　男の子が女物の服を着て、素す敵てきな「男の娘こ」に大変身──なんて、そんなのは二次元男子にだけ許される特権。生身の平均的男子がやった場合は、まあ、何と言うか……。

「そうだわ。お化け粧しようすればいいのよ」

「エステルおねーさん、もしかして僕で遊んでない？」

　ようやくその事実に光宏が気づいた刹せつ那な。

　エステルが閃ひらめいたかのように、パッと顔を明るくした。

「ワオ、おねーさん、すっごくいいこと思いついちゃった！」

「……事前に却きやつ下かしていい？」

「ダメよ！　キミを一発で女の子にしか見えなくする、とってもナイスなアイデアなんだから！」

　そう言うと、彼女は何を思ったか。いきなり光宏の正面ににじり寄り、またもこちらの身体をムギュッと抱だき締しめてきた。

　ただし、頭が再び谷間に埋うまることはない。彼女のボムは、今光宏の同箇か所しよに、しっかり押し付けられていた。

　まさに胸と胸とをくっ付け合わせた形だ。得も言われぬ温ぬくもりと柔やわらかさが、こちらの薄い胸むな板いたにダイレクトに伝わり、光宏の鼓こ動どうは自然と速くなる。その激しい動どう悸きを、そのままエステルに知られてしまうのは、かなり恥はずかしい。

　しかも──この形の場合、ちょうど自分の顔の真正面に、彼女の顔が来るわけで。もしエステルがリリアンのような貧ひん乳にゆうなら、とっくに唇くちびると唇が衝しよう突とつしていたところだ。

「え、エステルおねーさん、いったい何を……」

「あん、ダメよ動いちゃ。このまま三分待ちましょうね♪」

　そんな、カップラーメンじゃあるまいし、これでどんなことが起きるのか……。

　不安と喜びとがゴッチャになった状態で、光宏はしばし苦く悶もんし続けた。

　そして──。




「あり得ない……」

　ただそれだけを呟つぶやきながら、光宏は前まえ屈かがみになって、フラフラと廊ろう下かを歩いていく。

　身体からだが重い。というか、上半身が重い。特に、胸が。

「──あり得ない」

　だからもう一度、口にした。

「あり得ないっ！」

　そして、叫さけんだ。

　しかし、その悲痛な絶ぜつ叫きように応こたえてくれそうな相手は、あいにく周りには一人もいなかった。

　もちろんエステルすら、だ。「おねーさん、急に胸がキュンキュン疼うずいてきちゃったの☆」などと謎なぞの症しよう状じようを口にし、そのままどこかへ飛んでいってしまった。

　おかげで独りぼっちである。一応「お姉さま」の部屋の位置は教えてもらったから、迷まい子ごになるようなことはないけれど。

「うぅ、あり得ない……」

　すっかり猫ねこ背ぜになり、光宏はまたも同じ嘆なげきの言葉を漏もらす。ただ女装するだけでも屈くつ辱じよくなのに、こんな──こんなとんでもないことになるなんて。

　足を動かすたびに、さっきまで胸板だった箇所が、グッと重力に引っ張られる。それを無視して先へ進むと、衝しよう撃げきに耐たえかねた「ソレ」はユラユラと振ふり子のように揺ゆれ、光宏の鳩みぞ尾おちを優やさしく叩たたく。でもって、そのたびに、胸全体に得体の知れないムズムズする感かん触しよくが──。

「──やっぱりあり得ないっ！」

　ああ、こんなヒドイ展開、あって堪たまるか。

　僕は男だ。生まれた時から今日までずっと、男として生きてきたんだ。だから。だから絶対に。

「僕は爆乳じゃないっ！」

　そう心から主張した瞬しゆん間かん。たっぷりと膨らんだ胸が大きく弾はずみ、ブラウスの裏地に強く擦こすれた。

「きゃぅぅ！」

　思わず甘い悲鳴が口から漏れた。パンスト以外の下着を頑かたくなに拒こばみ、ブラを着けなかったのが仇あだになったらしい。

　そう、今光宏の胸は、傍はた目めにも分かるほどはっきりと「女」になっていた。

　しかもそのサイズたるや、超ちよう特大。まさにエステルとお揃そろいだ。

　彼女が光宏に施ほどこした、「女の子にしか見えなくする」不思議な魔ま法ほう。もしくは呪のろい。というかテロ。それは、己おのれの胸のサイズを相手に感染させるという、男子が受けるものとしては非常に迷めい惑わくかつ屈辱的なシロモノだった。

「こ、こんなクソ重いもん、誰だれがいるか……」

　美み春はると同じようなことを言いながら、光宏はその場にしゃがみ込んだ。

　膝ひざ頭がしらに乳ち房ぶさが乗り、震ふるえる足をパンスト越ごしに優しく慰なぐさめてくれるのが分かる。いや、全然嬉うれしくないけど。

　そして一たび俯うつむこうものなら、ブラウスの合わせ目から覗のぞく深い谷間とご対面。ボタンなど内側から押されすぎて、圧力で弾はじけ飛びそうになっている。つい手で隠かくしたくなるが、あいにく実際に触ふれてみる勇気もない。

　というか、膨ふくらんだと知った時点で、服を開はだけて確かく認にんすることもできなかった。

　当たり前だ。なんかもう、おぞましすぎて。

「ああ、こんな姿で、どうやって北きた原はらさんに会えばいいんだ……」

　廊下で蹲うずくまったまま、光宏は独りごちた。

　いくら何でも絶対に引かれる。今の光宏を見て何とも思わない人間がいるとしたら、それはおそらく人間ではない別の何かだ。

　いや、むしろ人間捨ててるのは自分かも──。

　そんなことを考えながら光宏が呻うめいていると、そこへコツコツと足音が二つ、響ひびいてくるのが聞こえた。

「う、誰か来る……。隠れなきゃ！」

　もはや何のために女装したのかさえ忘れ、光宏は慌あわてて立ち上がった。

　と、その途と端たんに盛り上がったバストがプルンと弾み、またも青少年男子の肉体に、慣れない快感をもたらしてしまう。

「ひぁっ！」

　もう家族には聞かせられないような喘あえぎ声を上げ、その場で身み悶もだえる。おかげで隠れる猶ゆう予よは失われ、その破は廉れん恥ちな女装姿も、やって来た二人にバッチリ見られてしまった。

　まあ、二人──と言っても、今廊下をうろついている女子は限られている。せいぜいこの女子寮りように侵しん入にゆうした不ふ埒らち者ものを捕つかまえようとしている、突とつ発ぱつ的自警団ぐらいだ。

「あれ、キミどうしたの？　いきなりすごい声出して……」

　そう言って、内一人がこちらにパタパタと駆かけ寄ってきた。

　カリンだ。その後から少し遅おくれて悠ゆう然ぜんと歩いてくるのは、もちろんアサミ。まさかこんな時に鉢はち合あわせしてしまうなんて。

「う、カリンちゃん。それにアサミさんまで……」

　そう言って素す直なおに凍こおりつく光宏に、カリンはキョトンとした顔で首を傾かしげてみせる。

「あれ、キミどうしてボクのこと知ってるの？　会うの初めてだよね？」

「そ、それはその……」

　どうやら男だということはバレてないらしいけど。

　ただ、つい名前を口にしてしまったがために、要いらぬ追つい及きゆうが飛んできた。このまま応答して、ボロが出てもまずい。とりあえずテキトーに誤魔化すしかない。

　嫌いやな汗あせとともに、光宏はとっさに叫んだ。

「それは、カリンちゃんが有名人だからだよ！」

　本当に、かなりテキトーな言い訳だった。あまりのいい加減さに、自分でも嫌気がさす。

　もっともカリンの方は、特に違い和わ感は覚えなかったようだけど。

「え、ボクって有名人なの？　わ～い！」

　むしろ喜んでる。言っちゃ悪いが、おバカさんで助かった。

　思わず安あん堵どする光宏。それをよそに、カリンは無む駄だにはしゃぎつつ、己の使い魔を振ふり返る。

「アサミちゃん聞いた？　ボク有名人なんだって！」

「それはそうでしょうね。この前カリン様が寝ねぼけて、ベッドからナギサ様のプールに落っこちて、おかげでオネショしてベソをおかきになってたこと──。わたくしが学園中にしっかり言いふらしましたから」

　はしゃぐカリンの前で白々しく、Ｓメイドは何やらとんでもない事件のあらましを口にした。

　いや、オネショって、あんた。

「ひ、ヒドイよアサミちゃん！　それ、後半全部ウソだもんっ！」

「でも、わたくしは言いふらしました。もう取り消しは利ききませんわ」

　もはや光宏そっちのけで、萌もえっ娘こ二人はいつもの調子で、漫まん才ざいを始めてしまう。当の侵入者を前にして呑のん気きなものだ……と光宏は一瞬呆あきれたが、よく考えたら、これは逃にげ出すチャンスだ。

　そっと後あと退ずさり、急いでクルリと踵きびすを返す。そしてすかさず走り出そうとした──その時。

「お待ちください」

　光宏の動きに気づいたアサミが、すかさず鋭するどい言葉を投げかけてきた。

「は、はい？」

　おかげでヘンな姿勢のまま立ち止まり、光宏は涙なみだ目めで振り返った。

　アサミの目が、こちらをマジマジと見つめている。やはりバレたか。こんなヒドイ格好で頑がん張ばろうとしたのに、紗さ衣えに会う前にゲームセットか。

「あなた様の、その身体からだ……」

「え、カラダ？」

「その胸……」

「ムネ？」

　もう、気づいてほしくないとこばかり気づかれてしまう。ああもう、いっそこのまま警察に突つき出してくれ──。

　そう自棄やけになった光宏に、しかしアサミはただ一言。

「……大きいですわね」

　至し極ごくどうでもいい事実を指し摘てきしてきた。

　しかも、なぜか無む性しように羨うらやましそうな口振りで。

「え？　あの、アサミさん……？」

「失礼ながら、つい見み惚とれてしまいますわ。その……いったいどんな栄養を摂とったら、そんな特大サイズにまで育ちますの？」

「そ、それは……ええと、僕に対する言葉責めの一いつ環かん、ですよね？」

　一応そう訊たずねてはみるが、答えは聞くまでもない。アサミは──あろうことか、純じゆん粋すいに羨ましがっているのだ。

　この胸を。

　男の身体に実ってしまった、本来あり得ない形の胸を。

　なんかもうヤバいぐらいにはち切れそうになっている、このクソ重すぎる胸を──。

　生なま唾つばを飲みながら、物欲しそうな顔で見つめている。

「整形では作り出せない自然なライン。とってもお美しいですわ。それは、天然？　マッサージ？　もしかして、たっぷりお揉もみになりましたの？　ご自分で？　それとも……誰だれか殿との方がたの手で？」

「い、いや！　殿方だなんてそんなとんでもない！」

　むしろやったのは女の人だ。

　あと、こんなまっすぐなアサミを見るのは初めてだ。興味の対象が、かなりアレだけど……。

　だが、それだけでは済まなかった。

「ちょっと触さわらせていただきますわっ」

　変なところにスイッチの入ってしまったメイド様は、おもむろに手を伸のばし、光宏の胸をわっしりと摑つかみ取ってしまった。

「うきゃぁっ！」

　情けない悲鳴を上げ、光宏は身じろぎする。しかしアサミはそんな「彼女」を逃がそうとはせず、細い指をクネクネと蠢うごめかせ、巨きよ大だいなバストの感かん触しよくを味わい始める。

「だ、ダメですアサミさんっ！」

「あらあら、そんな敏びん感かんに反応されては、わたくしの方も本気を出さねばなりませんわね。……あら？　ブラはされてませんのね。それなのに、よく形が崩くずれずに……。もしかして、下着で拘こう束そくしない方が、案外大きく育つものなのかしら」

「アサミさん、お願いだから、そんなに丁てい寧ねいに捏こね繰くり回さないでください……」

　息も絶え絶えに懇こん願がんするが、もちろん言うことなんて聞いちゃくれない。光宏は仕方なく、もう一人の方に向けてＳＯＳを発信する。

「カリンちゃん、助けて……」

　とは言えそのカリンも真っ赤になって、二人の痴ち態たいを見守っているだけなのだが。

「うわぉ、アサミちゃん、そんな大だい胆たんな……」

「フフ、カリン様もお揉みになってはいかがですか？　本当は興きよう味み津しん々しんのくせに♪」

「う、ボクはそんな……」
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　使い魔まの言葉を頑かたくなに否定するカリンだが、それが噓うそなのはすぐに分かった。光宏の胸に吸い寄せられる彼女の目は、アサミ以上に物欲しそうだ。

「カリン様、いつも仰おつしやってますわね。『もっと大きなお胸になって、お姉さまに喜んでほしい』って。ほら、爆ばく乳にゆうの秘ひ訣けつを知る絶好のチャンスですわよ？」

「うぅ……。じゃ、じゃあ、ちょっとだけ……」

　いや、ちょっとも何もない。

「ダメだってばカリンちゃんまでそんな！　うわぁっ！」

　光宏の制止も聞かず、新たな手が伸ばされ、巨大な肉風船をプニッとつつく。そして始めはおずおずと。しかし一たびその柔やわらかさに触ふれれば、理性も崩ほう壊かいするらしい。カリンはすぐさま熱に浮うかされたような顔で、目め一いつ杯ぱい開いた手の平を、力任せに埋うずめてきた。

「はうぅ、柔らかいよぉ。コレずるいよぉ」

　そう言いながら腕うでを前後させ、たっぷりとした心ここ地ちよさを堪たん能のうするカリン。アサミの触り方と違ちがって繊せん細さいさこそはないが、どのみち光宏にとっては未知の感覚。いろいろとおかしな衝しよう撃げきを覚え、身体も引きつらんばかりに震ふるえまくる。

「二人とも、もうやめて……」

　仕方なく、蚊かの鳴くような声で抵てい抗こうを示した。あまりにささやかだ。

　だが──止やむどころではない。そこへさらに、ダメ押しとなる援えん軍ぐんの声が。

「あ、カリンちゃん、変質者さん見つかった？」

　廊ろう下かの向こうから、ずぶ濡ぬれのナギサがやってきたのだ。なぜずぶ濡れなのかは謎なぞだが、まあ、大方プールへ行ったついでに、ひと泳ぎしてきたのだろう。

　そしてナギサがいる以上、当然ナナコもいるわけで。

「みんな、ちょっと休まない？　私コーヒー淹いれてあげるから、タマ先せん輩ぱいも呼び戻もどして……って、その娘こ誰？」

　そう言って、彼女は不ふ審しんげに光宏を見み詰つめてきた。

　いや、もっと正確に言うなら、光宏の胸を、だ。

「で、でかい……」

　そして己おのれの目を疑うように五、六回瞬まばたきを繰り返し、自分の胸と見比べる。

　ナナコの着ているウェイトレスコスチュームは、サスペンダーで胸を強調するデザインになっている。しかしそんな小細工をしてなお、光宏の爆乳には圧あつ倒とう的に負けている。

　加えて、ナギサだ。おそらくこのメンバーの中では、最も巨乳と思われた彼女でさえ、こちらのサイズには程ほど遠い。

「わ、す、すごい……」

　光宏を見るなり真っ赤になったナギサは、果たしてどんなコンプレックスを感じたのか。とっさに両腕をクロスさせて自分の胸むな元もとを隠かくすと、恐おそる恐るこちらへにじり寄ってきた。

「あの……私も触って、いいですか？」

「ダメで──むぐっ？」

　とっさに拒きよ絶ぜつしようとした口は、アサミの手でギュッと塞ふさがれてしまった。

「どうぞ、ナギサ様も思う存分お触りください。ナナコ様も、ぜひ」

　アサミさん、何勝手に許可出してんですか……？

　むぐむぐ呻うめきながら、光宏は心の中で問いかける。が、こちらのそんな切実な想おもいは、彼女達に届くこともなく。

　普ふ通つうに揉もまれた。アサミ以外の三人の、合計六本の手で。三十本の指先で。

「むぎゅぐぎ～っ！」

「あらあら、喜んでらっしゃいますわね」

　いや、勝手に決めんな。

　そもそも何でこんなことになってるのやら。カリンやアサミ達にとってみれば、光宏はたまたま通りかかっただけの、単に胸のサイズがでかい「女子」に過ぎない。なのに、いきなり捕つかまえて揉みまくるなんて……。

　こんな無法がまかり通るわけがない。いくらここが女子寮りようというドリームワールドだからって、桃とう源げん郷きようにも程がある。

（それとも、これこそが爆乳の魅み力りよく……っていうか魔力なんですか、北原さん？）

　見当たらない相手に向かって、光宏がそう訊たずねた時──。

　新たなる魔の手が、襲しゆう来らいした。
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「はぁ～い☆　でっかいオムネにわくわくしてるイケナイ娘こ達は、ここかなぁ？」

　そう言って廊下をパタパタと飛んできたのは、やはりラバースーツの悪魔っ娘だった。

「あれ、エステルおねーさん……？」

　アサミの手をどうにか振ふり解ほどき、思わずそう呟つぶやく光みつ宏ひろ。だが、それが間違いであることに、すぐに気づいた。

　確かにその二次元娘むすめは、顔も髪かみ形がたも、ついさっきまで一いつ緒しよにいたエステルとそっくりだ。しかし、はっきりした違いが二つ。

　まず、ラバースーツが赤い。

　次に、彼女の胸は──今ここにいる誰だれよりも、小さい。

「ちょっとぉ、キミってば失礼しちゃうわね。いくら姉し妹まいで似てるからって、この私をあんなオチチモンスターなんかと見間違えるなんて！」

　光宏の声を聞き付け、悪あく魔まっ娘はすぐさま憤いきどおる素振りを見せた。

　そう、エステルではない。そのエステルに撒まかれた貧ひん乳にゆうの妹。リリアンだ。

　……ていうか、オチチモンスターって。

　あんまりなニックネームに、光宏は絶句する。そう言えば姉の方も、紗さ衣えを指して「ぺたんこちゃん」とか呼んでいた。このセンス、さすが双ふた子ごと言うべきか。

「まったく、どいつもこいつも、でっかいオチチにばっかりメロメロになっちゃって。そんなアホみたいに重たい爆ばく乳にゆうのどこがいいのかしら！」

　リリアンはそう喚わめきながら、光宏のそばにスッと降り立った。

　ただし、他の少女達のように揉んでくることはない。光宏の圧あつ倒とう的爆乳を前にして、あくまで冷静さを保っている。

「ねぇ、キミも爆乳の方が嬉うれしいの？」

　そして、不意にそんな質問を投げかけてきた。

「……え？」

「その爆乳、プルンプルンさせて嬉しいかって訊きいてるの。どうなの？」

「いや、僕はそんな決して！」

　嬉しくはない。少なくとも、こんな風に揉まれまくられている今は。……まあ、揉む側ならどうなのかと訊かれれば、その限りではないけれど。

「リリアンさん、助けてっ！」

　ともあれ、光宏はとっさに救いを請こうた。

「この胸、エステルおねーさんに無理やり大きくさせられちゃったんだ！」

「あー、やっぱり？　だよねー。そんなアホみたいなオチチ、あのバカ姉ぐらいしかぶら下げてないもんねー」

　リリアンはそう言って、ニンマリとほくそ笑えんだ。実に、意味ありげに。

　そして、光宏の背後に回り込み──。

「いいよ。この私が責任持って助けてあ・げ・る♪」

　謎なぞの中黒交じりで宣言し、背後からムギュッと身体からだを押し付けてきた。

　エステルのような極きよく端たんなボリュームは感じられない。それでも女性特有のこんもりとした膨ふくらみが、背中で控ひかえめに圧あつ迫ぱくされているのが分かり、光宏は新たな快感に身を震ふるわせる。

「あの、リリアンさん？」

「フフ、動いちゃダメよ？」

「でも、これって……」

「いいから。おとなしく三分待って。ね？」

　どこかで聞いたような台詞せりふとともに、光宏の背中に向かって己おのれの胸をスリスリするリリアン。姉と違ちがってクッションが小さいためか、おかげで全身がこちらに触ふれ、得も言われぬ一体感を覚えてしまう。

　正面からは四人に胸をオモチャにされ。後ろからは優やさしく身体中をマッサージされ。

「うぅ、やばい。理性飛びそう……」

　女子寮りようの廊ろう下かで咲さき乱れたこの花はな園ぞのに、光宏はもはや呻うめくことしかできなかった。

　……自分の胸に、新たな変化が起こるまでは。

「あれ？　オムネが……」

　真っ先にそう呟いたのは、カリンだった。光宏の胸に埋うずめた手首をクニクニと動かし、ふと訪おとずれた異変を敏びん感かんに察知する。

　さらに他の三人も、続いて口々に。

「あら、何ですの、これ」

「ウソ……どうなってるの？」

「む、胸が！　──縮んでる！」

　驚きよう嘆たんに満ちた彼女達の声が、すべてを物語ってくれた。

　そう、つい今まで爆乳と化していた光宏の胸は、徐じよ々じよに縮み始めている。まるでクッションに満ちた空気が絞しぼり出されるように、じわじわと。しかしハッキリと、そのサイズを平均的数値へと落としていく。

「な、何でっ？　ボク達、揉もみすぎちゃったの？」

　カリンが泣きそうな声で騒さわぐが、まあ、揉みすぎて萎しぼむなんて、そんなスポンジみたいなことが起こるはずない。単に元の大きさに戻もどろうとしているだけだ。

「カリンちゃん、大だい丈じよう夫ぶだから。べつに責任とか感じなくていいから。ね？」

　すっかり軽さを取り戻しつつある胸に安あん堵どしながら、光宏はそう言って、嘆なげく魔ま導どう士し見習いを慰なぐさめてやった。それから己の胸に手を宛あてがい。

「ほら、今までの巨きよ大だいさが異常だっただけで、こっちの方が普ふ通つうだか……あれ？」

　手の平にやんわりと覚える、ブラウス越ごしの胸の感かん触しよく。その柔やわらかさがいつまで経たっても消えないことに、光宏は思わず言葉を詰つまらせる。

　なぜだ？　なぜ、Ａカップから下に縮まない？

「あの……リリアンさん？」

「ん？　どしたの？」

　相変わらず背中に張り付いていた貧乳悪魔っ娘こが、光宏の呼びかけに明るい声で応こたえる。

「これ、まだ女の子の形みたいなんですけど……」

「うん、そうだよ？」

「えっと……元に戻した、というわけではなく？」

「何でそんなことするの？　私と同じサイズにしただけだよ♪」

　リリアンは悪びれもせず、平然とそう言って退のけた。

　要するに、エステルがやったことと同じなのだ。単に爆ばく乳にゆうか貧ひん乳にゆうの違いだけで、胸が女性化していることには変わりないという──。

　何てこった。まったくもって何も解決してない。

「あー、やっぱりこの娘、貧乳にされてショック受けてる！」

　光宏の様子を不安げに窺うかがっていたカリンが、そう叫さけんだ。どうやら彼女の目には、胸を押さえて打ち震える光宏が、そのように映ったらしい。

「無理もありませんわね。あの素す晴ばらしい爆乳が、一気にここまで萎んだのですもの」

　アサミも顔をしかめ、珍めずらしくカリンに同調する。

　となれば、ナナコとナギサの反応も同じだ。

「元気出して？　きちんと揉み直せば、また大きくなるから。ね？」

「そうだよ、一いつ緒しよに揉み合お？」

　いや、ナギサのその台詞はちょっと気になったけど……。

　ともあれ、そんな一同の優しさは、元に戻りたい光宏にとっては、何のありがたみもない。そしてもう一名。この優しさに触れて、気分を害した者がいた。

　他ほかならぬリリアンだ。

「ちょっと、そこのキミ達！　何でこの娘がペッタンコになったぐらいで嘆いてるの？」

　ほっぺたを膨らまし、逆に膨らみの薄うすい己の胸を反らせ、身体全体で不快感を表現してみせる。なるほど、リリアンにとっては、自分のサイズが憐あわれまれているに等しいのだ。

「だいたい、何でみんな大きいことにこだわるの？　爆乳なんて重くて邪じや魔まだし、擦こすれやすくてすぐ痛むし、自重で垂れてみっともないだけじゃん。それに感度も悪いしさ。むしろ、このコンパクトにまとまった美しさこそが大事だよ！」

「ちょっとあなた、勝手にお決めにならないでちょうだい」

　リリアンの一方的な乳批判に、アサミが負けじと言い返す。このメイドとて、さっきの光宏ほどではないにせよ、素晴らしい大きさを持っているのには違ちがいない。

「女性の胸は、大きければ大きいほど優ゆう秀しゆうですのよ？　だいたいあなたのそんな洗せん濯たく板いたみたいなオムネで、いったいどなたが喜びますの？」

「お姉さまは喜んでくれるもん！」

「まあ、『お姉さま』って……」

　その単語に、女子一同の顔色がサッと変わる。愛いとしのお姉さまが貧乳趣しゆ味みだったと知って、衝しよう撃げきでも走らせたか。

　いや、光宏にとっても意外だったが。だいたい紗衣の描えがく女の子は、大半がそれなりのボリュームを誇ほこっている。カリンにアサミ、ナナコにナギサ……。この四人からして、結構ステキなサイズだ。

「あり得ないもん！」

　カリンが叫んだ。やや大きめの胸を、プルンと震ふるわせて。

「小さかったら困るもん！　女の子はみんな、大きいオムネに憧あこがれるんだもん！」

「そんなの偏へん見けん。貧乳こそ正義！　貧乳が大好きな男の人だって、いっぱいいるんだよ。そういう人達は、『貧乳』の『貧』という漢字にさえ愛を込こめるんだから！」

「で、でも！　ペッタンコだったら、ビキニとか着た時かっこ悪いもん！」

「そんな考え甘い甘い！　ペッタンコで何にもないところにセクシーな布地を着けた時の異様なエロス、キミは知らないんだね？」

　そういう楽しみ方は、光宏も知らない。いや、そもそも──何の争いなんだ、これ。

　もはや誰だれもこちらのことなんか見てない。カリンチームもリリアンも、胸を巡めぐる議論にヒートアップして、光宏のことはすっかり忘れているようだ。

　もう、いっそのこと逃にげてしまおうか。で、紗衣に頼たのんで胸だけ元に戻もどしてもらえれば、これでもう一件落着だ。

「あれ、そう言えば……」

　乙おと女め達の諍いさかいをよそに思案していた光宏は、そこでふと、あることを思い出した。

「北きた原はらさんは、なぜ僕にあの絵を送ってきたんだろう……」

　エステルとリリアン。すなわち「胸」をテーマにした新作イラスト。それが光宏のもとへピンポイントで送られてきた──。これはいったい、何を意味しているのか。

　思えばあれ以来、光宏はずっと胸に苛さいなまれている。まあ、そこへ女装プレイなんかも加わって、何だかわけの分からないことになっているのが現状だが。

　もしこれが紗衣の狙ねらいだというなら、あまりに動機が不明だ。

「北原さんは、僕に何か訴うつたえたいことがあるはずなんだよね。しかも……テーマは『胸』で」

　胸──か。彼女の場合、どちらかといえばサイズは控ひかえめだけど……って、おっと。何を考えてるんだ、自分は。

　夏休み前にたっぷりと堪たん能のうした紗衣のスクール水着姿を思い出し、光宏は勝手に赤面する。で、その思い出しエロスを吹ふき飛ばさんと、首を左右にブンブン振ふって、軽く目まいを起こしかけていると。

「こうなったらみんな、貧ひん乳にゆうになっちゃえばいいんだからっ！」

　何やら不ふ穏おんな発言を口にしたリリアンが、その両手を大きく掲かかげるのが見えた。

「リリアンさん、いったい何を……？」

「食くらえっ！　貧乳ビーっム！」

　あ、なんか撃うった。

　光宏の見ている前で迸ほとばしる、謎なぞの桃もも色いろ怪かい光こう線せん。そのあんまりな図にげんなりする間もなく、カリン達四人が直撃を受ける。

「ひゃぁっ！　な、何を撃ったの？」

「フフ、このビームを浴びたが最後、どんな爆ばく乳にゆう娘むすめも一気に貧乳になるんだよっ☆」

「じょ、冗じよう談だんじゃないっ！」

　リリアンのあんまりな台詞せりふに、一同の顔が蒼あおざめる。だが、何と無情なことか。その効果は瞬またたく間に萌もえっ娘こ四人を襲おそい、たわわな胸をウネウネと変形させ始めた。

「いやぁっ！　縮んじゃだめぇっ！」

　まずは泣き叫さけぶナギサから。よく分からないが、サイズのでかい順だろうか。

　スクール水着越ごしにたっぷりと盛り上がっていた胸が、まるでリペイントでも施ほどこされたかのように、一気に収縮した。

　おかげで水着の生き地じが余り、突つっ張っていた肩かた紐ひもがゆるりとたわむ。その瞬しゆん間かん、平べったくなった胸が布地の間から覗のぞきそうになり、ナギサは慌あわてて悲鳴を上げ、その場にうずくまった。

　続いてアサミが、同様に胸むな元もとを押さえて黙だまりこくる。何も叫ばない辺り、彼女なりに余よ裕ゆうを示そうとしているのだろう。しかしコスチュームの形の都合上、手を離はなせば本当に布地がずれ落ちて、丸見えになるに違いない。

「く、屈くつ辱じよくですわ……」

　後で絶対にしばいてやると言わんばかりに、アサミは殺気を孕はらんだ目で、リリアンを睨にらみつけた。

　でもって、三番手はナナコだ。こちらは幸い見えそうにはならないものの、本来胸を強調していたウェイトレススタイルが、実に悲ひ惨さんなことになっている。何しろ強調すべきものが、もうない。

「うぅ、かっこ悪い……」

　無む駄だに空を挟はさむサスペンダーを両手で摘つまみ、彼女もまた泣き顔を浮うかべる。

　そして、カリン。ひとり割とまともな服装だったため、取り立てて大きな被ひ害がいこそないが。

「こ、こんなの許せないんだからっ！」

　へにゃっと潰つぶれた己おのれの胸を搔かき抱いだき、見目も露あらわに怒おこり出した。

「いくらお姉さまがこういうの大好きだからって、こんなのボクの胸じゃない！　元に戻してよっ！」

　もっとも、リリアンのほうはケロッとしているけど。

「えー？　みんなその方が似合ってるのに？　ほ～ら、私とお揃そろいお揃い♪」

「揃いたくなんかないもんっ！」

「そんなこと言ったってダメだよ。これは私が編み出した、強力な呪のろいの一種なの。一度縮めちゃったら、もう私の力でも元に戻せないんだよ」

　そして、またも問題発言をサラリと飛ばし、さらに一言。

「男の子に揉んでもらわない限りは──ねっ！」

　問題どころか爆ばく弾だんな発言が、そこに加わった。

　男の子にって──それ、他ほかにもっとマシな解決方法はないのか。だいたいそんなアレな手段なんて、みんな恥はずかしがって拒こばむだろうに……。

　そんな光宏の懸け念ねんは、しかしあっさりと裏切られる。

「男の子……」

　リリアンの言葉に、カリン達四人はかなり真面まじ目めな顔で、そう呟つぶやいた。

　無理やり貧乳にされた胸を元に戻もどす、唯ゆい一いつの方法──。どうやら真しん剣けんに検討しているらしい。

「あの、みんな？　ちょっと冷静になろうよ。ね？」

　そんな光宏の台詞も届かないほどに、彼女達は目を血走らせている。

　でも、いったい誰だれに揉んでもらうつもりなのか。そもそもこの学園、名目的には男女共学らしいけど、紗衣が男子を一いつ切さい描かかないため、実質女の子しか見当たらない。そんな中、果たして彼女達のピンチを救うヒーローは現れるのか。

　……と、客観的に言えればいいんだけど。でも、このパターンから続く展開って、どう考えても──。

「は～い、その男の子はここにいるよ～」

　ふと、そんな声が廊ろう下かに響ひびいた。

　一同が振り返ると、唯一巨きよ大だいな胸をぶら下げたエステルが、こちらに向かって飛んでくるところだった。どうやら謎の疼うずきは治まったらしい。

「ね、姉さん！　せっかく人が貧乳増やして遊んでるのに、邪じや魔ましにこないでよ！」

「あらあら、リリアンったら悪あく趣しゆ味みね。増やすんなら爆乳の方がいいのに」

　とまあ、そんな下らない姉し妹まい喧げん嘩かは置いておくとして──。

「あの、悪魔のお姉さん、どういうこと？　男の子がいるの？」

「いるならさっさと会わせなさい！」

　真剣な眼まな差ざしで訊たずねるカリン達に、エステルはくるりと向き直った。

　弾はずみで、爆乳がブルンと振ふり回される。ペッタンコにされた少女達にとっては、それこそ憧あこがれの的だ。そしてその憧れの的を持つエステルは、大おお威い張ばりで改めてここに宣言した。

「フフ、何を隠かくそう、ここにいる萌もえ萌えなパンスト娘こそ、男の子よ！」

　同時に、光宏のスカートをサッと捲まくり上げた。

　果たしてそこに何が見えたか。たぶん異様なのは、パンストで無理やり隠していたトランクスだけだ──と、光宏的にはそう思いたい。

　だが、そんな少年の恥じらいなど、今やささやかなものに過ぎなかった。

「──男だわ」

　アサミの目が、妖あやしく輝かがやいた。

「お、男の子だ……」

　ナナコが頰ほおを赤らめながらも、ゴクリと生なま唾つばを飲む。

「いやぁ、変質者さんだぁ……」

　ナギサは半泣きになりながらも、その瞳ひとみにほんのりと期待の色を浮かべ。

「……だったら、お願いするしかないよねっ！」

　カリンが唇くちびるを嚙かみ締しめ、意を決する。

　ああ、もう逃にげた方がいいかも。これ……。

「ご、ごめん！　僕用事があるから、これで──」

「待って！」

　思わず後あと退ずさり出した光宏に向けて、カリンが声こわ高だかに呼びかけた。そして、続いて飛んでくる言葉と言えば、もう予想はついている。

　目に恥じらいの涙なみだを浮かべ、耳の先まで真っ赤に染めて、カリンは叫さけんだ。

「あ、あのっ！　ボクのお胸……揉んで大きくしてくださいっ！」

　嗚あ呼あ、やはりそう来たか。しかもこれ、一人で済むはずがない。

「カリン様だけなんてずるいですわ。わたくしのお胸も揉ませて差し上げます。さあボウヤ、いらっしゃい？」

「私のも揉んでください！　サービスしますからっ！」

「わ、わたしのも……あの、優やさしくお願いします……」

　残る三人の乙おと女めもまた、口々に誘ゆう惑わくの言葉を吐はき、光宏に迫せまってくる。

　すでに耐たえきれる光景ではない。
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「あ、あの、僕はそういうのは、さすがにまだ早いかと……」

「お願いしますっ！」

「いや、あの、でも……」

　にじり寄る美少女達を前に、選せん択たく肢しはどんどん狭せばまってくる。こうなった以上、光宏が思い浮うかぶ手段といえば、ただ二つ。

　一、逃げる。

　二、揉もむ。

　じゃあ二で──と素す直なおに言えないところが自分の良さだ、と光宏は思うことにした。

「ごめんみんなっ！」

　そう叫び、光宏は一同に背を向けて、一気に駆かけ出した。敵前逃とう亡ぼう、ここに極きわまれりだ。

「あ、待ってよぉ！」

「揉みなさいよこの意い気く地じなしっ！」

「ほらこういうの好きなんでしょっ！」

　後ろから散々な罵ば倒とうが飛んでくるが、気にせず走る。ここでエロに魂たましいを売った日には、何のために夏コミで紗衣を応おう援えんしたんだか分からない。

（そうだ。北原さんのためにも、僕は耐えるんだっ！）

　そんなことを考えながら、ひた走り──。

　光宏がふと足を止めたのは、すでに追っ手の気配もなくなった後だった。

　ひと気のない廊ろう下かに佇たたずみ、荒あらい息をつく。それから背後を振り返り、カリン達の追つい跡せきがないのを確かめると。

「……ええと、一つ、確かめておきたいんだけど」

　誰だれに向けるでもない自問自答が、息切れとともに口を衝ついて出た。

「このアレな展開って、僕の煩ぼん悩のうが酷ひどすぎるせい……なんだよね？」

　二次元は自分の願望を反映する──。この絶対的法則が働く以上、そういうことになる。

　いや、もしそうなら構わないのだ。何も疑問は湧わかない。自分がいやらしいことばかり考えるから、二次元娘むすめ達もいやらしいシチュエーションで応こたえてくれた。それだけの話だ。

　まあ、それが許されることかどうかは置いておくとして。

「でも、それにしては、なんか……」

　いつもより過激じゃないか。光宏は、そう感じる。

　思えば今までにも、自分の煩悩が原因で、ヘンタイ的な状じよう況きように陥おちいってしまったことは多々あった。例えばナギサがお風ふ呂ろに乱入してきたり、カリンのライバルのプラムがうちのベッドを襲しゆう撃げきしてきたり。

　でも──どれも割と軽傷じゃないだろうか。今日のコレに比べたら。

　そう、やっぱりおかしい。カリンにしろ他の美少女達にしろ、光宏の意向を無視してまで、エロな方向に暴走している気がする。

　加えてもう一つ。納なつ得とくできないことがある。

「ああ、あの絵だ……」

　エステルとリリアン。健全な男子が本能的に興奮して止やまない、「乳ち房ぶさ」をテーマとした双ふた子ごの悪あく魔ま。

　光宏は彼女達の艶あで姿すがたにやられ、現実世界に召しよう喚かんしてしまった。そして拉ら致ちされ、このエロスな展開に持ち込まれた──。

　つまりあの双子は、この異様な状況に光宏を陥おとしいれた張本人ということになる。でもって、その絵を送ってきたのは紗衣……のはずなんだけど。

「……絶対変だ」

　光宏の疑問は、ある一点に収束する。

「北原さんが……あんなエッチな絵を描くなんて」

　萌えとエロは違う──。それが、紗衣の主張だったのではないか。

　だからこそ、月つき代よとの真っ向勝負がおこなわれたのではなかったか。

　なのに、あの絵はどういうことだ。いや、確かに肖しよう像ぞう画がの紗衣は、女性の乳房についていろいろとロマンを語っていたけど、現に今光宏がいる世界はエロもいいところで。

　もしこれが紗衣の夢見る「ミラージュ・ネル」だと言うなら、何かが矛む盾じゆんしている。

　だいたい、根本的に妙みようなのだ。紗衣が乳の絵を光宏に送ってくるなんて。

　そして、ここから連想できることといえば。

「あの絵……本当に北原さんが描いたものなのか？」

　そう口にした瞬しゆん間かん──。

　光宏は、ハッと顔を上げた。

　そして、とっさに走り出した。さっきエステルから教えられた、「お姉さま」の部屋に向かって。

　大理石の床ゆかを革かわ靴ぐつで蹴けり、慣れないスカートをヒラヒラさせながら、廊下を疾しつ走そうする。

　答えはすでに出ていた。こんな簡単なこと、どうして気づかなかったんだろう。

　紗衣の絵柄をそっくり真似ることができ、なおかつエロなイラストを描く人物。んなもん、どう考えても一人しか思い浮かばない。

　でもって、エステルがそいつの「作品」である以上、彼女にとっての「お姉さま」は、紗衣のことではないはずだ。

「ここかっ！」

　目的の場所──「お姉さま」の部屋の前で立ち止まり、光宏は勢いよく扉とびらを開いた。

　そこに、いた。

　あのバカが。
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「よお、やっと気づいたか煩ぼん悩のう野や郎ろう！」

　アンティーク調の物々しい椅い子すにふんぞり返り、机の水すい晶しよう玉だまなど眺ながめていたゴスロリ女が、偉えらそうに迎むかえてくれた。

　ちっこい身体からだにでっかい態度。ヒヨコのぬいぐるみを膝ひざに乗せ、にやにやと嫌いやな笑えみを浮うかべる三次元。紛まぎれもなく、月つき代よだった。

「光みつ宏ひろくん、キミの女装プレイは、この魔法の水晶玉でたっぷり拝ませてもらってたよ。にしても何で逃にげてんのかなぁ。揉もめよ、チキン」

「やかましい」

　盛せい大だいに溜ため息をつき、光宏は「お姉さまの部屋」へ踏ふみ入った。

　そう、あくまで「お姉さまの部屋」だ。「紗さ衣えの部屋」ではない。思えばエステルもカリン達も、みんな「お姉さま」とは口にしても、紗衣の名を挙げたわけではなかった。

　で、その「お姉さま」の座に月代が居座っている──ということは。

「よーこそ、『ミラージュ・ネル・アナザー』へ！」

「……いい加減にせい」

　正々堂々と模も倣ほう世界を紹しよう介かいした月代に、光宏は溜め息混じりで毒づいた。

「ミラージュ・ネル・アナザー」といえば、彼女が運営している二次創作サイトの名前だ。紗衣の持ちキャラを勝手に使い、イヤラシイ絵に仕立て上げて展示している場所。しかも「その道」では大手に入る。

　……というのは昨日までの話だったはずだけど。だいたい夏コミで紗衣に負けて、こういう行為からは足を洗ったんじゃなかったのか。

「お前、まだこんなこと続けてたのかよ……」

　もう二次創作はやめると言っていたような気がするが、あれは自分の聞き間ま違ちがいだったのか。

　だが月代は動じない。悪びれもせず胸を張り。

「何言ってんの？　私が個人で楽しむ分には問題なしだ！」

「いや、いい加減改心しろよ」

「はっ、性せい癖へきに改心もへったくれもあるか！」

　ある意味、実にごもっともな言い分ではあった。

　まあ、その懲こりない性格には目を瞑つぶるとして──。じゃあ、ここはいったい何なんだ。「ミラージュ・ネル・アナザー」という設定はさて置き、具体的に何がどうなって成り立っている場所なんだ。

「月代、説明しろ。ここはいったい……」

「決まってんじゃん。私が創つくったエロエロワールドだよっ！」

「創った……って、どうやって！」

「そんなの愚ぐ問もん。絵が現実に抜ぬけ出すんだから、絵に描かれた世界そのものが抜け出したって不思議じゃないじゃん！」

　疑問の欠片かけらも認めんとばかりに、月代は豪ごう語ごした。

　そういうのを世間では「不思議」と言うはずだけど。しかも、まったくもって納なつ得とくできる説明じゃない。

「じゃあ……つまり何か？　このヘンタイワールドは、お前の描かいた『絵』が具現化したものだってのか？　……お前、どんだけでっかい絵を描いたんだよ」

「あのね煩悩野郎。そんなもん、全部描く必要はないんだよ。いつも出てくるおにゃのこ達だって、描かれてないはずの後ろ姿まで、きっちり具現化してんでしょ？　それと同じこと。私が描いたのは、この世界に続く『扉』の絵だけ。あとの大部分は、私の想像力の賜たま物ものさっ」

　いや、そんな無茶な。扉一枚だけでここまで補うなんて、クリエイトにも程ほどがある。

「それとも、キミは認めないっての？　こうして現実にアナザーワールドが具現化してるのに」

　月代は不満げにほっぺたを膨ふくらませ、光宏に食ってかかってきた。なるほど、目の前にあるものぐらい認にん知ちしろ、というわけか。

　まあ、確かに一理ある。それだけ月代の画力と妄もう想そう力が際きわ立だっていた──ということだろう。じゃあ百歩譲ゆずって、存在は認めるとして。

「じゃあ訊きくけど、こんな巨きよ大だいな『世界』が、現実のどこに抜け出したんだよ。少なくとも町一つ分ぐらいはあるだろ、これ」

「何言ってんの。ここは『異世界』って設定なんだから、物理的には存在しない超ちよう空間的っぽい所にあるんだよ。以前フルーツプレイでフィーバーしたナナコたんの喫きつ茶さ店てんだって、教室の中に世界ごと広がってたでしょ？」

「そ、それはそうだけど……。いくら設定どおりだからって、そんな物理法則を無視してまで再現されるなんて……」

　納得できない──と言いかけて、光宏は押し黙だまってしまった。

　気づいたのだ。それが今さらな反論だ、ということに。

　思えば、物理法則を無視した再現なんて、今までに何度も見てきた。現実世界に抜け出した萌もえっ娘こ達は、平気で魔法を放ち、空を飛び、水の中を縦じゆう横おう無む尽じんに泳ぎ回る。規模こそ違えど、それと同じことなのだ。

「理解したか？」

「う……うん」

　ニンマリと口の端はしを吊つり上げる月代に、光宏はしぶしぶ頷うなずいた。

　何とも都合のいい話だ、とは思うけど。だいたいそうじゃないか。こんな世界を創ることが可能なら、月代はそれこそ欲よく望ぼうを満たし放題。紗衣にも光宏にも美み春はるにも、この暴挙を阻そ止しする術すべはない。

「なあ月代。お前、いつもこんなことやってたのか？」

　顔をしかめ、光宏は訊たずねた。

　だが──返ってきた答えは、意外にも真っ当なものだった。

「いんや、今回が初めてだよ」

　前に置かれた魔ま法ほうの水すい晶しよう玉だまをぺチンと叩たたき、月代は首を横に振ふった。

「だいたいさ、こんなことができるなんて、私だって知らなかったもん。いやぁ、試ためしてみるもんだね！」

　そう言いながら、玉を凝ぎよう視しするように覗のぞき込み。

「ちなみに、これはお風ふ呂ろ覗き用ね？」

「んなこと、誰だれも訊いてないから」

　一言多い。

「あと、リリアンたんとエステルたんは、私のオリジナルだから。これだけは文句言われる筋合いないからね？」

　それは──まあ、べつにいいけど。

　とは言え、紗衣の絵え柄がらに似せる必要なんて、まったくなかったはずだ。これは月代の執しゆう着ちやく心ゆえか。それとも単に、今までの描き癖ぐせが染しみついてしまったせいか。

「……で、何であの絵を僕に送ったりしたんだ？」

　まだその答えを聞いてなかった。

　そしてこの光宏の質問に、ゴスロリ女はニヤニヤと笑いながら答えた。

「もちろん、煩ぼん悩のう野や郎ろうをここにおびき寄せるための餌えさだよ！」

　あまりにもヒドイ答えだったけど。

「キミがあの絵にハァハァして現実世界に呼び出した瞬しゆん間かん、私がノートパソコンから遠えん隔かく操作でエステルたんの支配権を取り戻もどす。で、キミをここへご招待する──。うん、実に素す晴ばらしい作戦だったね！」

「……それは、何のために？」

「おもしれーから」

　いや、面おも白しろ半分で人を弄もてあそぶな。こっちは女装やら豊胸やらセクハラの嵐あらしで、それこそおかしくなりそうだったってのに。

　まったく、こいつの話なんて、まともに聞くだけ無む駄だだ。光宏はそう思い、月代に言った。

「なあ、もう散々遊んで気が済んだろ？　僕を元の世界に返してくれよ」

「やだ」

「拒きよ否ひするなよ。だいたい今は遊んでる場合じゃないんだ。北きた原はらさんが──」

　そう、紗衣だ。

　紗衣と「ミラージュ・ネル」が、行ゆく方え不明になっているのだ。このとんでもない異常事態の最さ中なか、呑のん気きにエロ妄想に浸ひたっているわけにはいかない。

「一刻も早くここから帰らせてくれ。お前が描かいた『扉とびら』ってのはどこにあるんだ？　そこを潜くぐれば、元の世界に戻れるんだろ？」

　そう言いながら、光宏は部屋の中をキョロキョロと見回す。

　魔法の勉強部屋なのだろう。古い洋書やら魔法陣じんやら、怪あやしいものがいっぱいある。もっとも「扉」といえば、さっき自分が入ってきた入り口ぐらいしか見当たらないが。

「帰るのなんていつでもできるよ？」

　水晶玉を撫なでながら、月代が言った。

「その気になればいつでも帰れて、しかもメチャクチャ楽しい場所──。いやぁ、このまま引き籠こもっちゃいそうだよ」

「勝手に引き籠ってろよ。僕は帰りたいんだから」

「んー、でもさぁ。こんな楽しい世界が実現しちゃって、もしそこに行けちゃったら……絶対に帰りたくなくなるんじゃないかねぇ」

「いや、だから僕は帰りたいって──」

　光宏がそう言い返した刹せつ那な。

　月代の表情が、不意に引き締しまった。

「キミのことなんか誰も言ってないんだよ、煩悩野郎」

　今までの笑えみを拭ぬぐい去り、いつにない真しん剣けんな眼まな差ざしで。

　彼女は、はっきりと告げた。

「私が言ってるのは──紗衣のことだ」

　知らないと思ってたのか──。

　そして憮ぶ然ぜんと、そう付け加えた。




　わずかな沈ちん黙もくの後。最初に口を開いたのは、光宏の方だった。

「……説明してくれないか？　僕に分かるように」

　目の前に陣取るゴスロリ女に、得体の知れない威い圧あつ感を覚えながら、おずおずと訊ねる。

　月代はそれを聞くと、水晶玉を一撫でし、よっこらせと椅い子すから立ち上がった。もっともそれで背の高さが変わらないのは、よっぽど椅子の脚あしが長かったからだろうけど。

「──４０４だよ」

　ヒヨコを手に抱だき締めながら、彼女は答えた。

　４０４といえば、インターネット上で見られるエラーコードの一種だ。突とつ然ぜん消しよう滅めつした「ミラージュ・ネル」の跡あと地ちに表示されていた、アレだ。

　その意味は、「未検出」。こちらの指定したファイルがウェブ上に存在しない場合、この４０４という数字が表示されるようになっている。

　つまり──「ミラージュ・ネル」は消滅した、ということだ。

「問題はさ、紗衣のサイトが消えた理由なんだよ」

　月代はそう言って、光宏の方を睨にらみつけた。

「キミは、何か思い浮うかぶ？」

「いや、そう訊きかれても……」

　分からない。それが分かるなら、誰だれも戸と惑まどわない。

　はっきり言って、「ミラージュ・ネル」が閉へい鎖さされる理由なんて、どこにもない。去年は紗衣と月代の喧けん嘩かが原因でいろいろあったけど、今は違ちがう。

　昨日の夏コミで、すべての決着がついた。二人は和解し、初めての同人誌もバカ売れした。まさにこれから「歌うた川がわミウミ」を盛り上げていこうという、その矢先だった。

　そんな時に閉鎖だなんて、あまりに不自然だ。紗衣が更こう新しん中に操作を誤ったとか、そんなどうしようもないオチでもない限り、いきなりサイトが真っ白になるはずが──。

「……真っ白？」

　ふと引っかかり、光宏は思わず呟つぶやいた。

　歌川ミウミに関係したものが、突然真っ白になる──と言えば。こんな現象が、とても身近になかったか。

　そう、絵だ。光宏がその煩ぼん悩のうで、二次元美少女を現実世界に呼び出すたびに、元の絵は真っ白になっていた。

　だが、果たしてこの法則は、絵だけに留とどまるものなのか。

　仮に「歌川ミウミの作品」という巨きよ大だいな括くくりで見るなら、もっと巨大なものにも適用されるのではないか。

「おい月代、まさか……」

　すぐ間近に導き出されつつある結論に、光宏は微かすかな目め眩まいを覚えながら、問いかけた。

「──抜ぬけ出したのか？　『ミラージュ・ネル』が」

　だから紗衣のサイトは、真っ白になった。跡に何も残らず、ファイルそのものが消滅した──と。

「やっと気づいたか。ま、そういうことだよ」

　月代はあっさりと、この突飛な真相を肯こう定ていした。もはや疑う余地はなかった。

　なるほど、もともとあのサイト自体、紗衣の妄もう想そう世界が形になったものに等しい。それが現実に抜け出してしまえば、当然の結果だ。

「ちなみに、今は私のサイトも消滅中。これが何よりの証しよう拠こだよ」

　月代はそう言って、巨大な机の上を指さした。

　よく見れば水すい晶しよう玉だまの陰かげに隠かくれて、ノートパソコンが一台、光を放っている。月代の私物だろう。そして画面に表示されたインターネットブラウザには、「４０４」のエラーコードが。ただしＵＲＬが示しているのは、紗衣のサイトではない。

「アナザーワールドは今ここにあるからね。おかげでサイトの方は消えた。まあ、私はべつにいいんだけどさ。それより問題は本家だよ」

　月代はそう言って、アクセス先を切り替かえる。おそらくその本家に飛んだのだろうが、やはり表示は４０４で変わらない。

「このとおり、『ミラージュ・ネル』はお留守なんだ。理由は──もう分かるよね？」

「北原さんが抜け出させたから、か」

　まあ、他ほかに考えられない。紗衣は持ち前のお花畑頭脳で、ついに自分の妄想世界を実体化させてしまったのだ。実に人ひと騒さわがせな話だ。

　……という結論で、本当にいいのだろうか。

　光宏はふと、疑問に思った。

「ミラージュ・ネル」が異世界として実体化したとして。もしそれが原因でサイトが消滅したとなれば、いくら紗衣でも、まずいと感じるのではないか。

　何しろあのサイトは、大勢の歌川ミウミファンが集つどう場所。そのファンのありがたみは、紗衣が誰よりもよく分かっている。なのにその集いの場を潰つぶしてまで、自分の欲よく望ぼうを優先させるものだろうか。

　北原紗衣は、果たしてそこまでダメ人間なのか。

「なあ月代。北原さんは今、『ミラージュ・ネル』にいるのか……？」

「だろうね。私と同じだよ」

　自分にとって最も楽しい世界が実現したのだ。行かない方が不自然だ。

　でもその代わり、サイトは消えたまま放置されている。しかも当の管理人は帰ってこない。

　いや、月代曰いわく「帰ってきたくなくなった」と。

「……確かなのか？」

　光宏は改めて問うと、月代は「もちろん」と断言した。

「煩ぼん悩のう野や郎ろうも知ってんでしょ？　私が紗衣を付け回してたことぐらい」

「あ、ああ……」

　盗とう聴ちようやらハッキングやら、それこそストーカーレベルの付け回し方だった。ならば、紗衣の動向もお見通し──というわけか。

「まあ、そのストーキングも昨日でやめにしたんだけどさ」

「……じゃあダメじゃないかよ、おい」

　そういう思わせぶりな発言は控ひかえてほしい。

　肩かたを落とす光宏に、しかし月代は「でもね」と言葉を改める。

「でも──付け回していたからこそ、今回の紗衣の気持ちも、何となく分かるんだよ」

「北原さんの、気持ち……？」

「うん。知りたい？」

　ああ、知りたい。ぜひ教えてほしい。

　そう思って身を乗り出した光宏に、だが月代は、無情に顔を背そむけた。

「……教えない」

「なぜ！」

「ふん、どうしても知りたきゃ、紗衣本人に訊ききな」

「いや、本人ったって、どうすりゃ会えるんだよっ！」

　何しろ紗衣は今、異世界だ。会えようはずがない。

　しかし──そこで月代は、再びニヤリと笑った。

　実に、気色悪い笑えみで。

「会いたい？」

「……ああ」

「じゃ、会わせてあげるよ」

　そう言うと、ポケットに手を差し込み。

「これを使って、ね！」

　声も高らかに、いつものメタリックブルーのペンタブレットを取り出した。

　紗衣のピンクのペンと対ついになる、月代の作画ツールだ。今までなら、タコやスライムを具現化させたり、紗衣の嫁よめをエッチなコスチュームに着替えさせたりと、ろくな目的で使ってこなかったけど。

「そうだなぁ、そこの壁かべがいいか」

　月代はそう呟つぶやき、まっさらな壁のもとへ歩み寄った。そして、慣れた手つきでペンを走らせ始める。

　何を描かくのかは、すぐに分かった。

「月代、それって……扉か？」

「ご名答」

　アーチ状の囲いの中に、ドアノブらしきものを描き足し、月代は頷うなずいた。

　ドアとしては、実に単純明快な構造だ。しかし青いペン先がそこに装そう飾しよくを加え、複雑なディテールを与あたえ出すと、それは次し第だいに荘そう厳ごんな趣おもむきをまとい、立派な門へと変へん貌ぼうを始める。

「少し時間がかかるから、先に着替えときなよ。キミの服、回収してそこに置いといたから」

　月代にそう言われて振ふり返ると、なるほど、さっき脱ぬいできた衣類一式が、椅い子すの上に乱雑に積まれていた。

　光宏は一言礼を言い、すぐさま着き替がえ始めた。

　生身の女子の前で多少の抵てい抗こうはあったが、向こうは幸い壁に向かったままだ。その隙すきに光宏はブラウスとスカート、ストッキングを脱ぎ捨てた。

　とりあえず、胸だけは見ないように目を瞑つぶりながら。こちらは──まあ、後でいい。

　やがて時間にして数分。光宏が着替え終わると同時に、さっきまで何もなかった壁に、一枚の「扉」が完成した。

「ほい、できた」

「これが……『ミラージュ・ネル』への？」

　本家へと続く道だ、と言うのか。これを潜くぐれば、紗衣のもとへ行ける、と。

「さあ、どうだろうね」

　しかしここまでしておきながら、月代はなおもはぐらかす。

「煩悩野郎次第だよ。キミがきちんと妄もう想そうできれば、この扉は本家の世界へと続くはずだ」

「……そういうことか」

　つまり、いつも自分がやっていることだ。他人の描いた絵の設定を、自分の都合で描き変えてしまう。作者にしてみれば傍はた迷めい惑わくなあの力が、まさかここに来て要求されるなんて。

「分かった。やるよ」

　絶対に、繫つなげてみせる──。

　光宏は頷き、そっとノブを摑つかんだ。

　でも、ためらいはしない。そんな心では、紗衣のもとへ辿たどり着けない。

　だから、引く時は勢いよく。この扉が、本物の「ミラージュ・ネル」へ──紗衣がいる世界へ繫がるものと決め。

　光宏は、自信をもって扉を開いた。

　奥には、うねる渦うずのような波は紋もんが広がっていた。虹にじ色いろに輝かがやきながら別の地へと通じる、異空間の道だ。自分がそう思うのだから、間ま違ちがいない。

　まず手で触ふれ、続いて右足を差し入れた。靴くつ底ぞこに土の感かん触しよくがある。それから顔を水面に浸つけるように渦に浸ひたすと、すぐ先に、パステルピンクを基調とした空が広がっているのが見えた。

　このカラーリングは──「ミラージュ・ネル」そのものだ。

「よし、行こう」

　そう言って、光宏は月代の方を振り返った。

「おう、行ってこい」

　まるで他人ひと事ごとみたいに返されたけど。

「……お前は行かないのか？」

「遠えん慮りよしとくよ。キミ一人で行きな」

　月代は、あくまで拒こばむ。それがただの照れ隠かくしでないということは、彼女の真顔が、如によ実じつに物語っている。

　そして月代は、そっと呟いた。

「──私の力じゃ、無理だったから」

　どういう意味だろう。この扉を描いたのは、月代自身なのに。

　そう思って首を傾かしげる光宏に、月代は小さく溜ため息をついてみせた。今までと逆だ。いつもは光宏の方が、彼女の奇き怪かいな言動に溜め息をついていたのだけど。

「繫げられなかったんだよ、私の力じゃ」

　月代はそう言って、小さく微ほほ笑えんだ。

「さっき言ったでしょ？　私も試ためしてみたんだよ。紗衣と同じように『扉』を描いて、異世界を具現化させたの。でも……私が着いたのは、こっちの世界だったんだ」

　ミラージュ・ネル・アナザー。月代が心の奥底で望む、至福のハレンチワールド。そこは決して、紗衣の向かった本家「ミラージュ・ネル」ではなかった。

　だからこそ、月代は光宏をこちらへ呼び寄せたのだ。自分の想おもいを託たくすために。

　光宏がそれに気づくのと、月代が光宏の身体からだをグイと押すのと、同時だった。

「いいからとっとと行けよ、煩ぼん悩のう野や郎ろう。そのためにキミをここへ呼んだんだからね。どうせ私は、『あっち』には辿り着けない。だからキミ一人でとっとと行って、紗衣を──私の大事な相方を」
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　──連れ戻もどしてくれ。




　その声が、光宏が「ミラージュ・ネル・アナザー」で聞いた、最後のものになった。




　　　　＊




　そこは見み渡わたす限りの二次元だった。

　桃もも色いろの中に薄うす紫むらさきの雲を交えた不思議な空。陰いん影えいで輪りん郭かくを刻まれた緑の大地。辺りを囲う樹き々ぎはテクスチャの樹皮に彩いろどられ、その中を、ぶれのない曲線で描えがかれた白い小道が走る。

　実際には存在し得ない、アンバランスな色しき彩さい空間。その中にいて、葛かつ本もと光宏はただ一人の「現実」だった。

　……いや、違う。この世界にはもう一人、「現実」から来た者がいる。

　真夏の汗あせばんだ肌はだにシャツを張り付かせ、頰ほおを赤く火ほ照てらせながら、光宏は黙もく々もくと異境の森を歩いていく。

　やがて人ひと影かげが見えた。妹の佐さ和わをモデルにしたツンデレ姫ひめ──ユキだ。

「ちょっとあんた、ここへ何しに来たの？」

　ピンク色のドレスに身を包んだ彼女は、そう言って両手を腰こしに宛あてがい、ツンとした表情でこちらを睨にらんできた。

「ここは魔ま法ほう学園へと続く細道。あんたみたいな男子にノコノコうろついてられると、迷めい惑わくなんだけど」

　早く引き返せと言わんばかりに、彼女は苦言を呈ていした。

　それでも光宏は従うことなく、足を動かし続ける。月代に押されたこの身体は、留とどまることなど認められてない。

「ちょっとぉ！　私の話聞いてるのっ？」

「ユキちゃん、止めても無む駄だだよ」

　叫さけぶ少女に向かい、光宏は言った。

「僕は行かなければならないんだ。その魔法学園へ」

「そんなことさせないわよ。だって、お姉さまがそれを望んでないんだから」

　毅き然ぜんと言い返し、ユキが正面に立ちはだかる。

　もちろん光宏は、退ひかない。

　何としても、紗衣に会わねばならないから。

「引き返さないとビンタするわよ？」

「構わないさ。佐和にいたぶられるのは慣れてるから」

　そう微笑んだ光宏の目には、しかし、はっきりと熱い光が宿っていた。

　決意は固い。たとえ二次元娘むすめを敵に回そうとも、この心は揺ゆるがない。

　──待ってて、北原さん。僕が必ず君を迎むかえにいくから。

　汗の滲にじんだ拳こぶしを、力強く握にぎり締しめ。光宏は心の中で、一人の少女の名を呼んだ。




　この二次元世界──ミラージュ・ネルを創つくり上げた、少女の名を。




　　　　＊




「待って！　どうしても行くってなら止めないけど……。あ、あのさ！　あんた男なんだから、どうせ女子寮りようなんか入れないでしょ？　だからその……私が何とかしてあげるんだから、感謝しなさいよねっ！」

　そう叫び、ユキはどこからともなく、一着の衣い装しようを取り出した。

　光宏は──ようやく足を止め、表情を強こわ張ばらせた。

　何てこった。またやるのか……。




















　その日、カリンはとってもご機き嫌げんだった。

　無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべ、寮の廊ろう下かを軽かろやかに歩く。軽やかすぎて、そのままスキップでも始めそうな勢いだ。

　なぜなら、理由はただ一つ。

「わぁい、今日はお姉さまがお部屋にいてくれたよぉ」

　もちろん、大好きなお姉さまのことに決まっていた。

　いつも忙いそがしくて、カリンが部屋へ遊びに行っても、いないことが多いお姉さま。でも今日は違ちがった。ちゃんと部屋にいて、入ってきたカリンを優やさしく迎えてくれたのだ。

　おかげで、お姉さまと二人きりで紅茶を飲みながら、いっぱいお話ができた。カリンお手製のクッキーも喜んでもらえたし、もう大満足だ。

「お姉さま、美味おいしいって言ってくれた～。頭もいっぱいナデナデしてもらっちゃって……はうぅ、思い出すだけで体温上がっちゃうよぉ」

　あまりの幸せに顔を蕩とろけさせ、カリンは熱に浮かされたように、フワフワと廊下を跳はねていく。そして、「これからもこんな毎日が続けばいいなぁ」と考えながら、ふと、窓の外を見ると……。

「……あれ？　誰だれか倒たおれてる？」

　不ふ穏おんなものが目に入った。何と中庭の芝しば生ふに、人が倒れているではないか。気絶しているのか、ピクリとも動かない。

「た、大変！　ちょっと待ってて、すぐ行くからねっ！」

　そう叫さけんだものの、ここは三階。相手に聞こえるはずがない。

　それでもカリンは勢いよく走り出した。今までの浮かれ気分もどこへやら、だ。

　階段を駆かけ下り、通用口から中庭へと飛び出す。問題の人物は、芝生の上にうつ伏ぶせに転がっていた。

　女の子だ。ここの生徒だろうか。

「ねえキミ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　カリンが大きな声で呼びかけると、その子は「うぅ……」と呻うめいて、ゆっくりと頭を持ち上げた。

　どうやら目が覚めたらしい。カリンはホッと胸を撫なで下ろす。……が、その子の顔を見た瞬しゆん間かん、今度は思わず「あれ？」と声を上げた。

　なぜなら、それはよく見知った人物だったからだ。

「ゆ、ユキちゃんっ？」

　そう、ユキだ。魔ま界かいに住む、ツンデレなツインテールの女の子だ。ただし、いつもと服装がだいぶ違うようだけど。

　頭に王おう冠かんがないし、ピンクのドレスでもない。シャツとショートパンツという、ずいぶんラフなスタイルだ。しかも倒れていた……となれば、もうただ事とは思えない。

「どうしたの、ユキちゃん！　具合でも悪いの？」

　カリンはそう言いながら、いまだ地面に伏せったままのユキを、ガクガクと揺ゆさぶった。

「う、うぅ……」

　相変わらず低い声で呻き、ユキはこちらを見た。

　ただ……そこから先の反応は、あまりにも想定外だったけど。

「あ、絵だ……」

　何かに驚おどろいたようにカリンの顔を見つめ、ユキは小さく呟つぶやいた。

「エ？　エって、絵？」

　よく分からず、カリンはトンチンカンに答える。いったい何が絵なんだろう。

　辺りをキョロキョロしてみるけど、べつに絵が飾かざってある様子はない。

「あ、あんたよあんた！　絵でしょうに！」

「え、ボク？」

　ユキに喚わめかれて、カリンはキョトンと尋たずね返した。

　その一言に、ユキが黙だまりこくる。何やら顔をしかめて、ちょっと後あと退ずさり……。

「ボ、ボク……？　何その一いち人にん称しよう」

「え？　あの、変……？」

　というか、今さらそこで引かれるなんて、思いもしなかった。

　でも、カリンの一人称はずっと「ボク」だ。確かにそれをバカにしてくる子もたまにいるけど、少なくともお姉さまは「ボクっ娘こって最高よ♪」と言って、可愛かわいがってくれる。それに友達もみんな、そんな理由で引いたりはしない。

　そしてカリンは、ユキもその友達の一人だと思ってたのに……。

「どうしちゃったのユキちゃん。様子がおかしいよ？」

　もしかして、やっぱり具合が悪いのだろうか。カリンは心配になって、まるで小犬がそうするように、グイッとユキに顔を近づける。

　その仕草に、ユキは驚いて身を引いた……が、すぐに何かに気づいたようにハッとして、周りに目を走らせた。

「何これ……。何で全部絵でできてんのっ！」

「ユキちゃん、言ってる意味がよく分からないけど、落ち着いて？　ね？」

「だからぁ、ユキって誰よっ！」

　もう騒さわぐばかりだ。しかも、どうやら自分の名前に覚えがないらしい。

　だからカリンは、宥なだめるように優しく教えてあげた。

「ユキちゃんはユキちゃんのことだよ？　魔界に住んでる悪魔さん」

「……いや、私人間だし」

「え、そうだったの？」

「見りゃ分かんでしょ！」

　カリンが何か言うたびに、ユキはヒステリックに声を上げる。どうも、さっきから話が嚙かみ合ってない。

（絶対変だよ。いったいユキちゃん、どうしちゃったんだろ……）

　理由は分からない。でも、このまま放ほうってはおけない。

　カリンは自分を奮い立たせるようにコクンと頷うなずいて、すぐさまユキの手を取った。

「きゃっ！　ちょ、ちょっと何よ！」

「あのねユキちゃん、医務室行こっ？」

「医務室？　なんで？」

「だってユキちゃん、様子がおかしいもん。自分の名前も分からないなんて……きっと記き憶おく喪そう失しつだよっ！」

　そう言うと、カリンは「えいっ」とユキの腕うでを引っ張り、無理やり立ち上がらせた。大事な友達のピンチを放っておくことなんてできない。

　もっともユキの方は、相変わらず焦あせり気味だ。

「いい！　行きたくない！　んなとこ連れてかれたら、何されるか分かんないっ！」

「ユキちゃん、落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶだよ。ボクが絶対に元に戻もどしてあげるからねっ！」

　べつに自分が治ち療りようするわけでもないのに、カリンは力強くそう言って、ユキをズルズルと引きずっていった。

「やだぁぁぁぁっ！」

　ユキの悲鳴が、女子寮りようの中庭中に響ひびいた




「こんにちはっ。サーヤ先生いますか～？」

　カリンが勢いよく医務室のドアを開けると、いつものように澄すんだミントの香かおりが、スッと鼻を刺し激げきした。

　窓まど際ぎわに置かれたガラス瓶びんから香かおってくるものだ。魔ま草そうと掛かけ合わせた特別なミントで、この匂においだけでも薬効があるらしい。

　そしてカリンが口にした「サーヤ先生」というのは、最近この部屋に勤め始めた保健の先生だ。種族はエルフで、白魔法による治療が得意。さらにお悩なやみ相談なんかも聞いてくれるので、生徒達からの人気も上々だ。

　そのサーヤ先生にユキを診みてもらおうと、颯さつ爽そうとやってきたのはいいけど……。

「あら～、カリンさんいらっしゃい♪　先生は今お留守なんですよ～？」

　代わりに気の抜ぬけた声がして、部屋の奥から、別の人物がひょっこりと顔を出した。

　ピンクのナース服を着て背中に翼つばさを生やした、天使のお姉さん。メイだ。

「あれ？　メイさんがどうしてここにいるの？」

　カリンは思わず首を傾かしげる。メイはこの学園の関係者じゃない。いつも町の教会にいるはずなのに……。

　だが不思議がるカリンに、メイはニッコリ笑って答えた。

「カリンさん、いいところに気づきましたね～。実はこれ、アルバイトなんです♪」

「え、アルバイト？」

「はい、アルバイトです～」

　なぜか二回繰くり返し、メイは得意げに胸を張った。

　そんなメイを、カリンはポカンとして見つめる。

（へぇ、天使もアルバイトするんだ。生活、苦しいのかなぁ……）

　声には出さずに心配していると、すぐ後ろに手を繫つながれて立つユキが、「また絵だ……」と呟つぶやいた。そう、今はメイよりもユキの心配が先だ。

「とにかくサーヤ先生がいないなら、メイさんが代わりに診みてください！」

　カリンはそう言いながら、さっそくユキを医務室に連れ込み、手近な椅い子すに座らせた。

　もう嫌いやがる様子はない。むしろすべて諦あきらめたかのように、死んだ目になっているのが気になるけど……。

「さあ、ユキちゃんを助けてっ！」

「はいは～い、任せてください♪」

　ほんわかと頷き、メイがユキの前に、椅子をもう一つ引きずってくる。いつもサーヤ先生が使っている、少しだけ高級な椅子だ。

「ウフフ、これに座ると、ちょっと偉えらくなった気分ですね～♪　で、いったいどんな症しよう状じようですか？　風邪かぜですか？　捻ねん挫ざですか？」

「ううん、あのね、記憶喪失みたいなのっ」

「記憶喪失……それ、お薬で治ります？」

　途と端たんに不安げに表情を曇くもらせ、考え込むメイ。以前メガネ騒そう動どうで会った時と違ちがって、何だか頼たよりになりそうにない。

「それとも包帯を巻けば治るでしょうか」

「お薬でも包帯でも治らないよぉっ！　だって記憶がなくなっちゃったんだもん。自分の名前も思い出せないんですよ……」

　ユキが何も言わないので、カリンの方が一方的に症状を報告する。そしてその報告に、さすがのメイものんびりしてられないと悟さとったか。

「それは……とても重い症状ですね！」

　なぜか目をキラキラと輝かがやかせて、そう叫さけんだ。

「自分の名前が思い出せないなんて、私以上に大変です！」

「え、それはどういう意味……？」

　何だか得体の知れない発言だったので、カリンは一応聞き返してみた。するとメイは大おお真面まじ目めに。

「実は私、よく迷まい子ごになるんですよ～」

「……迷子に？」

「はい。昨日も気がついたら、何だか見覚えのない人混みのど真ん中でした♪　で、なぜか周りにいる男の人達が、私を見てワァワァ騒さわぐんですよ？　『メイたんが飛び出した～っ！』って。よく分かりませんけど、よっぽど天使が珍めずらしかったんでしょうね～」

　呑のん気きに答えながら、メイは白紙のカルテらしきものを取り出し、患かん者じや名の欄らんに羽ペンで「ユキ」と書いた。

「これでよしっと。あ、そうだ。生徒証も見せてください」

　そう言って、ユキの方にニッコリと微ほほ笑えみかける。でも、あいにくユキはここの生徒じゃない。

「メイさん、ユキちゃんは生徒じゃなくて、魔界から遊びに来たんですよ？」

「え、魔界？　そうですか～。私は天界から来ました。奇き遇ぐうですね～♪」

　天使と悪あく魔まで仲が悪い……ということもなさそうだ。

　いや、そういえば以前、ユキの姉のミツヒメが思いっきりメイを恐おそれていた気もするけど。あれは例外なのだろうか。

　カリンが不思議に思う中、メイはユキの顔をニコニコと覗のぞき込み、「こんにちは～♪」と優やさしく呼びかける。

　もっとも、ユキがそれに応こたえる様子はない。記き憶おく喪そう失しつだから……というよりも、単に機き嫌げんを損そこねたように、ムスッとしているだけだ。

「あの、ユキさん？」

「……違う」

　メイの再三の呼び掛かけに、ようやくユキが口を開いた。

「私は……ユキじゃない」

「そうなんですか？　じゃあ、ユミさんとか？」

　適当に一文字置き換かえて尋たずね返すメイに、ユキはただ、ジロリと睨にらみ返しただけだった。

　完全に怒おこっている。自分の症状に苛いら立だっているみたいだ。このまま記憶が蘇よみがえらなければ、ずっとイライラしっぱなしに違いない。

　でも、そんなのは嫌だな、とカリンは思う。いくら普ふ段だんからツンツンしているユキだって、そのツンツンが本心からでないことぐらい、カリンは気づいている。だから、何としても助けてあげたい。

「カリンさん、この人恐こわいです……」

　泣きそうになっているメイに、カリンは励はげますように言った。

「お願いメイさん、早くユキちゃんを元に戻もどして！　ボク、ユキちゃんが苦しんでるの見るの、もうやだもん！」

「まあ、カリンさんって、優しいんですね～♪　私、感動しちゃいます！」

「じゃあ早く治ち療りようを！」

「はい、任せてくださいっ！」

　意気投合した魔導士見習いと白衣の天使は、うんと頷うなずき合い、二人してユキに向き直った。

　その勢いに、今度はユキの方が怖おじ気けづいて、身を反らせる。

「な、何よ！　近寄らないで……きゃぁっ！」

　あまり身を反らせすぎたせいだろう。ユキは椅い子すごと後ろに引っくり返り、床ゆかの上に派手に転がった。

「イタタ……。ああ痛いっ！　夢じゃない！　むかつく！」

　よく分からないが、やっぱりイライラしている。

　そんなユキに、カリンとメイはなおも詰つめ寄っていく。

「ユキちゃん落ち着いて！　怪け我がはない？」

「怪我の治療なら任せてくださ～い。これでも包帯には自信があるんですよ～？」

　だがユキはすぐさま立ち上がると、一気にドアの方へと駆かけていく。逃にげ出す気だ。

「待ってユキちゃん！　早く治療をっ！」

「んなもんいるかっ！　べつに怪我なんかしてないし、記憶喪失でもない！　それと私は、ユキじゃないっ！」

　さっきまで黙だまっていたのが噓うそのようにまくし立て、そのまま廊ろう下かへ飛び出す。

　カリンもまた後を追うため、慌あわてて走り出した。

　そのすぐ後ろではメイが、

「まだ包帯巻いてないのに……」

　と嘆なげいていたが、そちらの相手はべつにいい。とにかく今は、ユキだ。

　廊下をひたすら逃げていくユキに向かって、カリンは叫んだ。

「ユキちゃん、ボクを信じて！」

「うるさい！　ミックンのグッズの言うことなんか、誰だれが信じるか！」

「グッズって何！」

　いや、それより「ミックン」って誰だろう。何だか聞き覚えがあるような……。

　いきなり突つき付けられた人名に、カリンはつい頭を悩なやませてしまう。本当にごく最近……昨日も聞いたような気がする名前だ。でも、どこで聞いたのか、全然思い出せない。

　そうしているうちにも、ユキとの距きよ離りはどんどん開いていく。危あやうく曲がり角で見失いそうになり、カリンは考えるのをやめて、追うことに専念し出した。

　もっともユキの方も、どこへ向かうのかは、あまり考えてなさそうだ。時々行き止まりにぶち当たっては、慌てて引き返したりしている。

「出口はどっち！」

　そう叫さけびながら、一階の廊下をひたすらグルグル回る。いつも魔ま法ほう陣じんを潜くぐって魔界とこちらとを行き来してるんだから、その気になればすぐにでもワープできそうなものなのに。

　いや、自分が悪魔だということも忘れているのだ。それぐらいユキは重傷だ。

「そうだ、こうなったら……」

　カリンの中に、いいアイデアが浮うかんだ。

　ユキを捕つかまえる方法だ。ちょっと可哀かわい想そうだけど、やるしかない。

「ユキちゃん待って！」

　カリンは足を動かしながら、懸けん命めいに叫んだ。

「出口に行きたいの？　ボク教えるから、ちょっと止まって！」

「やだっ！　絶対私のこと捕まえる気でしょっ！」

「う、ばれてる……」

　何てことだろう。全然いいアイデアじゃなかった。

　思わず落らく胆たんするカリン。だが今のやり取りは、ちょうどユキの注意を前方から逸そらせる形になった。

　そう、ユキは気づかなかった。ひょっこり曲がり角から現れた人ひと影かげに。

　で、その結果……。

「きゃっ！」

「うあっ？」

　廊下の真ん中で、女の子二人の悲鳴が上がった。それから続いて、派手な激げき突とつ音。

　まさに正面衝しよう突とつを果たし、ユキは相手と一いつ緒しよに、仲よく引っくり返ってしまった。

「ユキちゃん、だ、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　思いがけない事故に、驚おどろいて駆け寄るカリン。しかし、それだけでは済まなかった。

　この騒さわぎに巻き込まれた哀あわれな被ひ害がい者しやはいったい誰だろうと、衝突相手をよくよく見れば。

「……あーっ！」

　顔中口にして叫ぶカリン。無理もない。だって相手は、カリンにとって、誰よりも大事に想おもっている人だったから。

「お、お怪我はないですか、お姉さまっ！」

　打ち付けたお尻しりを押さえて座り込んでいるのは、紛まぎれもなくお姉さまだった。

　いつものポーカーフェイスのまま、目をパチクリさせている。痛がってる……というよりも、突然何かにぶつかられて驚いたようだ。

　だが、驚いたのはお姉さまとカリンだけではない。

「あーっ！」

　ユキもまた、お姉さまを見て大声を張り上げた。

「き、北原さんっ」

「あら……佐さ和わさん？　なぜここに？」

　そしてこれまたお姉さまが、さらに驚いたように、目を二、三度パチクリさせる。

　その光景に、カリンはまたも首を傾かしげた。

（あれ、お姉さまとユキちゃんって、何度か会ってるはずだけど……。どうしてこんなに驚いてるんだろ。それに「サワさん」って、誰？）

　もしかして……お姉さまも記き憶おく喪そう失しつに？　いや、そんなまさか。

　勝手に不安を募つのらせるカリン。その一方で、ユキもまた不安そうにお姉さまを見つめ、尋たずねた。

「あの……本物？」

　その言葉に、お姉さまはまたも目を瞬しばたたかせるのだった。




　それからお姉さまは、ユキを連れて自分の部屋へと戻もどった。もちろんカリンも一緒だ。

「お姉さま、ユキちゃんの様子が変なんですけど……」

　カリンがそう言うと、お姉さまは「そうね」と優しく微ほほ笑えんで、部屋の片かた隅すみを指し示した。

　大きな本ほん棚だなが置かれている一角だ。中にはもちろん、大量の本。そういえば、昨日までに比べて、蔵書が少し増えている気もする。

「カリンはそこで読書をしててちょうだい？　私は佐……ユキとお話があるから」

「はぁい」

　ユキの容態は気になるけど、他ほかならぬお姉さまの頼たのみでは仕方ない。カリンは素直に頷うなずき、本棚の前に移動した。

　見れば難しい魔ま導どう書しよに交じって、見覚えのない背表紙が何冊もある。やっぱり増えたみたいだ。しかも中には、ファイルやノートのようなものまで見られる。

　カリンは試ためしに、そのうちの一冊を手に取ってみた。厚手のノートで、表紙にはペンでタイトルが書かれている。

（ええと、『萌もえ萌えスケッチ資料・コスチューム編』？　これって、どんな魔法が載のってるんだろ……）

　よく分からないまま、パラパラとページを捲めくってみた。

　それはノート……というよりも、タイトルどおりスケッチブックに近いものだった。

　描えがかれているのは、いろいろな服装の女の子達だ。ただし服以外の部分は、かなり簡略化されている。どうやら服装のみに着目した資料集らしい。

　これは、やっぱりお姉さまの手によるものなのだろうか。

（わぁ、このお洋服、フリフリがいっぱい付いてる……。ナナコちゃんのウェイトレス服に似てるなぁ。これ、ボクが着たらどうなるんだろ。似合うかなぁ。お姉さま、「可愛い」って言ってくれるかなぁ……）

　脳内試着からあれこれと妄もう想そうを巡めぐらせ、カリンはポワポワと赤くなる。

　と、そこへ……。

「じゃ、じゃあやっぱり、美み春はるの言ってたことはホントなのっ？」

　いきなり素すっ頓とん狂きような声が部屋中に響ひびいた。

　ユキだ。お姉さまと何かボソボソ話していたみたいだけど、いったい何があったんだろう。

　不意に現実に戻されたカリンは、そのまま恐おそる恐る、二人の方に目を向けてみた。

「信じらんない！　だって、絵が実体化するなんて非現実的なこと、あり得ないのに……」

「でも、現に起きているわ」

「そうだけど！　……っていうか私は、北きた原はらさんのその趣しゆ味み自体も、非現実的に思えてしょうがないんだけど」

「そうかしら。むしろ、私が二次専でないと思われていた理由が知りたいわ。特に隠かくしているつもりもなかったのだけど」

　……何か積もる話をしているらしい。カリンにはよく分からないが。

　いや、そもそも記憶喪失の件はどうなったのやら。

「みんなにも言っているわ。『私は絵画にしか興味がない』って」

　治ち療りようする素そ振ぶりなどまったく見せず、お姉さまはユキに向かって、堂々と言った。

　そしてユキの方も、治療される素振りなどまったくない。

「そりゃそうだけどさ……。でも北原さんって、油絵みたいな絵画コンクールでいっぱい賞取ってるから、まさかミックンと同じ病気だなんて、誰だれも思わないよ……」

　もう普ふ通つうに会話している。しかも、妙みように友達口調だ。

　そんな二人をカリンはポカンと見つめつつ……さらに首を傾げた。

（さっきも聞いたけど、ミックンって……誰？）

　やっぱり聞き覚えがあるような、ないような。渾あだ名なか何かみたいだけど、でもカリンの周りでそんな渾名が付きそうな人なんて……。

（えっと、ミ、ミ……ミツヒメ？）

　たびたびこの女子寮りようを襲しゆう撃げきしてくるヘンタイ悪魔の顔が思い浮うかんだ。もっとも、一応ユキのお姉さんなのだけど。だいたい女の人に「クン」はない。

　あれこれと考え込むカリン。それをよそに、お姉さまとユキは、なおも会話を続けている。

「とにかく、この非現実的な事態は無理やり納なつ得とくするとして……。北原さんは、何でこんな所にいるわけ？　さっきも言ったけど、美春もミックンも、北原さんのこと捜さがしてたよ？」

「そうね、捜されているのよね。……私がいないって、案外早くばれたわね」

「そりゃま、友達がいなくなれば、普通は分かるもんじゃない？　変なニセモノがうろついてたから、紛まぎらわしかったけど」

「変なニセモノ……。もしかして、肖しよう像ぞう画がかしら。それとも月つき代よさん？」

「月代さんがどなたさんだか知らないけど、私が言ってるのは肖像画のこと。いきなりうちに来て朝ごはん食べてたから、何事かと思っちゃった」

「あなたの家？　……ということは、葛かつ本もとくんの家？」

「まあ、私も葛本だしねぇ」

　まったくもって、カリンには理解できないやり取りだ。

　しかもお姉さまと来たら、急に顔を曇くもらせて、「なぜかしら……」と不安げに呟つぶやきだした。これにはカリンの方も気が気じゃない。

（うぅ、お姉さまが何か困ってるよぉ。いったいどうしたんだろ。もしボクでよければ、いっぱい話を聞くのに……）

　それなのにお姉さまは、ユキと二人で話し込み、こちらには声を掛かけてくれない。とてももどかしい想おもいに、カリンは胸をキュゥと痛めた。

　と、そこへ。

「ねえカリン、ちょっとこっちへ来て？」

　不意にお姉さまが振り向き、手招きした。

「は、はいっ！」

　待ってましたとばかりに、お姉さまのもとへ駆かけ寄る。するとお姉さまは、カリンの手を取って、その顔をじっと見つめてきた。

　いつもの優やさしい眼まな差ざしに、微かすかに憂うれいを帯びているのが分かる。

「ねえ、カリン。カリンは私のこと、好き？」

「え……？　も、もちろんですっ！」

　そんな分かりきったこと、どうして今さら聞くんだろう。

　不思議に思いながらも頷うなずくカリンに、お姉さまは「そうね」と微ほほ笑えんだ。

「私も、カリンのことが大好きよ。カリンのことも、それに……他ほかの嫁よめ達のことも」

「あー、お姉さま、浮うわ気きしちゃダメですっ」

「フフ、ごめんなさいね」

　小さく焼きもちを覚えるカリンを優しく宥なだめてから、お姉さまは、そっと顔を逸そらした。

「とにかく……私は二次専よ。この世界にいるみんなこそが嫁だわ。だから……」

　だから……と言葉を続けようとして、お姉さまは口を噤つぐんだ。

　そして、改めて何かを言いかけた、その時。

　突とつ然ぜん、部屋の扉とびらがバタンと開かれた。

「大変ですお姉さまっ！」

　そう叫さけびながら飛び込んできたのは、カリンの見知っている女の子だった。

　ポニーテールに青いローブ。その下から覗のぞくのは、セクシーなタンクトップとホットパンツ。同じ黒くろ魔ま法ほう科の先せん輩ぱい・プラムだ。

　彼女もまたカリンと同じで、お姉さまのことが大好き。しかしそのおかげで、カリンをライバルとして目の敵かたきにしている。正直、困った相手だ。

　もっともお姉さまは、そんなプラムにも分け隔へだてなく、優しく接しているけど。

「あらプラム、どうしたの？」

　ごく普通に尋たずね返したお姉さまに、プラムがすかさず走り寄る。

「はい、それがですね……って、ちょっとカリン。どうしてあんたがここにいるの？」

「ボクがいちゃいけないんですか、プラム先輩？」

　カリンはムッとして尋ね返した。挑ちよう発はつだと分かっていても、つい反応してしまう。

「いけないに決まってるわ。だってここは、お姉さまとプラムの愛の巣なんだもの。おバカなボクっ娘こは、自分の部屋でオネショでもしてればいいんだわ」

「お、オネショって……」

　それはつい最近アサミが勝手に流した、根も葉もない噂うわさだ。もちろん真っ赤なウソだけど……でも、お姉さまには聞かれたくなかった。

「ひどいっ！　ボク、オネショなんかしてないもんっ！」

「あ～ら、誤魔化してもダメよ？　あんたの部屋の窓にずぶ濡ぬれのシーツが干してあったの、ちゃんとこの目で見たんだから！」

「あれはナギサちゃんがビニールプールを引っくり返しただけだもん！」

「え、プール？　……そ、そんなのプラムにはちゃんと分かってたわ！　ちょっとからかっただけなんだから、ムキにならないでちょうだい」

　何だかいきなり弱気になったのは、たぶん噂を本気で信じていたからに違ちがいない。

　それでも強がりなプラムは、咳せき払ばらいを一つして誤魔化すと、再びお姉さまの方に向き直った。

「で、大変なんですよ、お姉さまっ！」

「ええ、いったいどうしたと言うの？」

　何だか進展しない話題に苛いら立だつこともなく、お姉さまは尋ねた。しかも顔が綻ほころんでいる辺り、さすが人間ができているんだなぁ……と、カリンは感心するばかりだ。

　しかし……次のプラムの一言で、そんな呑のん気きなことは考えていられなくなった。

「今、この寮りようにミツヒメが現れたんです！」

「え、またなの？」

　思わずカリンは顔をしかめた。

　もうこれで何度目になるのやら。毎回この寮でイヤラシイことをしようとして、カリンやアサミに返り討うちにされているのに、全然懲こりてない。妹のユキも手を焼いているみたいだし、本当に困った悪魔だ。

　そう思いながら当のユキの方を見ると、なぜか割と無関心な顔で見つめ返された。

「……何よ。私の顔に何か付いてる？」

「え？　ううん、そうじゃなくて……ミツヒメが来ちゃったけど、ユキちゃんはどうするかなって思って」

「ミツヒメって誰だれ？」

「……あ、そうか。記き憶おくがないんだよね」

　じゃあ分からなくても無理ないか。

　カリンがそう納なつ得とくする一方、お姉さまは何やら浮うかない顔をしている。

「まさか……本人じゃないわよね」

　そんな独り言が、お姉さまの口を衝ついて出た。

　きっと不安なのだ。あのエッチな悪魔が襲しゆう撃げきしてきたことが。

　カリンはやはりそう納得し、続いてプラムの方を見る。

「プラム先輩、ミツヒメはどこに？」

「階段よ。何か知らないけど、一心不乱に駆かけ上がって来てるわ」

「階段ですね？　分かりました。ボク、追い払ってきます！」

　そう言って、カリンは勢いよく部屋を飛び出した。が、後からプラムが付いてくる。

「ちょっと待ちなさいよ！　カリンばっかりいい格好させないんだからっ！」

「プラム先輩こそ、お部屋でおとなしくしてたらどうですか？　ミツヒメにエッチなことされても知りませんよ？」

「何を生意気な！　プラムはとんでもなくエッチなことされたって、全然平気なのよっ！」

　もはや言ってることが無茶苦茶だ。

　しかし先へ行くに連れ、二人の言い合いは落ち着いていく。なぜなら、どちらも想おもいは同じだからだ。

（絶対、お姉さまを守ってみせる！）

　カリンもプラムも、ただそれだけを願い、走った。

　やがて階段に辿たどり着く。下からはっきりと、何者かの駆け上がってくる音が聞こえる。

「さあ来い、ヘンタイ！」

　プラムが叫さけんだ。するとそれに驚おどろいたかのように、足音がピタリと止まった。

　警けい戒かいしているのだろうか。でも、それはむしろこちらの方だ。

「悪あく魔まさん、来なくていいから、早く帰ってよっ！」

　カリンもまた、叫ぶ。

　すると、コツコツと階段を踏ふみ鳴らし……。

「待ってくれ、カリンちゃん、プラムちゃん！」

　そう言いながら、ついに人ひと影かげが上がってきた。

　ミツヒメ……のように、カリンの目には映った。でも、ちょっと様子が変だ。

　タキシードに身を包んだスタイルは、いつものミツヒメだ。顔も髪かみ形がたも、やっぱりミツヒメだ。なのに、背中とお尻しりに付いているはずの、翼つばさと尻しつ尾ぽが見当たらない。

　しかも、口調までどこか変だ。

（おかしいなぁ。あの悪魔さんはボクのこと、「カリンたん」って呼んでたはずなのに……）

　もしかして、他人の空似だろうか。もしそうなら、迂う闊かつに攻こう撃げきするのはまずいかもしれない。

　そう思い、どうしたものかと考え込むカリン。しかしプラムの方は、そこまで気が回らないらしい。

「やいこのヘンタイ悪魔っ！　あんたなんかプラムの魔法で消し炭にしてやるわっ！」

　とても物ぶつ騒そうなことを喚わめきながら、横で攻撃魔法の呪じゆ文もんを唱え始める。

　このまま放ほうっておいていいものか……。カリンは一いつ瞬しゆん迷ったが、すぐに決意し、プラムとミツヒメ（？）の間に割り込んだ。

「待って、プラム先せん輩ぱい！」

「何よカリン、邪じや魔ましないで！」

「でも、でも！　この人もしかしたら、違うかも！」

　だって……何かおかしい。いつものミツヒメなら、この時点で襲おそいかかってきていいはずだ。でも、それをしないということは……。

「ねえ、キミは……」

　振ふり返りながら、カリンはタキシード姿の人物に向かって尋たずねた。

「……キミは、ミツヒメ？」

「違ちがうよ、カリンちゃん！」

　相手は必死な顔で、そう答えた。

「僕はミツヒメじゃない！　僕は……」

　そう言いながら、こちらに近づいてくる。とても真しん剣けんな眼まな差ざしで。

　その姿に、カリンはふと、誰かを思い出した。

（あれ？　何だろう。この人、よく会う気がする……。ミツヒメじゃなくて、もっと違う誰か。優やさしいけど、ちょっとエッチで、でもボクのことがとっても大好きな……）

　誰だろう。つい最近……そう、昨日も会ったような気がする。ものすごい人混みの中で。

　でも、記憶が曖あい昧まいでよく分からない。ただ一つ言えるのは……。

「ねえ、キミは男の子？」

　わずかな記憶にすがりながら、カリンはそう尋ねた。思い出しかけているその人は、確か、男の子だったような気がする。

　そして……カリンの問いかけに、ミツヒメに似たその子が、コクリと頷うなずいた。

「そうだよ！　僕は男だよ！」

　そう主張し、分かってもらえたことが嬉うれしいと言わんばかりに、こちらに手を伸のばしてくる。

　でも、あいにくその手はカリンに届かなかった。

「女子寮りように男が入って来んなっ！」

　至し極ごく真っ当な理由とともに、プラムのハイキックが、その子に炸さく裂れつしたからだ。

　ゲシッ！　と大きな音を立て、青いローブを捲まくって伸びた細い脚あしが、ミツヒメ（？）の身体からだにぶち当たり、相手のバランスを大きく崩くずさせる。

　そのあまりの不意打ちには、もはや向こうも呻うめくしかない。

「うぐぁっ？」

　疑問と苦痛を一いつ緒しよくたに混ぜ、ミツヒメ（？）は階段を転がり落ちそうになる。

「わ、危ない！」

　カリンはそう言いながら、とっさに腕うでを伸ばした。とにかく目の前の少年を助けようという、ただそれだけの想いで。

　だが……。

「……あれ？」

　ちょっと行き先がずれたと見えて、指先が相手の胸を突ついた。

　その瞬間、カリンははっきりと感じた。とても男の子のものとは思えない、ある感かん触しよくを。

　ふにっ、としていた。

「あぅっ」

　落ちかけていたミツヒメ（？）が、思わぬ一撃に軽く喘あえぐ。しかしその声が、ついにカリンの判断を決定づけた。

「お、お……」

「どうしたの、カリン？」

　プラムが不思議そうな顔で、こちらを覗のぞき込んでくる。

　だがカリンは、そんなプラムを無視して一言。

「女の子だっ！」

　大きく叫さけび、身構えた。

　そう、ここにいるのは女の子だ。ということは、ボクの知ってる「誰だれか」じゃない。これは正しよう真しん正しよう銘めい、紛まぎれもなくミツヒメ本人。だったら早く撃退しなくちゃっ！

　ここまで決まれば、あとは早い。カリンの口から、素す早ばやく呪文が繰くり出された。

「冥めい王おうの名のもとに命ずる！　邪よこしまなる妖よう魔まよ、その身を業ごう火かに焼き焦こがせっ！」

　必殺、冥王炎武ハデス・フレア。カリンが得意とする、最大級の攻撃魔法。それが今、ミツヒメに向かって放たれた。

　とっさに身を捻ひねるミツヒメ。と、同時に……。

　ドゴォォォォォォォン！

「うぁぁぁぁぁっ！」

　直ちよく撃げきは避さけたものの、ミツヒメはそのままバランスを崩し、ゴロゴロと階段を転げ落ちていく。代わりに寮の壁かべが派手に粉ふん砕さいされ、大量の砂すな煙けむりを巻き上げた。

　おかげでミツヒメの姿が見えない。もっとも、逃にげた可能性の方が高いけど。

「これでよし、と」

　一仕事終え、カリンはふうと息をついた。

　そこへ足音が二つ、パタパタと駆かけ寄ってくるのが聞こえた。お姉さまとユキだ。

　二人ともミツヒメが撃退されて安心した……かと思いきや、何やら複雑そうな表情をしている。

「ねえ北原さん、今のってミックン……？」

「そうね……。ちょっとした不幸な事故だわ」

　そんなことを少し囁ささやき合うと、お姉さまはユキから離はなれ、カリンのそばへ寄ってきた。

　そして……急に抱だき締しめられた。後ろから、ギュッと。

「お姉さま……？」

「カリン……心配しないで。私はどこへも行かないから」

　何を言ってるのだろう。

　カリンは軽く後ろを見やる。でもお姉さまの表情は、いつもの優やさしいそれに戻もどっていた。

　だからカリンは、頷うなずいた。

「はいっ、お姉さま。ボク、お姉さまのこと絶対守ってみせますからねっ」

　元気よく、いつもどおりに。
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　魔ま法ほう学園女子寮りようでミツヒメが手配されたのは、それからすぐのことだった。

　おそらくカリン達から通報があったのだろう。館内放送でその旨むねを告げたのは、魔法学園で絶対的な権力を握にぎる人物──の補ほ佐さ役。

「生徒会長に代わり、私、副会長チナツがお報しらしぇします！」

　相変わらず舌の回らなさを露ろ呈ていしながら、放送機器を通じて寮中に演説を迸ほとばしらせるのは、かつて光みつ宏ひろも呼び出したことのある美少女生徒会副会長だった。

「現在、寮内にミツヒメというヘンタイさんが侵しん入にゆうしています。女子なら見境なく涎よだれを垂らして襲おそいかかる危険な人です。皆みなさん、充じゆう分ぶん注意してください。もし目撃された方がいましたら、我々生徒会に生ゴミの日が水曜日に変わりましたとご一報を……ってお姉さまぁ、わざと変な原げん稿こう混ぜてニヤニヤしないでくださ──きゃぁ！」

　続いてバサバサと紙の舞まう音が、あちこちのスピーカーから響ひびき渡わたった。何かドジっ娘こらしいアクションを仕出かしたのだろう。

　ちなみに、絶対的権力者である生徒会長というのが、他ほかならぬ「お姉さま」であることは、言うまでもない。

「……で、どうすればいいんだ、これ」

　大々的指名手配の声を聞きながら、光宏はそっと独りごちた。

　とりあえずカリンから逃にげ出し、留守の部屋を見つけて隠かくれたはいいものの、これでは身動きが取れない。

　そもそもこの服装が間ま違ちがいだったのだ。先ほどユキに渡されたのは、明らかにどこかで見たような漆しつ黒こくのタキシード。おかげで思いっきりミツヒメの姿だ。

　もっとも、それしきで自分がミツヒメ本人に間違われるとは、さすがに思ってなかったけど。

「そうか。カリンちゃん達って、二次元と三次元の見分けができないんだ……」

　頭を抱かかえ、光宏は呟つぶやいた。

　だいたい彼女達は、自分がイラストであることを自覚してない。ならば二次元と三次元の区別なんて、まったくつくはずがないのだ。だから光宏とミツヒメの違いを決定付けるのは、それこそ性別ぐらいしかないのだが──。

　嗚あ呼あ、この胸だ。何でそのままにして来てしまったんだろう。

　そもそも月つき代よに頼たのめば、元に戻もどしてくれたのではないか。あいつの描かいたキャラが仕出かしたことなんだし。

　光宏がそんなことを考えて嘆なげいていると、不意に部屋の床ゆかがボゥッと輝かがやいた。

「わっ、何これ？」

　思わず声を上げる。が、見れば床に現れたのは、紫むらさき色いろの魔法陣じん。そして光宏の記き憶おくによれば、これを通って出てくるのはただ一人。

「ちょっとぉ、私がせっかく協力してあげたのに、何ドジってんのよっ！」

　そう言いながら、せり上がるようにして顔を出したのは、やはりユキだった。たぶん今現在、唯ゆい一いつ味方になってくれている二次元だ。

　光宏はホッと胸を撫なで下ろし、それから彼女に向かって力なく笑ってみせた。

「ごめん。ちょっと侵入用の衣い装しようがまずかったみたいで」

「まったくもう……。そうならそうと先に言いなさいよ。あの時言ってくれれば、私の替かえのドレスだって用意できたのに」

「え、ユキちゃんのドレス？」

　ということは、そのピンク色のお姫ひめ様さまドレス？　それは何と言うか、ちょっと……。

「ねえ、どうして絶句してんのよ。私の普ふ段だん着ぎなんだけど？」

　ユキが思いっきり機き嫌げんを損そこねて光宏を睨にらむ。どうやら気に障さわったらしい。が、ここで協力態勢を崩くずされるのは非常にまずい。

「い、いや、べつにそういうつもりじゃないんだ」

　仕方なく、光宏は慌あわてて言い繕つくろった。

「ただその、同じ女装でも、僕はこういう地味目な色の方が好きっていうか……」

「はぁ、何言ってんの？　それ男装よ？」

「……え？」

　そうだった。言われて今気づいた。

　もうずっと「ミツヒメの衣装」として刷り込まれていたが、考えてみたらタキシードは根本的に男性用。男が着たって女装にはならない。

　むしろ女子寮に忍しのび込むために、わざわざ正装しただけである。どう考えても、ただのヘンタイだ。

「しまった。やっぱりタキシードの時点で思い直すべきだった……」

「何しょげてんのよ。言っとくけど、私、もう着替えは持ってきてないんだからね？　新しい服が欲しければ、あんたが自分で何とかすればいいじゃない」

　ユキにそう冷たく言われて、光宏はなおも肩かたを落とすばかりだ。

　結局彼女も、完全な味方にはなっていない。協力的な素そ振ぶりを見せてくれたとはいえ、全面的に頼たよるのは難しそうだ。

　そもそも──今のユキは、紗さ衣えの味方のはずである。紗衣が召しよう喚かんしたのだから。

　ならば、もしかしたら彼女の事情について、何か知っているかもしれない。

「ねえ、ユキちゃん」

　光宏は気を取り直し、彼女に訊たずねた。

「北きた原はらさんは、君に何か言ってなかった？　どうしてここに籠こもったかとか」

「……そんなの、私が教えるわけないじゃない。お姉さまがそれを望まないんだから」

　ユキの態度は頑かたくなだった。

　……いや、頑なになっているのは、おそらく紗衣自身だ。主あるじが頑なだからこそ、その愛まな娘むすめ達も同じ態度を取る。

　そんな中で、ユキが少しでも協力的な素振りを見せてくれたのは──たぶん彼女が、主に対して素す直なおじゃないからだろう。何しろツンデレだし。

「やっぱり、北原さんに直接訊きくしかないか……」

　光宏はそう呟くと、そっと部屋のドアに近づき、聞き耳を立てて外の様子を探さぐった。

　ひと気はない。ただ、迂う闊かつに出歩くのが危険だということは重々承知している。

　そう、まずはこの姿だ。さすがにミツヒメに見えるのはまずい。

「ユキちゃん、念のために訊いておくけど、僕がもともと着てた服も持ってない？」

「言ったでしょ？　着替えなんか持ってきてないって。あんたの服なら、私の家で預かってるわ。べ、べつにお洗せん濯たくまではしてあげる気ないからね？　勘かん違ちがいしないでよね？」

「勘違いするつもりはないけど、ユキちゃんの家って魔ま界かいでしょうに……」

　これまたずいぶんとエライ場所に預けられたものだ。となると、結局女装しかないのか。

　もう溜ため息以外出てこない。いくらここがミラージュ・ネルだからって、何も自分まで萌もえキャラになることないじゃないか。

「こんなの絶対変だよ。僕は萌える側であって、決して萌えられる側じゃないのに……」

　ブツブツと不平を漏もらしはするが、このまま渋しぶっていても埒らちが明かない。光宏は観念して、新たな衣装をゲットするべく、周囲を見回した。

　今まであまり注意していなかったが、かなり少女趣しゆ味みに偏かたよった内装だ。絨じゆう毯たんにカーテン、家具類と、すべてがピンクを基調にしたカラーリングになっている。

　唯一、二台あるベッドのうち一台だけが、落ち着いた緑色でささやかな抵てい抗こうを示していた。

　ちなみに二台ある理由は、この部屋が二人の女の子に使われているからだろう。思えばカリンとナギサも、二人で共同の部屋だった。

　そして簡素な緑のベッドに対し、もう一台のピンクのベッドでぬいぐるみが山盛りになっている辺り、この全体的な少女趣味は、どちらか一方のごり押しに違いない。

「共同生活って大変だなぁ……」

　いったい誰だれの部屋なんだか。

　そんな要いらぬ心配をしながら、光宏の目はクローゼットへと向けられた。これまた二人分あるが、色はどちらも同じ、白。

　ほんの一いつ瞬しゆんためらってから、そのうち一つの扉とびらを、怖こわ々ごわ開けてみた。と、そこには当然、女物の衣装が山ほど詰つまっている。この中から、自分でも着られそうなものを探すのだ。

　さっそく、物色を始めた。……何だか、やっていることが完全に下着泥どろ棒ぼうだが。

「ええと……このピンクのシャツはさすがに恥はずかしいな。こっちのブラウスはすごいフリフリだらけだし。下はミニスカートばっかりで、ズボンみたいなのはないか……。やっぱり少女趣味だなぁ。じゃあ、もう一つのクローゼットを見た方がいいかな……」

　そんなことを言いながら、何気なく下の引き出しを開ける。と、その途と端たんに、中で圧縮されていた柔やわらかな布切れの一団が、モフッと弾はじけるように一気に溢あふれ出してきた。

　桃もも色いろ、水色、薄うす黄色──。材質同様、柔らかな色しき彩さいの数々が視界を覆おおい、そこにあしらわれた無数の細かなフリルが、光宏の手足を優やさしくくすぐってくる。

　わけも分からぬまま一枚を手に取り広げてみれば、実に見事な逆三角形。

「わっ、何コレ？」

　叫さけんだところで、どう見てもパンツだ。

「ちょっとぉ、女の子の部屋でパンツ撒まき散らかすなんて、何考えてんのよっ！」

　さすがにユキも怒いかり心頭のご様子である。

「ご、ごめん、すぐに片づけるから！」

　光宏は顔中真っ赤にしながら、絨毯の上に散らばったパンツを必死で搔かき集め出した。しかしどれもデザインが可愛かわいいだけに、触ふれるだけで意識がトリップしそうになる。

　ほんと、いったい誰の部屋なんだ……。

　光宏がそう思った刹せつ那な。不意に入り口の扉がバタンと開かれた。

「あ、あなた、私達の部屋で何してるんですかっ！」

　そんな悲鳴に振ふり返れば、そこには制服の胸に剣つるぎ型がたの紋もん章しようを縫ぬいつけた二次元女生徒が、啞あ然ぜんとした顔で佇たたずんでいた。

　チナツだ。ついさっき館内放送でドジっぷりを晒さらしていた、生徒会副会長様だ。

　そしてその隣となりには、彼女のルームメイトと思おぼしきもう一人の少女が立っている。

　こちらはヤヨイ。巫み女こ装しよう束ぞくに身を包んだ、凜り々りしき退魔師という設定の二次元娘だ。

　片や萌え好きご用よう達たしのドジっ娘こ副会長。片や寡か黙もくな戦うヒロイン。何ともチグハグな組み合わせだが、作者の紗衣がルームメイト同士と設定したならしょうがない。

　それよりも問題は、大量のパンツを抱だき締しめている光宏の方で。

「へ、ヘンタイですっ！　ヘンタイがいます！　わ、私どうすればいいんですかっ？」

　涙なみだ目めになったチナツが、無意味にくるくる回りながら叫んだ。ご一報どころか現行犯を目まの当たりにして、情けないほどに動転している。

「待ってチナツ副会長、これは違うんだ！」

「違わないですっ！　やだやだ、助けてヤヨイちゃん！」

　泣きながらヤヨイの背を押す副会長。なるほど、ここはバトル専門の人に任せる気か──と思いきや。

「き、貴様……」

　並の怒りにしては不自然なほどに顔を紅潮させたヤヨイが、キッと光宏を睨にらみつけた。

　続いて、寮りよう全体を揺ゆるがすほどの巨きよ大だいな一いつ喝かつが。

「私のぱ、パンツで、何をしているっ！」

「え、これヤヨイさんの？」

　ということは、この部屋の少女趣味も、すべてヤヨイさんのせい？　何そのギャップ萌え。

　戦うヒロインの意外な一面を垣かい間ま見みたことに、光宏が仄ほのかな幸せを感じた瞬間──。

「滅っ！」

　ヤヨイがものすごい形相で何か唱えた。と、同時に、彼女の周囲に無数の炎ほのおの矢が生まれ、こちら目がけて飛んでくる。

「ま、待ってヤヨイさん！　これは誤解だ！」

「問答無用だ、この極ごく悪あく妖よう魔まめっ！」

　いや、妖魔になった覚えはない。

　ともあれ、もう何を言っても聞き入れてもらえる様子がないのは明らかだ。こうなっては、ただ逃とう走そうあるのみ。

「ご、ごめんなさい！」

　とりあえず謝ってその場にパンツの塊かたまりを放ほうり出すと、光宏は火の雨を搔い潜くぐり、少女達の隣をすり抜ぬけて廊ろう下かへ飛び出した。
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「何っ！　私のパンツが燃えただとっ？」

　何やらヤヨイが悲ひ惨さんなことを口走ったが、振り返って確かく認にんする余よ裕ゆうもない。

　結局着き替がえることもできず。唯ゆい一いつ味方になりそうなユキもその場に置き去りにし。

　光宏は、再び逃亡を始めたのだった。




　　　　２




「ねぇ知ってる？　ミツヒメったら、ヤヨイ先せん輩ぱいのパンツで焚たき火をしたんだって！」

「さすがミツヒメ……。とんでもないヘンタイさんですね！」

　そんな会話が扉とびらの向こうを通り過ぎていくのを聞き終え、光みつ宏ひろはフゥと溜ため息をついた。

　あれからどうにか追っ手を撒まき、寮内をひた走ること十分。気がつけば一階まで来ていた。

　いや、紗さ衣えがいるのは三階なのに、下りてきてどうするんだ、という話だが。

　しかし、上へ行くほど警備が強化されているとなれば、仕方がない。もう階段など上った日には、カリンに魔法で吹ふき飛ばされるのがオチだ。

「みんな、お姉さまを守ろうと頑がん張ばってるんだな……」

　実に素す晴ばらしい愛だ。すごく迷めい惑わくだけど。

　頭を悩なやませながら、光宏はゆっくりと振り返った。

　白い壁かべと白いベッド。白いカーテンの隙すき間まからは、これまた白い陽光が差している。何もかもが白い。加えて、清せい涼りよう感を伴ともなうミントの香かおり。

　医務室──と扉のプレートに書いてあった。もっとも、今は誰だれもいないようだけど。

　さっきの会話が近づいてきたため、とっさに逃にげ込んだのがここだった。

「うーん、もっと人目につかなそうな部屋の方がいいんだろうけど……」

　そう独りごちながら、足音を立てぬよう、そっと辺りを歩き回り様子を見る。

　簡単な医い療りよう道具の類たぐいが、よく整理されてあちこちに置かれているが、取り立てて役立ちそうなものはない。隠かくれられる場所も、ベッドの中とか下とか、せいぜいそれぐらいだ。

　あまり長居するべき場所じゃない。が、あいにく迂う闊かつに出られもしない。

「参ったなぁ」

　もう一度溜め息をつくと、光宏はベッドの方に歩み寄った。

　いかにも医務室のものらしく、余計な装そう飾しよくは一いつ切さいない。白いパイプを組み合わせて作られた、あくまで横たわることだけが目的の、簡素なデザインだ。

　不意に疲つかれを覚え、腰こしを下ろした。

　押し返してくる硬かためのスプリングが、むしろ心ここ地ちよい。

「少し休もう……。で、その間に、何か作戦を立てよう」

　あくまで前向きな心を保とうと、口に出しながら光宏は思案する。

　とにかく問題なのは、周りが敵ばかりという事実だ。カリンもプラムも、チナツもヤヨイも、それに寮中の萌もえっ娘こが、光宏をミツヒメと勘かん違ちがいして追っている。

　そんな中で、唯一の例外がユキなのだが──。

「ああ、何で連れてこなかったんだろう……」

　今さらながら、後こう悔かいでいっぱいだ。

　せめて、もう一度彼女が助けに来てくれればいいのだが。確かあの魔法陣じんを使って、簡単にワープしてこられるはずだ。

　いや、それだけじゃない。魔法陣を利用して、人をワープさせることだってできる。以前紗衣がその方法で、葛かつ本もと家の廊下に飛び出してきたことがあった。この手段を使えば、あちこち逃げ回らずとも、一気に紗衣のいる部屋へ──。

「……って、さっきお願いしとけばよかった」

　まあ、今いま頃ごろ思い出しても手て遅おくれか。

　それに、ユキが素直に言うことを聞いてくれるはずもない。何度も言うが、ツンデレなのだし。

　むしろ頼たよるべき相手は、当の紗衣ではないのか。

　光宏はそう思い、ポケットから携けい帯たい電話を取り出した。着替えはしたが、念のためこれだけは持ってきている。

「……そうだよ。要は北きた原はらさんに連れん絡らくが取れればいいんだ」

　実際に顔を合わせなくても、これがあれば会話はできる。

　……と、単純に言えるだろうか。

　今朝かけた時は繫つながらなかった。では、ここではどうか。同じ世界にいるから通じるという保証はない。そもそも、この世界に電波というものが存在しているのかも謎なぞだ。

　もし、また通じなかったら──。

「もうただのイラストデータ集だな、これ……」

　ディスプレイに映ったカリンのイラストを眺ながめながら、光宏は呟つぶやいた。

　連絡手段にならないのでは、絵を眺める以外に用よう途とがない。せいぜい鑑かん賞しようの副作用で、二次元を召しよう喚かんするぐらいだ。

　いや──その召喚も、今はできないのか。

　公園では誰も呼び出せなかった。月つき代よの描えがいた双ふた子ご悪あく魔ま以外は。

「たぶん、全員北原さんに呼び出された後だからだろうな……」

　おそらく、それが理由だろう。今なら分かる。

　紗衣の描いた二次元の女の子達は、みんなここにいる。ミラージュ・ネルの住人として、紗衣の願望によって具現化し、ここで紗衣と戯たわむれているのだ。

　もっとも、これがいつもどおりなら、光宏が望めば簡単に横取りできてしまったわけだが。

「それができなかったってことは──要するに、北原さんの萌え心が、僕でも太た刀ち打うちできないぐらい強くなってる、と？」

　そういうことになるのだろう。でも、いったいなぜ。

　……まあ、どうせ抜ぬけ出す仕組みなんて解明されてないのだし、あれこれ考え込んでも仕方ないか。

　むしろ今は、電話をかけるのが先だ。ダメモトだっていい。通じない度合いで言えば、夏祭りの時の方が、ある意味もっと悲ひ惨さんだったし。

「確か、アナザーワールドじゃ月代のノートパソコンが生きてたから、異空間でも無線は通じるんだよな。だったら、電話もかけられるかも。つまり今朝電話に出なかったのは、単に居留守ってことで……？」

　ブツブツ言いながら、光宏は改めて、アドレス帳から紗衣の電話番号を呼び出した。

　送信ボタンを押すと同時に、スピーカーの奥でコール音が鳴った。そして──。

『……もしもし？』

　声がした。

　一いつ瞬しゆん、興奮のあまり叫さけびそうになった。が、すぐに思い止とどまる。

　この声は、紗衣ではない。

「もしもし、君は……誰だれ？」

　恐おそる恐る訊たずねる光宏。どこかで聞き覚えのある声だが、果たしてどの娘だろう。

「それ、北原さんの携帯だよね？　君はいったい……」

『北原さんならお出かけ中。……ねえ、そっちはミックン？』

「……え？」

　いきなり名を呼ばれ、光宏は面食くらった。いや、携帯電話にこちらの名前が表示されていたとしても、「ミックン」と呼んでくれる女の子は、そうそういない。

　だいたい今は、みんな揃そろって紗衣の嫁よめだ。紗衣のものになっていながら、光宏にそう親しげに接してくれる相手と言えば──。

『ねえ、ミックンなんでしょ？　何とか言えよおい！』

　いきなり怒ど鳴なられた。誰だこれ。こんな乱暴な娘、いたっけか。

『ちょっと、聞いてんの？　応こたえろこの二次専野や郎ろうっ！』

「え、あの、えっと……失礼しましたっ！」

　わけが分からず、光宏は慌あわてて電話を切った。

　心臓がバクバク言ってる。本当に誰だ、今のは。

「なんか佐さ和わっぽかったような……いや、まさかそんな」

　アハハ、と乾かわいた笑いが口をついて出る。

　しかしそこで、ふと思い出す。自分が双子に拉ら致ちされた時のことを。

「そう言えば……あの時、佐和のやつがいた──」

　すべて見られたのだ。けど、だからってその佐和がここに来ているのはおかしい。

「うん、やっぱり何かの間ま違ちがいだよな……」

　そう自分に言い聞かせたのも束つかの間。携けい帯たい電話が、突とつ如じよ激しく鳴り響ひびいた。

　ディスプレイに「北原さん」と表示されている。どう考えても今話した相手だ。

「や、やばい！　何だか分からないけど、とにかくやばい！」

　もはや本能レベルにまで到とう達たつした危機感に、光宏はすぐさま電源を落とした。

　我ながら何やってんだ、とは思うけど。そんなに佐和が恐こわいのか、自分は。

　そう呆あきれながら、ものも言わなくなった携帯電話を、再びスーツのポケットにねじ込んだ。……と、そこへ。

「ただ今戻もどりました～」

　一難去ってまた一難。突如能天気な声が響き渡わたり、医務室のドアがバタンと開け放たれた。

　思わずギョッとして光宏が顔を上げると、そこにはピンクのナースエンジェルが、無む駄だにニコニコ顔で立っていた。

　メイだ。実に昨日ぶりだ。しかも「ただ今」ってことは、ここは彼女の縄なわ張ばりか。さすがナース。

「あれ、先生ったら、まだ戻ってらっしゃらないんですか～？　しかも患かん者じやさんを待たせて……」

　そう言いながら、彼女はこちらへトテトテと近づいてくる。だが残り一メートルほどまで接近した途と端たん、不意にピタリと足を止めた。

「……あらまぁ」

　そして分かりやすい驚きよう愕がくの台詞せりふをのんびりと読み上げ、メイはそのトロンとした目を、ちょっとだけ見開いた。

「もしかして、ミツヒメさんではないですか？」

「……違います」

「でも、お顔がそっくりで～す♪」

「好きで似てるわけじゃないです……」

「そうなんですか？　でも、どのみち通報するので、動かないでくださいね？」

　ダメだ。説得しようにも、聞いちゃいない。

　焦あせる光宏の前で、メイは颯さつ爽そうと、一ひと抱かかえはあろうかという巨きよ大だいな注射器を取り出した。

　いったいどこに収納されていたのかは謎なぞだが。しかもその先端でギラギラ光る針は、パッと見、五十センチはある。

「フフ、動かないでくださいね～？」

「待ってメイさん、それ何！」

「麻ま酔すいで～す。ぐっすり眠ねむっちゃってください♪」

「いや、そんなの刺さされたら、眠る前に死ぬ！」

　むしろ永えい眠みんだから間違いじゃないと？　べつに上手うまいこと言えばいいってもんじゃないぞ。

「よせ、来るな、来ないでください！」

「だめですよ～？　痛くしませんから、リラックスですよ？　ね？」

　優やさしくあやすような声で、じわじわと迫せまりくるメイ。とは言えその接近を許せば、間違いなく命の危機だ。

　だから光宏は、とっさに横へ回かい避ひした。

　後に残った誰もいない空間を、巨大な注射針がグサリと貫つらぬく。これは、かなり本気だ。

「あ～、逃にげちゃダメなんですよ～？」

　そんな世よ迷まい言ごとを口にするメイから、一刻も早く逃げようと、光宏はベッドから転げるように走り出す。だが──あいにくその行く手は、すぐさま別の人物に阻はばまれた。

　いつの間に来たのだろう。光宏が向かおうとした医務室の入り口に、見知らぬ二次元キャラが立ち、こちらをじっと眺ながめていた。

　長身長ちよう髪はつの少女だ。ただ、顔立ちは幼い。少なくとも自分と同じぐらい。かつ、メイよりは若そうだ。それでも、このおとぼけ天使に比べて、どことなく大人びた雰ふん囲い気きを感じるのは──やはり身に羽織った「白衣」のせいだろう。

　そう、白衣だ。落ち着いたベージュの服の上から、コートのように白衣をまとい、さながら医者か科学者といった出いで立ちである。これでメガネでもかけていれば相当ベタだ。が、さすがにベタすぎて、それは歌うた川がわミウミも避さけたらしい。

　加えて、彼女には大きな特とく徴ちようがもう一つ。耳がエルフだ。

「誰……？」

　光宏は思わず呟つぶやいた。歌川ミウミ作のキャラを全員把は握あくしていればこそ、見知らぬ二次元には過か敏びんに反応してしまう。

　しかもここは本物のミラージュ・ネル。リリアンとエステルの姉し妹まいとは違って、正しよう真しん正しよう銘めい、紗衣の手がけたイラストに違いないのだ。

「あ、先生、お帰りなさ～い」

　注射器を構えたまま、メイが嬉うれしそうに挨あい拶さつした。

　先生──か。そういえば、さっきもチラリと、そんなことを言っていた。すると、この医務室の主あるじはメイでなく、この白衣の少女ということになるが。

「メイさん、その子は？」

　白衣の娘むすめは特に警けい戒かい心も見せず、メイに訊たずねた。

　弾はずみで長い髪かみが揺ゆれ、これまた長い耳に絡からまる。それを鬱うつ陶とうしそうに手でかき上げながら、彼女はつかつかとこちらに歩み寄り、まるで品定めでもするかのように、光宏の顔をマジマジと覗のぞき込んだ。

　微かすかに香こう水すいの匂においがした。その妙みような色気に怖おじ気けづいて後あと退ずさると、背後に待ち構えていた注射針の先端が、光宏の背中を軽く小こ突づいた。

「ひゃっ！」

「あ、勝手に刺さってくれました～」

　メイが喜んでいる。が、あいにくまだ刺さっちゃいない。

「先生、聞いてくださいよ。この人はミツヒメさんって言って、この寮りように何度も忍しのび込んでいる、とっても激しいヘンタイさんなんですよ～？　なので今、みんな総出で捕つかまえようとしてるんです」

「へぇ、キミってヘンタイなんだ」

　メイの解説に、「先生」は何やら感心したように頷うなずく。真顔だが、どこまで本気なのやら。

　光宏が冷や汗あせまみれで震ふるえていると、彼女は再びメイに向き直った。

「……で、この子をどうするの？」

「はい、生徒会に引き渡わたしま～す♪」

　あくまで館内放送に忠実たらんとするメイ。だが、そんなメイに向かって「先生」は一言。

「あっそう。じゃ、私が預かっとくわね？」

　あっさりそう言うと、いきなりこちらの腕うでを摑つかみ取った。

　ただ、決して逮たい捕ほするような力ずくの動きじゃない。むしろ優しく自分のもとへ引き寄せるかのような動きに、光宏は戸と惑まどうばかりだ。

「え、あの、預かるって……？」

「キミ、ヘンタイなんでしょ？　私先生だもん。悪い子を預かるのは当然ね」

　白衣の少女はそう言うと、メイに向かって、「じゃあそういうわけで、後は任せてね」と強ごう引いんに言い渡し、部屋から出ていくように手で指し示した。

　これって、もしかして──助けてくれるつもりだろうか。

「そうですか～？　じゃあ、先生にお任せしますけど、くれぐれも気を付けてくださいね？」

「分かってるわ。ヘンタイだからでしょ？」

「はい～♪」

　もはや何が嬉しいのだか。メイは満面の笑えみで頷くと、そのまま医務室を出ていった。

　後には光宏と、「先生」だけが残った。

　これは、やはり礼を言うべきなのか。それとも──。

「自己紹しよう介かいがまだだったわね」

　名前を聞くべきか、という光宏の探求心に応こたえるかのように、彼女は口を開いた。

「初めまして。私はサーヤ。ここの担当医兼けん、養護教きよう諭ゆ──要するに『保健の先生』よ」

　よろしくね、と──そう言ってサーヤは、初めてニッコリと微ほほ笑えんだ。

　同年代なのに、先生なのか……。

　ポカンとしながら、光宏がそんなことを考えていると。

「ああ、ちなみに私エルフだから年ねん齢れいが分かりにくいけど、学園ここじゃ最年長だから。念のため」

　しっかりと、釘くぎを刺さされた。
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　こういう時、まずは飲み物から勧すすめられるのがセオリーのようだ。

　椅い子すに座らされた光みつ宏ひろは、出されたアイスコーヒーをそっと飲みながら、そんなことを考えた。

　シロップの溶とけた甘い、それでいて微かにほろ苦い液体が喉のどを通り、ひんやりと胸に染しみ込んでいく。その心ここ地ちよさにフウと一息つくと、サーヤがくすりと笑った。

「落ち着いた？　ヘンタイさん」

「いや、僕はヘンタイなんかじゃ……」

「冗じよう談だんだってば」

　立ったまま自分のグラスを呷あおり、彼女はなおも笑う。初対面だというのに、実に親しげだ。

　光宏は、そんな彼女に笑顔を向けられるのが妙に気き恥はずかしくなり、そっと目を落とした。

　新たな視界の中で揺ゆれた氷が、小さく軋きしむのが聞こえた。

「キミったら、これだけ追いかけ回されて、それでも外に逃にげようとしないんだもの。きっと事情があるんだなって……すぐに分かったよ」

　そう語るサーヤは、他ほかの少女達とは明らかに違ちがう。二次元でありながら、光宏がここにいることを認めてくれている。

　それだけでも嬉しくて。光宏は次し第だいに、この白衣の美少女に、親しみ以上のものを感じ始める。

　萌もえ──なのだろうか。いや、そういう単純なものでもない気がするけど。

　そんな光宏に向かって、サーヤが訊たずねてきた。

「ねえ、キミはこの寮のみんなのこと、詳くわしいの？」

「……は、はい」

　確かに詳しい。紗さ衣えがネット上に絵を公開し始めた時から、ずっと見守ってきた。

　だから光宏が頷くと、サーヤは「いいな」と呟つぶやいて、ようやく自分の椅子に腰こしを下ろした。

「私、ここに来たばかりなんだよね。だから、まだみんなとそんなに親しくなれてない」

「え、そうなの……？」

　メイなんか、すっかり助手として定着している雰ふん囲い気きだったが。

　でも──無理もないか。おそらくこのサーヤは、一番の「新キャラ」なのだ。

　見覚えがない以上、他に考えようがない。この白衣の大人びた美少女は、昨日の夜から今にかけて、極きわめて短時間の間に、このミラージュ・ネルに誕生したのだ。

　もちろん、紗衣の手で。

（テーマは「保健の先生」かな……？）

　改めてサーヤの笑顔に視線を走らせながら、光宏は思った。

　白衣を着て保健室に──もっともここは「医務室」だけど──勤める、年上の女性。しかも頭脳は明めい晰せき、と。

　なるほど、いかにもな保健の先生だ。ただ、ベタな意見で申し訳ないが、個人的にはお色気分が足りない気がする。

　あと……紗衣の好みとは、ちょっとずれているようにも思う。

「まあ、すぐに仲良くなれるとは思うけどね。みんないい子ばかりだし」

　椅子の脚あしに付いた車輪を無意味に前後させながら、サーヤは楽しそうに言った。

「それに私って、外見がこんなでしょ？　なんか友達っぽく思われてるのかな。結構気さくに話しかけられるんだよね。それでいっぱい頼たよられて。……ああ、もちろんそれが嫌いやだって言うんじゃないよ？　むしろ嬉うれしいんだ。だってほら、生徒と先生だから」

　さながら理想を追い求める熱血教師といった体ていで、彼女は胸の内を語り続けた。

　そして──。

「キミも、私を頼っていいんだよ？」

　微笑みながら、そう言った。

　──やっぱり、違う。北きた原はらさんの好みとは。

　口には出さないまま、光宏はただ、それだけを感じていた。

　この春から紗衣の作品と直じかに付き合ってきたからこそ、光宏は紗衣の性せい癖へきを熟知できていたつもりだった。彼女は萌えっ娘こに「お姉さま」と呼ばれるのが大好きで、そんな萌えっ娘をいじり倒たおすのが大好きで──。とにかく、上下で言えば「上」の方だ。自分が頼るよりは、相手に頼られたい側の人間だ。

　だから紗衣の描えがく二次元娘むすめ達は、一部例外はあるものの、ほとんどがドジっ娘や天然系で構成されている。カリンは頭にドが付くほど無む邪じや気きで、メイは看護能力ゼロ。チナツは生徒会メンバーなのに頼りないし、ヤヨイも凜り々りしい割にアレだ。

　とにかく、みんなどこかしらに欠点がある。だからこそ、愛いとおしく思える。

　だけど──今目の前にいるサーヤは、そんな二次元娘達とは、明らかに方向性が違う。

（北原さん、どうしちゃったんだろ。いきなりこういうキャラを求めるだなんて……）

　らしくないと言うか──いや、今はちょっと事情が違うのかもしれない。

　光宏はふと、そう思う。

　結局のところ、自分は何も知らないのだ。紗衣が何を感じ、何を考えて、今回の騒そう動どうを引き起こしているのか。

「ねえ、キミ」

　そんな光宏に、サーヤが話しかけてきた。

「なんか浮うかない顔してるね。よかったら、私に──先生に、話してみない？」

　ね？　と微ほほ笑えまれ。

　光宏は、またも目を伏ふせた。




　とはいえ。光宏の説明は、非常に不正確なものになった。

　無理もない。サーヤは自身が「絵」だということを自覚しておらず、そしてこの世界が歌うた川がわミウミの妄もう想そうの産物であるということも理解していない。頼れるキャラではあるが、その辺は他の美少女達と変わらない。

　だから、どうしても通じる情報が大おお幅はばに制限されてしまうわけで。

「ふーん、つまり──キミは別の世界から、この学園にいる生徒を迎むかえに来た、と」

「はい、そういうことにしておいてください」

　本当に、そういうことにしとくしかない。

　光宏が頷うなずくと、サーヤは白衣のポケットに両手を突つっ込んで、軽く天てん井じようを仰あおいだ。何か考え込む素そ振ぶりのようだ。

　そのまま黙だまり、三十秒。それから不意に、座っていた椅い子すをクルリと三百六十度回転させ、さらに慣性の法則に従って、もう四十五度斜ななめを向いた。

「ちょっと分からないなぁ。キミの迎えに来た女の子──北原さんは、この魔ま法ほう学園では、かなり重要なポジションにいると聞いてるけど」

「みんなのお姉さまで、優等生で、生徒会長ですからね」

「それだけじゃないよ。学園を卒業後は、ここで教師としてやっていくことになってるの」

　いや、その設定は初耳だ。さすがは歌川ミウミ。あくまでこの妄想世界に浸ひたりきるつもりらしい。

　つい苦く笑しようする光宏に、サーヤは再び向き直り、訊ねた。

「それなのに、キミはこう言うんだね？　『北原さんは本来この世界の人間ではない。だから連れ戻もどす必要がある』と」

「はい。すみません」

「謝ることはないよ。でもまあ、私としては面食くらうしかないかな……」

　そう言うと、またも天井を仰いでしまう。もっとも、台詞せりふほど面食らっているようには見えないけど。

　光宏はそんなサーヤを眺ながめながら、いま一度頭の中を整理してみた。

　今回の騒動は、実に全体像が摑つかみにくい。いつもみたいに二次元娘が飛び出て、自分が振ふり回されて──というのとは、方向性が違ちがう。

　今実体化している主なイラストは、「ミラージュ・ネル」という世界そのものだ。なぜなら、紗衣がそれを望んだから。さらにそれに伴ともない、彼女の描いてきたカリンを始めとする美少女達も、すべて具現化する形になった。

　そう、これが一番の大きな問題なのだ。おかげでネット上のサイトが消しよう滅めつ。携けい帯たいの萌もえっ娘達も出てこなくなった。いや、出てこないのは光宏が我が慢まんすればいいだけだからともかく、サイトが消えたのは非常にまずい。

　……まずいはずだ。たぶん。

（でも──これ自体はまったく実害がないんだよなぁ）

　冷静に考えると、そうなってしまうのかもしれない。単に「僕達の大好きな『ミラージュ・ネル』が消えちゃった！　悲しい！」と、あくまで感情面の問題に過ぎないのだから。

　そしてこんな珍ちん事じの中、当の紗衣は具現化したミラージュ・ネルに入り浸びたり、キャッキャウフフを満まん喫きつ中。ファンの嘆なげきも、友人の呼びかけも無視し、萌えっ娘とのイチャイチャライフに励はげんでいる。

　なるほど、結局紗衣が本能に忠実なあまり、人ひと騒さわがせな事態を引き起こしただけだ、と──。

　そういうことになる。なるのだけど。

　でも、それは果たして真相なのだろうか。

　紗衣がダメ人間すぎました──なんてオチは、数時間前の月つき代よとの会話の中で、光宏自身がすでに疑問視したことだ。歌川ミウミは、そこまでファンの心を軽視したりはしない。

　それに、月代が言っていた。紗衣は帰りたくなくなっている、と。

　加えてもう一つ。

　──今回の紗衣の気持ちも、何となく分かるんだよ。

　あいつは確かに、そう言ったのだ。実に思わせぶりに。

　月代は、何を知っていたのだろう。もしこの騒動に、光宏の知らない裏の事情があるのだとしたら。それはいったい……。

「あの、サーヤ先生」

　相反する複数の結論に、何とも言えない不安を覚えながら、光宏は架か空くうの「保健の先生」に訊たずねかけた。

「先生は、北原さんと話したこと、あるんですよね？」

「うん、もちろん」

　面識がない──ということはあり得ない。何しろサーヤは、紗衣の手で描えがかれた存在なのだから。

「先生が北原さんと会った時……、北原さんは、何か言ってました？」

「どうしてそんな質問を？」

「いや、何となく……」

　何となく、気になるのだ。紗衣が──サーヤのような、本来の嗜し好こうから外れたキャラを、このタイミングで具現化させたことが。

　もしかしたら、このキャラを探さぐることで、紗衣の精神状態が分かるのではないか。光宏はそう思う。

「相談されたよ」

　サーヤが呟つぶやいた。

　そして光宏のキョトンとした顔を見やり、「北原さんから相談された」と、もう一度繰くり返した。

「ほら、私って『保健の先生』だからさ。生徒の良き相談役でもあるわけよ」

「相談役……。なるほど、そういうことか……」

　だから、「保健の先生」だったのか。

　ようやく納なつ得とくできた。紗衣が、サーヤを描いたことが。

　保健の先生。それは生徒の健康を管理するとともに、頼たよれる相談役でもある。いや、実際のところはともかく、そこが──「保健の先生」という属性のポイントなのだ。

　もっとも光宏などは、「お色気たっぷりのお姉さんｗｉｔｈ白衣」みたいなイメージの方が強いけど。そこはまあ、いつもの萌え感の違いということで……。

（……いや、そうじゃないんだ）

　萌え感なんて関係ない、と思い直す。大事なのは、「紗衣が相談役を求めた」というこの一点のみだ。

　だからサーヤは、頼られキャラになった。紗衣は色気よりも、心の拠より所を望んだのだ。

「教えてください、先生」

　光宏は思い切って、サーヤに訊ねた。

「北原さんは、先生に何を相談したんですか？」

　そこにすべての真相があるはずだった。

　もちろん、「スク水娘の萌えポイントはどこか」みたいな、どうでもいい相談でなければ、だが。

　サーヤはそれを聞くと、またも軽く天てん井じようを仰あおいだ。

　そして──再び顔を下ろすのに、そう時間はかからなかった。

「……教えない」

　月代と同じ答えを、彼女は返した。

「教えられるわけないよ。信しん頼らいされて相談を受けてるのに、その内容を周りに言いふらしたら、それは信頼を裏切ることだもの」

　確固たる信念に基づき、サーヤは断言した。

　それに対して、光宏は何も言い返すことができない。

　サーヤは間ま違ちがってない。相談役として、秘密を守るのは正しい行こう為いだ。

　ただ──光宏は思う。なぜ相談相手が二次元なのだろう、と。

　紗衣が選んだのは、現実世界の誰だれでもない。光宏でも美み春はるでも月代でもない。もっと言えば、彼女の家族でもない。自ら生み出した空想上の人物こそが、悩なやみを打ち明ける相手だなんて。

　この事実を、紗衣らしいと納得するべきなのか。

　それとも、異質な行為と咎とがめるべきか。

「キミは、北原さんの事情が気になるみたいだね」

　サーヤにそう問われ、光宏はコクリと頷うなずいた。

「だったら、本人に訊きくのが一番じゃないかな」

「そうしたいのは山々ですよ。でも、僕は手配中の身だから……」

　だから、知っているなら素す直なおに教えてほしいのに。どうして誰も教えてくれないのだろう。

　サーヤも、それに月代も。

　ああ、それともう一人、何も教えてくれない人がいたっけ──。

　現実世界に残してきた紗衣の肖しよう像ぞう画がを思い出し、光宏は溜ため息をついた。

　もっとも、あれは今回の件とは無関係のはずだ。単に、光宏の心が暴走して、仮かり初そめの紗衣を召しよう喚かんしたに過ぎない。だから、あの肖像画は「本物」が抱かかえた事情なんて知るはずもなく、ただ光宏の願望どおりに振ふる舞まうばかり。

　そう、あくまで自分の煩ぼん悩のうがもたらした現象なのだ──けど。

（あれ？　でもその場合って……）

　ふと奇き妙みような違い和わ感を覚え、光宏は眉まゆをひそめた。

　もしあの肖像画が、今光宏の考えたとおりの存在だとしたら──どこか矛む盾じゆんしていないか。

　だが、その内容を改めて検証する時間はなかった。不意にサーヤが立ち上がったのだ。

「ねえ、一いつ緒しよに行ってあげようか？」

　座ったままの光宏を見下ろし、彼女はそう訊ねた。

「……え？」

「北原さんの部屋。私が一緒にいれば、みんなも通してくれるんじゃない？　で、部屋に着いたら、キミが直接彼女に訊けばいいんだよ」

「はい。……ありがとうございます」

　光宏は微ほほ笑えみ、礼を述べた。何て頼たのもしい人なんだ。二次元エルフだけど。

「よろしくお願いします」

　そう言って、彼女の後に続いて立ち上がる。

　どうあれすべてを氷解させるためには、直接紗衣本人に会うしかない。ここは素直に頼っておこう、と──。

　そう思った。

　突とつ如じよ警報が鳴り響ひびくまでは。




　　　　４




　そのけたたましい唸うなりは、魔ま法ほう学園の女子寮りようを、途と端たんに混乱の坩る堝つぼへと陥おとしいれた。

「──何？」

　不ふ審しんげに顔をしかめ、サーヤが呟つぶやく。だがその声を上書きするように、不快なサイレンが鼓こ膜まくを震ふるわせていくと、彼女はすぐさま白衣を翻ひるがえして、医務室から飛び出した。

　扉とびらが開かれた瞬しゆん間かん、何人もの女生徒が廊ろう下かを駆かけていくのが見えた。

「待って、何があったの？」

　一人が呼び止められ、振り向く。黒い毛皮のローブにネコの耳。タマミだ。

「それが分からないのですニャ！」

　語ご尾びにニャが付いているのは、彼女が動転している何よりの証あかしだった。

「いきなりサイレンが聞こえて、みんな慌あわてて飛び出したんですニャ！　とりあえず中庭に避ひ難なんしてから様子を確かめます！　ニャ！」

「……そう、分かった。ありがとね」

　ひととおり問答を終え、走っていくタマミを見送ると、サーヤはこちらに振り返った。その瞳ひとみに浮うかんだ色は、焦あせりよりも困こん惑わくに近い。

　が、それは光みつ宏ひろも同じだ。

「僕のせいで鳴ってる……ってわけじゃないですよね？」

「さあ、どうかしら。だとしたら、今さらだとは思うけど」

　光宏に訊かれ、サーヤは肩かたを竦すくめてみせた。

　そう、原因が分からない。普ふ通つうに考えれば火事か何かだろうが、果たしてこの都合のいい妄もう想そう世界で、危険な火災なんて起きるものだろうか。

　となると、やはり不審者か。例えば、自分みたいな。

「そうだ、北きた原はらさんは？」

　この騒さわぎに対して、紗さ衣えが何もアクションを起こさないはずがない。そう思い、光宏は廊下の方へ目を向けた。

　いくつもの人ひと影かげが、中庭を目指して横切っていく。紗衣もみんなと一緒に避難してくるだろうか。それとも──。

「先生助けてくださ～い」

　その時、影が一つ、この医務室に飛び込んできた。妙に能天気な口振りで。

「あれ、メイさん？」

　サーヤが目を丸くして答えた。

　なるほど、メイだ。ピンクのナーススタイルに身を固めた、サーヤの助手役。ただし、勤め先に戻もどってきたというわけではないらしい。

「どうしたの、その服」

「はいぃ、いきなりビリビリってやられちゃいました～」

　泣きながら己おのれの身体からだを抱だき締しめるメイは、確かにそのコスチュームのあちこちを、鋭えい利りな刃は物もので切り裂さかれていた。

　幸い怪け我がはないようだが、おかげで白い柔やわ肌はだと赤い下着が、視覚的大サービスに励はげんでいる。こんな時に言うのも何だが、実に目の毒だ。

「ビリビリって、いったい誰だれに？」

　サーヤが白衣を脱ぬいで着せかけながら訊たずねると、メイはその目に涙なみだを浮かべ、一言。

「はい。あの……ミツヒメさんに」

「え？」

　彼女からの意外な答えにそう声を上げたのは、もちろん当の光宏だった。

　いや、「当の」と言いつつ、当人ではないけれど。

「ちょっと待ってメイさん。僕ならここにいるよ？」

　光宏が不思議そうに言うと、メイもようやくそれに気づいたらしい。こちらを眺ながめて首を傾かしげ、「あらぁ？」と間の抜ぬけた声を発した。

「そう言えばミツヒメさん、ここにいましたね～。でも私は別の場所で襲おそわれたんですよ？　あんなにそっくりでしたもん、ミツヒメさんじゃなきゃ、いったい誰だって言うんですか？　……あ、もしかしてミツヒメさん、双ふた子ごの姉し妹まいとかいます？」

「……いません」

　本当はいるけど。でもまあ、質問の意図はたぶん違ちがう。

　それに──犯人の見当もすぐに付く。自分がミツヒメでない以上、メイを襲った可能性があるのは一人だけだ。

　だから光宏は頑かたくなに首を横に振ふり、逆にメイに訊ね返した。

「メイさん、いったいどこで襲われたんです？　その……僕に似たやつに」

　思うに、そいつが本物のミツヒメだ。この世界に住みながら、いまだに姿を見せてなかったが、ここへ来てようやくお出ましというわけだ。

「はい。もちろんあそこです！」

　こちらの問いかけに、メイはすぐさま右手を持ち上げ、廊下の方を指さした。いや、何が「もちろん」なのか謎なぞだし、だいたいあそこってどこだ。

「メイさん、もっと具体的に！」

「はい！　大浴場で～す！」

「だ……」

　なぜだ。なぜよりにもよって、そんな所に。

　いや、ミツヒメがではなく。そりゃ、あいつはヘンタイだから、女子寮りようの風ふ呂ろ場ばぐらい覗のぞくだろうさ。むしろ疑問なのはメイだ。

「メイさん、どうしてこんなタイミングで入浴を？」

「え～？　だって先生が、『医い療りように携たずさわる者は、常に清潔に気を遣つかえ』って……」

　それは、マイペースな解かい釈しやくにも程ほどがある。

　脱だつ力りよくする光宏に向かって、メイはさらに状じよう況きよう説明を続けた。

「暇ひまだったからお風呂に入ろうと思ったら、脱だつ衣い所じよで襲われました。他ほかにも女の子がいたんで、私が大声で助けを求めたら、慌てて逃にげていきましたけど」

「……じゃあ、今ミツヒメはどこに？」

「え？　あなたじゃないんですか～？」

　いや、それは違う。

　光宏は軽く引きつった笑えみを浮うかべると、二人に背を向けて廊下へ出た。すでに避ひ難なんは済んでいるのか、走って来る人影はない。移動するなら今だ。

　ただ、紗衣のもとへ向かうのではない。

「ねえキミ、どこへ行くの？」

　サーヤが訊ねかけてきた。

「北原さんなら、部屋にいないかもしれないよ？　今の騒ぎで避難した可能性が──」

「はい、それは分かってます」

　光宏は頷うなずく。そう思ったからこそ、メイにミツヒメの居所を訊きいたのだ。

「メイさんを襲った犯人を──ミツヒメを捜さがします。まだそう遠くへは行ってないと思うから。そしてあいつを捕つかまえて、僕が別人だってことを、みんなに知らしめるんです」

　それが最善だ。勘かん違ちがいされて逃げ回りながら紗衣を追うのは、ただ二重に苦労しているだけに過ぎない。だったら、まずはその勘違いを正してやろう。そして二次元娘むすめ達をおとなしくさせた上で、落ち着いて紗衣の元へ向かえばいい。

　実に冷静な判断だ、と光宏は我ながら思った。

　ただ──それは単なる思い込みだったのだが。

「ちょっと待って。ということは……キミは別人なの？」

　サーヤが眉まゆをひそめ訊ねる。その問いかけに光宏も怪け訝げんそうな顔をするが、理由はすぐに分かった。

　確かに彼女は光宏をかくまってくれた。が、べつに「別人」と判断してのことではない。単に「ミツヒメはヘンタイ行こう為いばかり働いてるけど、何か事情があるんでしょ」という、それだけの理由だ。そして光宏も事情の説明に難航するあまり、自分が別人だということは伝えていなかった。

　ということは、だ。今までずっと自分は、サーヤから「ミツヒメ本人」だと思われていたわけで……。

「いや、あの、別人なんです！」

　ああ何てことだ。果てしない勘違いをしていた人が、一番近くにいた。

　光宏は慌あわてて訂てい正せいした。まったく、あんな変質者と一いつ緒しよにされちゃ、堪たまったものじゃない。

「僕は別人なんです。いや、一応僕に似てはいるんだけど、それはまあなんと言うかちょっとした悪意のせいで……。それにほら、ミツヒメは一応女の子だけど、僕は男ですから！」

「あなた……男なの？」

　これまた意外そうに訊ねてくるサーヤ。いったいどこまで勘違いされていたんだろう。

「男ですよ。一応こんな胸になってるけど、紛まぎれもなく男ですから──」

　だが光宏が言葉を終えるよりも早く、サーヤが動いた。

　白衣をなびかせ、大おお股またでツカツカとこちらに歩み寄る。そして真しん剣けんな顔でしゃがみ込み、いったい何をするかと思えば。

「見せなさいっ！」

　そう叫さけび、下ろした。ミツヒメ衣い装しようの下半分を。

　要するに、光宏のズボンを。

　しかしそこは冷静沈ちん着ちやくな彼女のこと。仮にここで何かを見たところで、動じるはずも……。

「っ！　なんでじょしりょーにおとこのこがいるのっ！」

　驚きよう愕がくと激げき怒どと混乱と困こん惑わくと興奮と羞しゆう恥ちと、あとテキトーに二、三ぐらい感情を交えた悲鳴が、一階の廊下中に響ひびき渡わたった。

　慌ててズボンを持ち上げようとする光宏。だがそこに、狂きよう乱らんしたサーヤが無情にも襲おそいかかり、力ずくでこちらを押し倒たおす。

「許せない！　私を騙だましてたのね！」

「いや、騙してたつもりは、あの、うわぁやめてっ！」

　頭にポカポカとグーの雨が降り注ぎ、光宏はジタバタとのたうち回った。本当ならすぐにも逃げ出したいところだが、あいにく脚あしにズボンが絡からみ付いて、それすらままならない。

　いや、そもそも何でここまで殴なぐられるんだ。いくら女子校モドキの先生だからって、男を見ただけでそんなに動転するなんて。ああ、これもギャップ萌もえなのか。

（さすが北原さん。頼たよられキャラと見せかけて、こんな抜ぬかりない設定を用意してたなんて……）

　妙みようなことに感心しながら、光宏は廊ろう下かを這はい進もうとする。だがそこへもう一人。どうやらこちらの騒さわぎを聞き付けたと思おぼしき靴くつ音おとが、廊下の向こうから歩いてくるのが聞こえた。

「ん？　あれは……」

　同時にサーヤの攻こう撃げきが止まった。光宏もまた顔を上げ、相手の正体をようやく目に収めた。

　ショートヘアに幼い顔立ち。そして全身にまとった黒いタキシード。というか、悪あく魔まの羽と尻しつ尾ぽ以外は、今の光宏とまったく同じコスチューム。

　間違いない。ミツヒメ本人だ。

「あ、ミツヒメっ！」

　光宏が叫ぶと、男装悪魔っ娘こはピタリと足を止め、それからまっすぐこちらに顔を向けた。

　えらく無表情だった。夏コミで会った時は、もっと笑え顔がお……というか、やらしく緩ゆるんだ締しまりない顔をしていたのに。

「──見つけました」

　己おのれの名を呼ばれたミツヒメは、静かに答えた。

　いや、なぜにそこで丁てい寧ねい語ご？

「ねえ、メイさん。……ミツヒメってこんなのだっけ？」

　いつもと違う様子に、光宏はいま一度戸と惑まどいを露あらわにし、そばにいたメイに訊たずねた。

「お風ふ呂ろでメイさんを襲った時も、こんな感じでした？」

「はい、もちろんです～」

　白衣を身体からだに巻き付け、メイがこくこくと何度も頷うなずく。
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「すっかりお行ぎよう儀ぎよくなりましたね～。びっくりでした」

「いや、お行儀いい人は、女の子の服とか裂さかないから！」

　相変わらずネジの緩んだメイに、光宏はそうツッコむ以外にない。

　一方、二人を庇かばうように前に進み出たのが、サーヤだ。

「キミがミツヒメさんね？　初めまして」

　警けい戒かいの色は隠かくさず、しかしあくまでフレンドリーに話しかける。なるほど、「本物」と会うのはこれが初めてなのだ。

　だがミツヒメは、その挨あい拶さつには応こたえない。

　ただ黙だまって、腕うでをもたげ。

「すみません。触さわらせていただきます」

　……馬ば鹿か丁寧にも程ほどがあるだろ、おい。

　もにっ♪　と無ぶ遠えん慮りよに摑つかまれるサーヤの右乳を眺ながめながら、光宏は正直に思った。

　同時にサーヤの悲鳴が上がった。よかった。実に自然な反応だ。

「こら、いったい何すんの！」

「触らせていただきました。続いて左を──」

「よしなさいこのヘンタイっ！」

　本物のヘンタイと知れれば容よう赦しやはない。先ほどの寛かん大だいな心などあっさりかなぐり捨て、サーヤはその拳こぶしを、ミツヒメの顔面に叩たたき込む。

　──が。

「回かい避ひします」

　これまた馬鹿丁寧に説明し、ミツヒメが首を動かす。

　動作にして最低限。時間にして一いつ瞬しゆん。

　なのに、サーヤの拳は、虚むなしく空を貫つらぬいただけだった。

「よ、避よけたっ？」

　まるで一いつ切さいのダメージも与あたえられず、啞あ然ぜんと拳を引っ込めるサーヤ。だがその驚おどろきは光宏も同じこと。今のミツヒメの動きは、喩たとえるなら、超ちよう人じんアクションムービーを実演したようなものだ。

　やっぱりおかしい。こいつが、毎回カリンに魔法で吹ふっ飛ばされているアホキャラと同一人物だなんて、絶対に間違っている。

　違い和わ感を確信に換かえ、光宏は己の分身を睨にらみつける。だが、それと同時に。

「失礼します」

　そう言って不意にしゃがみ込んだミツヒメが、光宏の身体をギュッと抱だきかかえてきた。

「おいこら、何を──っ！」

「持ち上げます」

　そう言うや彼女は軽々と、まるで小荷物でも肩かたに担かつぐかのように、光宏を持ち上げてしまう。

　いったいこのキャラのどこにそんな怪かい力りき設定が……なんて呑のん気きに悩なやんでいる暇ひまはない。続いてミツヒメが取った行動と言えば。

「運びます」

「ああもう、いちいち実じつ況きようするな！」

「申し訳ありません」

　言葉では謝りつつ、しかしその足は止めることなく。ミツヒメは光宏を担いだまま、女子寮りようの廊下を進み始めた。もちろん、全力疾しつ走そうで。

「ちょっとキミ達、どこ行くの！」

「あら～、行ってらっしゃ～い」

　そう言ってこちらを見送る医務室組二名との距きよ離りも、瞬またたく間に引き離はなされていく。おそらくサーヤもメイも、ミツヒメの口にした「大浴場です」という答えは、聞こえなかっただろう。

　まあ、大浴場はべつにいい。問題は、なぜそこに自分を運ぼうとしているか、だ。

　もう嫌いやな予感しか湧わいてこない中、光宏は舌を嚙かみそうになりながら、どうにか懇こん願がんする。

「おいミツヒメ、せめて……」

　そう、せめて──。

「せめてズボンぐらい穿はかせろっ！」

「お断りします。浴室襲しゆう撃げきには不要です」

「誰だれが襲撃するかっ！」

　そんな光宏のツッコミなど構いもせず、無情かつ無機質な世よ迷まい言ごととともに、廊ろう下かを猛もう進しんするミツヒメ。その突つき当たりにゴールよろしく待ち受けるのは、ファンタジー世界には似つかわしくない「大浴場」と書かれた暖の簾れん。

　アッと光宏が叫さけびそうになった瞬間、ミツヒメはそのまま躊ちゆう躇ちよなく脱だつ衣い所じよへ押し入った。

　磨すりガラスのドアで浴場から隔へだてられた、床ゆか張ばりの空間。そこには、日々集つどう乙おと女め達の肌はだの温ぬくもりと、湯気の香かおりが立ち込め、得も言われぬ刺し激げきを光宏の鼻び孔こうに流し込んでくる。

　ここまでされては、諦あきらめるしかない。

「うわっ、ごめんなさい！」

　仕方なく、何か叫ばれる前に謝っておいた。

　……が、何しろこの警報だ。あいにくと言うか、幸いと言うか。

「残存数、ゼロ──」

　ミツヒメがそう実況したとおり。脱衣所は、もぬけの殻からだった。

　みんな急いで中庭に避ひ難なんしたのだろう。おかげで最悪の事態は潰ついえたわけだ。とりあえず安あん堵どし、光宏は自分を担ぐ分身に命じる。

「おいもういいだろ？　下ろせよ。だいたいお前、何がやりたくて僕をこんな所に……」

「籠かご内に衣類の残存を確かく認にん。計五着」

「いや、話を聞け。あと五着って何？」

「服です」

　んなことは分かってる。

　まったくもってトンチンカンだが、要するにこうだ。脱衣所の籠に五人分の服が脱ぬぎ置かれている。ということは、この磨りガラスの向こうに、逃にげ遅おくれた萌もえっ娘こが五人──。

「──突とつ入にゆうします」

「バカ、するなっ！」

　言ったところで聞きやしない。ミツヒメは光宏の身体からだを己おのれにしっかりと固定したまま、勢いよく磨りガラスを引き動かした。

　同時にむわっと、湯の熱気が光宏の頰ほおを撫なでた。

　そこにあるのは、カラフルなタイルに覆おおわれた流し場と、大浴場の名に恥はじない巨きよ大だいな浴よく槽そう。乳白色の仄ほのかに輝かがやく湯を湛たたえ、高い天てん井じように濃のう度どの高い湯気を渦うず巻まかせている。

　その中に、五人の乙女達がいた。

　火ほ照てった素す肌はだにタオルを張り付かせ、何事かと言わんばかりに振ふり返る。そして突然の乱入者を認めるや、一様に黄色い声を張り上げ──はせず。

「待ってたよ、悪あく魔まさんっ！」

　中の一人が湯船の中に仁に王おう立だちになり、堂々と叫んだ。

　同時にハラリと落ちるタオル。だがその下に素肌はなく、濃のう紺こんのスクール水着に包まれた肢し体たいが、男装娘の期待を砕くだき、男装少年の絶望を拭ぬぐい去る。

「ここで待ち伏ぶせしてたら戻もどってくると思ったけど、案の定だったね！」

　そう言ってジャブジャブとこちらに歩み寄ってくるのは──紛まぎれもなくカリンだった。

　いや、それだけじゃない。さらに他ほかの四人をよく見れば。

「さすがはミツヒメ。カリン様に負けず劣おとらずのおバカさんですわね」

　パツパツのスク水姿でサディスティックに微ほほ笑えむアサミが。

「大だい丈じよう夫ぶ。みんなスクール水着だから恥ずかしくないもん！」

　何やら自分に言い聞かせているナギサが。

「さあ、このプラムの前に平へい伏ふくして命いのち乞ごいするがいいわ！」

　尊大に命じるプラムが。

「パンツ返せっ！」

　この面メン子ツには珍めずらしいヤヨイが。

　一いつ斉せいに立ち上がり、こちらに向かって臨戦態勢を取った。これは──明らかに罠わなだ。

　……が、次の瞬しゆん間かん表情を凍こおり付かせたのは、何のことはない。ミツヒメを嵌はめようとしたカリン達の方だった。

　そりゃそうだ。一人だと思っていたヘンタイが、二人に増えてるんだから。

　突とつ如じよ増ぞう殖しよくした女湯襲撃者。この異様な光景に目をパチクリさせ、とりあえずカリンが出した結論は一つ。

「……あの、双ふた子ご？」

　いや、それはない。

　そして、この間が彼女達にとって、命取りとなった。

「──参ります」

　不意に宣言したミツヒメが、肩かたに担かついだままの光宏を頭上に掲かかげる。まるでこのまま投げ飛ばされそうな勢いだ、と思いきや。

「とー」

　そんな気の抜ぬけた掛かけ声とともに、本当に投げられた。

　もうツッコむ間もない。光宏の身体は立ち込める湯気の中を舞まい、華か麗れいに湯船へダイブした。

　幸い怪け我がはなかったけど。何やらクッションみたいな柔やわらかいものが、優やさしく受け止めてくれたので。って……。

「な、何すんのこのヘンタイっ！」

　途と端たんに罵ば声せいを浴びせられ、胸むな倉ぐらを摑つかまれる光宏。すぐ目の前には、怒いかり狂くるうプラムの顔がある。

「よくもプラムの身体に、ヤラシイ顔面を押し付けてくれたわねっ！　ていうか何よそのトランクス！　そんなもの穿はいて男の子にでもなったつもり？　こんなもん、脱がしてやるんだからっ！」

「いや、それだけは絶対にやめてプラムちゃん！」

　そんなことされた日には、もう一生立ち直れなくなる。

　光宏は慌あわてて己の下着を押さえ、乱暴なポニーテール娘むすめの攻こう撃げきを防ぐ。が、そんな美味おいしい光景を見み逃のがさない人が一人。

「プラム様、わたくしもお手伝いいたしますわ」

　アサミが冷静な口振りでにじり寄ってくるのが見え、光宏は絶望に打ちのめされた。なぜって、彼女に本気で襲おそわれたら、逃にげ切れる自信がない。

　そうこうしている間に他の三人も。

「ボクも懲こらしめるっ！」

「わたしも許しませんっ！」

「パンツを──」

　口々に己の興奮を表しながら、襲いかかってきた。改めて言うが、全員スクール水着姿で。

　もうメチャクチャだ。自分は何も悪いことなんてしてないのに、ここまでの羞しゆう恥ちプレイの数々は何なんだ。

　まさかミラージュ・ネルに来たと見せかけて、実はまだアナザーにいたとか、そんなオチか。だったらいっそのこと、その辺に月つき代よの銅像でも転がしておいてくれ……。

　そんな下らないことを考えつつ、光宏はただ、目でミツヒメに助けを請こう。しかし当の主犯格はと言えば、自分のモデルになった少年に手を差し伸のべることもなく、何やら満足そうに呟つぶやいた。

「──ミッション、コンプリート」

　いや、どんなミッションだよ、それ。

　当然の如ごとく心に湧わいた、そんなささやかなツッコミすら、すぐさま周囲の濃のう紺こん攻撃に搔かき消されてしまう。光宏はしきりに下半身を死守しながら、湯船の中で五人の乙おと女めに揉もみくちゃにされ、しきりに耐たえた。

　ああ、耐えた。ここで耐えなきゃ、もう後がない。

「さあ、観念して脱ぬぎなさい！」

「どうせ女の子なのでしょう？　恥はずかしがることはありませんわ」

「これ以上ヘンタイなことができないように、いっぱい恥ずかしがらせてあげるんだからぁ！」

　……ごめん、もう無理かも。

　次し第だいに意識が朦もう朧ろうとしてくる。さすがにこれまでの経験で忍にん耐たい力を培つちかってきたとはいえ、何事にも限界は訪おとずれるのだ。

　光宏は、ついにそれを悟さとった。

　あとは自分と、この羞恥劇。どちらが先に潰ついえるか。その勝負でしかなかった。

　しかして、結果は──。

「あなた達、何をしているの？」

　突とつ如じよ大浴場に、新たな少女の声が響ひびき渡わたった。

　同時に二次元娘達の攻撃が止やみ、光宏の身体からだは支えを失って、再び湯の中に落ち込んだ。

　熱と水分でタキシードが重い。かと言って、もはや足あ搔がく気力もない。口から気き泡ほうを吐はき、わずかに指だけを蠢うごめかせ、光宏は湯船の底へと沈しずんでいく。

　その襟えり首くびを、不意に摑まれた。

　有う無むをも言わさず引き上げられる。同時に息を吸うと、大量の湯気が肺に潜もぐり込み、激しく咽むせた。

　水すい滴てきと汗あせと湯ゆ煙けむりと。あらゆる刺し激げきが視界を覆おおい、すべてがふやけてよく見えない。だが、しきりに目を瞬またたかせる少年に向かって、彼女が一言。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう訊たずねた時。

　光宏はようやく──本当にようやく、心からの安あん堵どに満たされ。
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「はい、ありがとうございます！」

　北原さん──。

　やっと会えた──。

　そう告げた瞬しゆん間かん。全身の力が抜ぬけ、光宏は再び湯船の中に倒たおれ込んだ。

　慌てて支えてきた華きや奢しやな腕うでに抱だかれて、ようやく晴れた視界に、夢にまで見た紗衣の顔を映しながら。

　それでも笑え顔がおだけは、精せい一いつ杯ぱいに浮うかべてみせた。




「……で？　どうしてあなたが私の嫁よめ達と、お風ふ呂ろでイチャついてたのかしら？」

「あの、ちゃんと説明しますから、そんなに恐こわい顔で睨にらまないでください……」

　まあ、当然そうなるわな。
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　パステルピンクの壁かべに囲われた空間の中、カチャカチャと食器の擦こすれる音が微かすかに響く。

　人声も、ＢＧＭもない静けさの中、ただ打ち鳴らされる小気味良い音色。それに耳をそばだたせていると、やがて澄すんだレモンの香かおりが鼻び孔こうを擽くすぐり、アイスティーが二つ運ばれてきた。

「お待たせしました。ごゆっくりどうぞ」

　そう微ほほ笑えみ、テーブルの上にグラスを並べるウェイトレスは、もちろんナナコだ。桃もも色いろの髪かみをポニーテールに結ゆわえ、軽かろやかに立ち振ふる舞まう様は、この店の看板娘むすめならではの快活さに満ちている。

「ありがとう、ナナコ」

　ひとり見み惚とれる光みつ宏ひろに代わり、紗さ衣えが優やさしく礼を述べた。

「あなたも外してちょうだい。……ごめんなさいね。営業時間前なのに、使わせてもらって」

「いいえ、ご遠えん慮りよなく。私は奥にいますから、何かありましたらお呼びくださいね？」

　そう言うとナナコは盆ぼんを抱かかえたまま、再び厨ちゆう房ぼうへ戻もどっていった。

　後には紗衣と光宏と、テーブルの上で爽さわやかな冷気を放つグラスだけが残った。

　明かりも落とされ、窓からの陽光だけが二人を包む。今この喫きつ茶さ店てんは、完全な貸し切りだった。

「それで──」

　まず口を開いたのは、紗衣の方だった。

「葛かつ本もとくん、あなたの言い訳では、ミツヒメがすべての原因だと言うけれど、私が来た時はどこにもいなかったわよ？」

「じゃあ逃にげたんですよ。とにかく僕が女湯に乱入して浮かれてたなんてのは、ただの濡ぬれ衣ぎぬですから……」

「そうね。ずぶ濡れだったわ」

　まぜっかえすように答え、彼女はストローでチュルルと、冷えた紅茶を喉のどに送り込んだ。

　仕方なく、光宏も真似まねをして、レモンティーで喉を潤うるおす。一応お風ふ呂ろ上がりとあって、心ここ地ちはいい。

　あれから女湯を脱だつした光宏は、とりあえず紗衣から学園の制服一式を渡わたされ、それに着き替がえた。いや、制服なんてものがあるのかどうかは知らないが、要するに黒衣とローブだ。おかげで気分は魔ま導どう士し見習い。カリンの同級生みたいなものだ。

　一方紗衣の方も、普ふ段だん着ぎの上から黒いローブを羽織り、すっかり魔導士風になっている。もう完全に学園の生徒である。

　いったいどういうつもりなのだろう、と光宏は思う。彼女がただの趣しゆ味みでやっているなら、大おお騒さわぎする必要もないのだけど。

　ともあれこんな格好をしておきながら、二人は学園内から場所を移すことにした。だいたいあの寮りようにいると、何をしてても萌もえっ娘こ達が飛んでくる。ゆっくりと語り合うには不向きだ。

　紗衣の方から珍めずらしくそう提案され、光宏は素す直なおに従った。で、訪おとずれたのがこの喫茶店だった、というわけだが──。

「まあ、北きた原はらさんが疑うなら、それでもいいんですけどね」

　もういつものことだと諦あきらめ、光宏は己おのれのヘンタイ容疑をおとなしく呑のみ込んだ。だいたいこうでもしないと、次に話を進めることができない。

　何しろ訊ききたいことは山ほどある。そのためにも、この静かな店は話すのに打ってつけだ。

　レモンティーをもう一口啜すすると、光宏は姿勢を改めて、訊たずねた。

「教えてくださいよ、北原さん。サイトをほったらかして、いったいこんな所で何をしてるんですか」

「葛本くん、私の話はまだ終わってないわよ？」

　だが紗衣は、ムッとして言い返すのみだ。しかもその目が見み据すえたのは、やはり何と言うか、どう考えても人体的に一番不自然な部位で。

「そもそも、その胸は何？」

「……訊かないでください」

「そうやって自分を女の子に見せかけて、周りを油断させようだなんて、あまりに悪質だわ」

「いや、それは……確かに最初はそういう目的でしたけど」

「ほら、やっぱり女湯に入るためじゃないの」

「さすがに誤解ですってば……」

　もう埒らちが明かない。というか、自分はいつまで、こんなＡカップでうろつかなけりゃならんのか。アナザー世界にいるうちに月つき代よに治してもらわなかったせいで、ここまでずっと引きずりっ放しだ。

　しかしその月代も、今はいない。もちろん犯人である乳ちち姉し妹まいもいない。こうなっては、治せる人なんてどこにも──。

（……いや、待てよ？）

　そう言えば、リリアンが何か言っていた。これは呪のろいの一種だけど、男の人が揉もめばどうとか。

　ということは、だ。

「あの、北原さん」

「何かしら？」

「ちょっと向こうを向いててもらえません？」

「なぜ？」

　それは、言えない。あまりにも恥はずかしすぎて。

　ともあれ顔を赤らめてお願いする光宏に、紗衣は不ふ審しんそうに眉まゆをひそめ、無情に告げる。

「嫌いやよ。何だか得体の知れない破は廉れん恥ちさを感じるもの」

　実に素晴らしい洞どう察さつ力だ。素晴らしすぎて泣くしかない。

「だったら、せめてお手洗いへ行かせてください……」

「いったいどうしたと言うの、葛本くん？　だいたい人に何か教えろと言っておいて、質問そっちのけでモジモジしだすなんて。そんな不審な言動が許されるのは萌えっ娘だけよ？」

「じゃあもう萌えっ娘でいいですよ」

　あれだけ女装すれば反論も出るまい。

　光宏は、こうなったら強行突とつ破ぱあるのみと、紗衣の視線に苛さいなまれながらも立ち上がって奥へ向かった。ちょうど厨ちゆう房ぼうのそばだ。薄うすい壁かべ一枚隔へだてた向こうで、ナナコの洗い物をする音が聞こえる。

「ナナコちゃん、お手洗いはどこ？」

「ヘンタイミツヒメさんには教えませんっ♪」

　んな哀かなしいこと、明るく言わないでほしい。

　まあいい。要は人目につかなければいいだけのことだ。光宏はそう思い、その場で己の胸むな元もとを見下ろした。

　相変わらずこんもりしている。不気味すぎる。

「よし、ちょっとの我が慢まんだ……」

　自分に言い聞かせ、恐おそる恐る両手を宛あてがった。

　柔やわらかい。いや、感覚は無視しろ。とにかく今は、無心で揉め──。

　そう思いながら目を瞑つぶり、息を止め。

　光宏は、十本の指先を一いつ斉せいに蠢うごめかせた。

　そして──。




「北原さん、助けてください……」

「真っ蒼さおな顔で戻もどってきてどうしたの？」

「はい、あの……大きくなりました」

　ローブの前をしきりに合わせながら嘆なげく光宏に、紗衣は咥くわえていたストローを、キュッと嚙かみ締しめてみせた。

　そのジェスチャーの意味は──いや、もうどうでもいいから助けて。




「まずは上半身を捲まくりなさい」

　おもむろにそう告げた紗衣に、さすがに光宏は躊ちゆう躇ちよの色を隠かくせずにいた。

　何だかんだ言って女子に免めん疫えきのない自分にとって、女性の前で胸板を──いや、今は「板」ではないが──晒さらすのは、やはり抵てい抗こうがある。しかも初めから見せるつもりとあっては、月代に背を向けて着き替がえた時とは、わけが違ちがう。

「……どうしても捲らなきゃダメですか？」

「当たり前じゃない。直じかに見てみないと、どういう具合になってるのだか分からないもの。だいたい葛本くんだって、恐こわくて直には見てないのでしょう？」

「それはまあ、そうなんですけど。さすがにちょっと……」

「何をグズグズしてるの？　あなたの上半身なんて、水泳の授業中にいくらでも見てるのだから、今さら照れられても迷めい惑わくよ」

　確かにそのとおりには違いないが。

（参ったなあ。今日は羞しゆう恥ちプレイが酷ひどすぎる……）

　光宏は、冷れい房ぼうの利きいた店内で無む駄だに汗あせをかきながら、挙動不審に視線を巡めぐらせる。何でもいいから、この流れが途と切ぎれないものだろうか。

　こういう時こそ、激げき昂こうした萌もえっ娘こが飛んで来ればいいのに。だが、あいにくナナコは奥に引っ込んだまま、出て来やしない。こちらの会話が聞こえてないはずもないのだけど。

「葛本くん、治す気があるの？」

「あ、あります……けど。あ、そうだ。せめて診みてもらうのだけは、サーヤ先生辺りに……」

　そんな名案を口にした瞬しゆん間かん──。紗衣の手が、光宏の黒衣を引っ摑つかんだ。

「あぅ、だめぇっ！」

　萌えっ娘よろしく悲鳴を上げ、光宏は頭を振ふって抵抗する。が、すぐに上半身にひんやりとした冷気が触ふれ、すべてが曝さらけ出されたことを知ると、彼はすぐさまギュッと目を閉じて、何も見ないようにした。

　ああ、見たくない。爆ばく弾だんサイズに戻った自分の胸なんか絶対に。

　結果、その異様な素す肌はだを目に収めたのは、紗衣一人だったわけだが。

「やはり、ＣＧね」

「え？　ＣＧって？」

　彼女の見解に、光宏は目を瞑ったまま訊たずね返す。

「コンピューターグラフィックスのことよ」

「それは知ってま……ちょっと、突つっつかないでください！」

「何をヤマカガシみたいにクネクネしてるの？　とにかく、立体化したＣＧの塊かたまりが付いてるだけよ。今リペイントするから、動かないでちょうだい」

　なるほど、それでＣＧか。べつに肉体そのものが変化したわけではなかったようだ。まあ、「ＣＧの塊」という表現も謎なぞだが。

　光宏が状じよう況きようを理解すると同時に、硬かたく尖とがった何かが、そのＣＧを突っついた。

　紗衣の持つペンだ。ＣＧであれば、これで消せるはずだ。

「……あの、北原さん」

「何？」

「そのペンで生身の方まで消えちゃうとか、そういう嫌いやな展開はないですよね？」

「あんまり下らないことばかり言ってると、真ん中にもう一つ描かき足すわよ？」

　それは、オチチモンスターにも程ほどがある。

　仕方なく口を噤つぐむ光宏。その胸に、紗衣が黙もく々もくとペンを突き立ててくる。いったいどんな動作をしているのかは分からないが、途中経過を見るのさえ恐い。

　だから光宏は、おとなしく終わるのを待つことにした。声も上げず、身じろぎもせず。妙みようにムズムズして堪たまらないが、動いたら負けだ。

　そして、耐たえ忍しのぶこと約一分。

「……終わったわ」

　その声にようやく瞼まぶたを持ち上げると、剝むき出しになった自分の貧ひん弱じやくな胸むな板いたと、ペンタブの先せん端たんをウェットティッシュで丁てい寧ねいに拭ぬぐう紗衣の姿があった。

　消毒なのか。じゃあ毒素なのか、自分は。

「ありがとうございます……」

　何とも複雑な想いに押し潰つぶされそうになりながら、光宏は黒衣を戻しつつ、礼を述べた。

　紗衣はそれには答えず、湿しめったペンにハァっと息をかけて曇くもらせる。メタリックカラーであるはずのペンは、もはや特有の照り返しを一いつ切さい見せてない。

　そこまで念入りに掃そう除じしなくてもいいのに──と思いながらも、何だか決まり悪くなって、光宏はそそくさと席に戻もどった。

　テーブルの上に目を向けると、レモンティーの氷が溶とけ、中身がすっかり薄うすまっていた。半分水と化したその液体を喉のどに流し込み、フゥと人ひと心ごこ地ちつく。

　そして、考える。ここからどう切り出していくかを。

　いつまでも押し流されているわけにはいかないのだ。

「少しお腹なかが空すいたから、次はレアチーズを頼たのもうかしら。ねえナナコ──」

　呑のん気きに呟つぶやきながら戻ってきた紗衣が、厨ちゆう房ぼうに呼びかける。同時に「はーい」と元気のいい声がして、パタパタとウェイトレス娘むすめが駆かけてくる。

　実に早い。やはり聞こえていたに違いない。

「レアチーズ、お一つですね？」

「ええ。それとも、葛本くんも食べる？」

　そう訊きかれて光宏は首を横に振り、黙だまってナナコが立ち去るのを待った。

　彼女は伝票を取り、再び厨房へ消えていった。ごく普ふ通つうにウェイトレス業をまっとうしている。特に、「お姉さま」にじゃれつく素振りもない。

　勤務中だから、だろうか。そういうウェイトレスならではのこだわりが、ナナコにはあった。

（あれ？　でも今って、営業中じゃないはずだし……）

　あくまで時間外に、店を使わせてもらっている、と──そんな設定だったようにも思う。

　光宏が不思議がっているところへ、「お待たせしました！」と明るい声が響ひびいた。

　盆ぼんの上にケーキを載のせ、ナナコが戻ってくる。それを紗衣の前に置くと、彼女は伝票を伏ふせ、また奥へと消えていった。

「──美味おいしそうね」

　紗衣が嬉うれしそうに言った。でも。

　でも……果たしてそうだろうか。

　白い三角形の立体に、真っ赤なベリーソースがかけられた、見目も美しいレアチーズケーキ。だがこれは、本物ではない。一見それらしく見えるが、おそらくは具現化したＣＧにすぎない。

　だから──いつまでもここにいては駄だ目めだ。

　その判断が、光宏の背中を後押しした。

「北原さん、話を戻して、いいですね？」

　紗衣がフォークを入れようとした刹せつ那な。彼はいま一度問うた。

「教えてください。すべてを」

　そう、すべてだ。なぜ紗衣は、ミラージュ・ネルを具現化させたのか。そして、なぜこの世界に引き籠こもったのか。

　そして何より。

「なぜ……隠かくすんですか？」

　光宏のその問いかけに──紗衣は、わずかに視線を落とした。
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「私が何かを隠してると……なぜ分かるの？」

　彼女はすぐに、そう訊たずね返した。伏せたままの眼まな差ざしで。

　そして光みつ宏ひろは思う。彼女らしくないな、と。

「だって北きた原はらさん、いつも誤ご魔ま化かさないじゃないですか」

　だから、笑え顔がおでそう答えた。

「誤魔化さずに、感じたことはストレートに口にする。それが北原さんの良さだと、僕は思うんです。……初めて僕が告白した時もそうでした。真顔で『私は絵画にしか興味がないから』って、本音で断言して」

　もっとも、その「本音」が二次専カミングアウトだったなんて、あの時は思いもよらなかったけど。今となっては、懐なつかしい話だ。

　あれから比べて、自分と紗さ衣えの関係は大きく変わった。同好の士から友達へ。そしてこの夏休みには、一いつ緒しよに同人誌まで作った。

　それでも──そこまで進展してなお、彼女は今回、何も打ち明けてはくれない。

「北原さんがこっちの世界に来ていることを、僕は月つき代よから聞いて知りました」

「……月代さんから？」

　月代、という名前に、紗衣はチラリと顔を上げた。もっとも、すぐに光宏の視線に当てられ、下に戻してしまう。

　べつに、咎とがめているつもりはないのだが。

「でもそれまでは、何も知らなかったんです」

　あくまで落ち着き、感情を高ぶらせぬよう心がけ、光宏は続ける。

「急にサイトが消えて、しかも連れん絡らくが取れなくなって……。あと、北原さんそっくりな女の子がうちに押しかけてきたせいで、だいぶややこしいことになってました」

　紗衣はそれを聞くと、「ああ」と何やら頷うなずくように呟いた。心当たりがあるらしい。

「その後、井い川かわさんに会いました。月代にも会いました。でもね、北原さん」

　光宏はそう言って、紗衣を見み据すえた。

「それでも僕は、本当に何も知らされなかったんです。今回起きたすべての出来事と、そこに隠されたわけを」

　美み春はるは純じゆん粋すいに何も知らなかった。月代は知っていたけれど、教えたがらなかった。

　ああ、それともう一人。答えを知りながら、沈ちん黙もくを守った人物がいたか。

「サーヤ先生にも、訊きいたんですけどね」

「……サーヤ先生？」

　顎あごに指先を宛あてがい、紗衣は軽く小首を傾かしげた。何か考える時のジェスチャーだ。

　光宏はその素そ振ぶりに、少しの間口を噤つぐむ。

　紗衣もまた黙だまったまま、ほんのひと時の静せい寂じやくが、二人の間を支配した。

　店内に、食器の音だけが響く。ナナコはまったく、こちらの様子を気にしてない。

　その理由は──たぶん、一つしかない。

「……知らないんですね、サーヤ先生のこと」

　光宏がそう言うと、紗衣は申し訳なさそうに、さらに視線を沈しずめた。

　いや、この人は──紗衣ではないのだ。

　ようやく確信が持てた。さっきから、少し妙みようだとは思っていたのだ。

「さっきからナナコちゃんが、全然北原さんに甘えてこないんですよ。それにさっきのペンも。僕はチラッとしか見てませんけど、照り返しが弱かったっていうことは……あれってもしかして、ただの立体化したＣＧじゃないですか？」

　自分の胸と同じだ。本物ではない。

　紗衣のペンのようなメタリックカラーを本格的にＣＧで表現するには、それなりに細かな処理が必要のはずだ。しかし今彼女が使っていたそれは、ピンクに塗ぬられただけの、簡単なものに過ぎなかった。

　そして何より、ここにいる紗衣は、サーヤのことを知らない。

　サーヤは、本物の紗衣がミラージュ・ネルに来てから描えがいたキャラクターだ。ずっと現実世界にいたそっくりさんが知る機会は、なかったのだろう。

「肖しよう像ぞう画が、なんですね」

　あなたは──と。光宏は目を細めて、そう訊ねた。

　紗衣は、小さく頷いた。特に隠しているつもりはなかったのだろう。ただ見た目が紛まぎらわしいから、こちらが勝手に勘かん違ちがいしていただけだ。

　しかしそうだとしたら。……もう一つ確かく認にんしておかなければならない。

　ついさっき、サーヤと話している時にふと感じた、ある矛盾。その答えが、今訊けばはっきりするはずだ。

　そう、矛む盾じゆんだ。おかしかったのだ。思えばこの肖像画は、さりげないところで、いろいろなことを知りすぎていた。

　例えば、三日間の夏コミで買った同人誌を見せた時。

　──あら、この本、神か村むら先生がゲスト原げん稿こうを描いてるのね。私としたことが、チェックし損そこねるなんて迂う闊かつだったわ。

　例えば、メイドさん風の着信メッセージを聞いた時。

　──うちはメイド風じゃなくて、アンドロイド娘むすめ風にしているわ。

　例えば、常識的に考えてウイルスとしか思えないメールが届いた時。

　──大だい丈じよう夫ぶよ。

　あれは、差出人のメールアドレスを知っていればこその発言ではなかったか。

　しかし、これらの論理的な事実など、どうでもいい。それよりも、もっと大事なことがある。

　もし、この肖像画が光宏の呼び出したものだとしたら。もし光宏の願望どおりに動いている存在だとしたら。

　彼女は光宏の意に反するような、絶対にあり得ない言動を見せたりはしなかったはずだ。

「あなたは、隠かくそうとしてましたね。本物の北原さんの居場所を」

　お腹なかが空すいて答えられないわ──。

　あの発言は、どう考えても、知らないからではない。あからさまな誤ご魔ま化かしだ。

　そして、光宏はそんなことなど、まったく望んでない。

　行ゆく方え不明になった紗衣の居場所を明かしてほしくないなどという想おもいを、光宏は心の中で求めたりはしない。だから本来なら、この肖像画が誤魔化そうとすることなどあり得ないのだ。

　なのに誤魔化した。だから結論は、一つだ。

「北原さん、あなたを絵から抜ぬけ出させたのは──」

　それは光宏などではなく。

「本物の北原さん自身、ですよね？」

　その質問に紗衣は、すぐには答えなかった。

　ただそっと小首を傾げ。

「……お腹が空いて答えられないわ」

「じゃあレアチーズ、もう一切れ注文します？」

　そう光宏に言われ、彼女は、少しはにかんだように微ほほ笑えんだ。

　二人の間に、ようやく会話が戻もどった。




「私は、身代わりだったの」

　紗衣の肖像画はそう言って、二切れ目のケーキにゆっくりとフォークを入れた。

　まさか本当に注文するとは思わなかったが。

「本物の私がミラージュ・ネルに行っている間、みんなを誤魔化すつもりだったわ」

「なるほど。留守番役ですか」

　光宏がそう言うと、肖像画はコクンと頷うなずき、再びケーキに取り掛かかった。

　しかしそうなると、さらに分からないことが一つ。

「……じゃあ、なぜいきなり僕の家に？」

「さあ、なぜかしら」

　肝かん心じんなところは、はぐらかされたけど。

「ちなみに美春さんは、もっと早くに気づいたわよ」

　これまたお代わりしたレモンティーを一口飲み、肖像画の紗衣は言った。

「おかげで、ものすごい剣けん幕まくで問い詰つめられたわ」

「ハハ、さすが井川さんですね……」

　いったいどれぐらいの剣幕だったのか、見たいような、見たくないような。

　まあ、それはいいとして。

「……いつこっちに来たんですか？　いや、そもそもどうやって？」

　自分だって、月代の助けがなければ来られなかったのに。

　光宏が訊たずねると、彼女はフォークを置き、「扉とびらを通ったのよ」と当然の答えを返した。

「本物の私が作った扉を、そのまま利用したの。……本当は行きたくなかったけど、美春さんに言われたのよ。『紛らわしいことをした罪つみ滅ほろぼしをしろ』って」

「紛らわしい？」

「ええ、いなくなるのに身代わりなんか立てるな、って。でも私は……いえ、『本物の私』は、できるだけみんなに心配をかけたくなかっただけなの」

　それは──美春の方が正しい、と光宏は思う。

　なぜなら、身代わりが紗衣のふりをして現実世界にいる限り──。紗衣の形をした者が現実世界で平然としている限り、光宏も美春も、本物の彼女を心配できないからだ。

　いなくなったのに気づけない。逆に、気づけば……。

「……むしろ心配するんですよ、北原さん」

　光宏はそう言って、哀かなしげに眉まゆをひそめた。

「だって、気になるじゃないですか。どうして北原さんが、そんなことをしたのか。友達に何も言わずに、いかにも心配かけたくないかのように身代わりだけ残して、どこかに消えるなんて、どう考えても普ふ通つうじゃないですよ」

　だからどうあっても、事情を聞かねばならない。もちろん無む理り強じいするつもりはないけど。でも──。

「もう話してるんですよね？　井川さんには」

　光宏にそう訊きかれ、肖しよう像ぞう画がの紗衣は無言で頷いた。

　何せ、ものすごい剣幕で問い詰められたのだ。洗い浚ざらい白状しているはずである。

「だったら僕にも話してください。ためらわずに、いつもみたいにズバッと」

　光宏のその言葉と同時に、奥で鳴り続けていた食器の音が、ピタリと止やんだ。

　今度こそ訪おとずれた、完全なる静せい寂じやく。その中で、紗衣の肖像画は、何を想おもったか。

「もし、葛かつ本もとくんが……萌もえっ娘こだったら」

「……は？」

　いったい何を言い出す気か。

　だが、そんな台詞せりふとは裏腹に、至って真面まじ目めに。ゆっくりと言葉を選ぶように嚙かみ締しめながら、彼女は訊ねてきた。

「もし葛本くんが萌えっ娘だとしたら──。私がいなくなったら、寂さびしい？」
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「……私がいなくなったら、寂しい？」

　彼女が発したその言葉の意味を、光みつ宏ひろは考え続けた。

　それは、今回の失しつ踪そう劇のことを言いたいのか。それとも、別の何かがあるのか。

　嫌いやな不安が幾いく度どとなく頭をよぎり、漣さざなみのように引き返してくる。しかしその波に思考が洗い流されることもなく、寄せては返し、返しては寄せ。

　バタンッ──と奥の方で、くぐもった扉の音がした。ナナコが裏口から出ていったようだ。

　その音に我に返った光宏は、まっすぐに答えた。

　どんなに悩なやんだところで、言うべき言葉は一つだけだから。

「寂しいし、とても悲しいです」

　他ほかにどんな感情が湧わこうか。

　そんな光宏の心を受け止め、紗さ衣えは──いや、肖像画の紗衣は、「そう」と頷うなずいた。

　その目が微かすかに濡ぬれているように見えるのは、間ま違ちがいなく、こちらの錯さつ覚かくではなくて。

「あのね、葛かつ本もとくん、実は私……」

　小さく息を吸い込むと、彼女は無理に笑え顔がおを作り、言った。




「留学することになったの。海外に」




　フランスよ、と彼女は付け加えた。

　芸術の都、パリ。そこに何年もの間、美術留学をするのだ、と。

　その言葉に対して光宏は、ただ一つ、瞬まばたきを返しただけだった。

　驚きよう愕がくとか、あるいは呆ぼう然ぜんとか。そんな衝しよう動どう的な感情を表に出すことが、簡単なはずなのに、なぜかできない。

　一方で、「それが北きた原はらさんの人生なのか」という、あまりに冷静な思考が、頭の中に根を張り巡めぐらせようとしている。

　北原紗衣は、美術家の家系に生まれた。小さい頃ころより絵画の才能を開花させ、数々のコンクールで賞を取ってきた。そして将来は、やはり画家として大成するだろうと期待されている。

　なるほど、だからこその留学だ。将来を決めるための大事な修業だ。ああ、それも選せん択たくの一つじゃないか。どのみち彼女の進むべき道ならば、自分には止める理由などない、と──。

　そう思った。

　無理やりにでも思った。

　思わなければ、この場で泣き出していたに違いないから。

「……いつからですか？」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど震ふるえの止まらない声で問いかける光宏に、紗衣は「夏休み明けよ」と小さく答えた。

「急ですね……。いつ決まったんです？」

「昨日の夜、コミケから帰ってすぐ。でも前期末の頃には、少しだけ話が出ていたわ。実現すると思ってなかったから、誰だれにも言わなかったけど」

「じゃあ、終業式より──あの夏祭りより、前？」

「……そうね。ごめんなさい」

　そう謝る紗衣の肖像画に、光宏は静かに首を横に振ふる。だがその拍ひよう子しに筋肉が動いたせいだろう。固めていた表情が崩くずれ、堪こらえていた涙なみだがようやく、一筋零こぼれた。

　でも、まだ泣き叫さけぶわけにはいかない。訊きたいことが終わってない。

「サイトも、続けるのは難しいわ。残念だけど」

　どうにか声を出そうと足あ搔がく光宏に代わり、肖像画の紗衣は、仮かり初そめの心情を語って聞かせた。

「留学先の学校が修道院を利用した全ぜん寮りよう制せいの機関で、しかもパソコンが使えないの。あくまで『古き良き』時代の絵画を学ぶための専門校だから、ＣＧは一いつ切さい禁止。完全にデジタルから隔かく離りされるわ」

　大変なスパルタね、と彼女は笑いながら言った。

　もちろん、笑えるわけがない。日本という萌え文化の中心地を離はなれ、デジタルから隔離された世界に閉じ込められることが、紗衣にとって何を意味するか。

　──もし葛本くんが萌えっ娘だったら。

　──私がいなくなったら、寂しい？

　そう、会えなくなるのだ。自分が生み出した、大好きな二次元の娘むすめ達と。

　三次元の友人を差し置き、まず嫁よめを優先させる辺り、いかにも紗衣らしい思考だが。

　ところがそんな中で、紗衣は突とつ然ぜんミラージュ・ネルに旅立った。現実世界から不意に消え、身代わりを一人残して。

　……何のために？

　決けつ壊かいしそうになる目頭を指先で食い止め、光宏は考える。

　月つき代よはこう言った。紗衣がミラージュ・ネルから帰りたがらない気持ちが分かる、と。

　そしてサーヤも、確かこんなことを言っていた。

　──学園を卒業後は、ここで教師としてやっていくことになってるの。

　いつもなら呆あきれるだけで終わる、ただの妄もう想そう設定。でも今となっては、そこに秘ひめられた意味は、あまりに大きい。

　光宏はついに理解した。今回紗衣が消えた、真の意味を。

「北原さん──」

　キュッと唇くちびるを嚙かみ締しめ、胸から絞しぼり出すように。光宏は紗衣に──いや、紗衣の肖しよう像ぞう画がに、確かめた。

「嫌いやなんですね？　留学」

　その言葉に、彼女はおずおずと。

　しかし瞳ひとみにためらいの色は浮うかべず、深く頷いた。

「父が、勝手に決めたことだから。日本で漫まん画がみたいな絵ばかり描かくより、芸術文化の中心地できちんと絵を学べ……って言われて」

　だがそれは、一時的な修業ではない。おそらく紗衣の人生を決定付けさせるためのもの。これから先、彼女は永遠に油絵だけを描き続けることになるだろう。

　思えば、この夏に作った同人誌も、紗衣なりの抵てい抗こうだったのかもしれない。あくまでこの日本で、オタク文化の中心で、二次元道を歩んでいくのだという意思表示の表れだったのかもしれない。

　でも、その想おもいは家族に認められなかった。コミケから帰った昨夜、彼女は大好きな趣しゆ味みを否定され、大切な嫁達から引き離され。

　だから現実逃とう避ひを望んだのだろう。その結果、「ミラージュ・ネル」という究極の逃避先が現実化した。さらに、二次元のもとに残りたいという想いが、もう一人の自分を呼び出した。

　そして紗衣は──。

「家出を、したのか……」

　すべてを集約するこの結論を、光宏はただ、重々しく呟つぶやいた。

　──私がいなくなったら、寂さびしい？

　ついさっき言われたこの一言が、改めて胸を食い破り、一気に染しみ込んできた。

　どうすればいいのだろう。留学を止やめさせる？　そんなこと、どうやって？

　もしこれがラブコメフィクションなら、自分がヒロインの家に直じか談判して、相手の心を動かして、無事に計画阻そ止し──となるところだけど。でも、これは現実の話なのだ。

　北原家の長女は、パリへ長期留学に行く。決めたのは北原家だ。だから、これは北原家の問題であり、葛本家の長男が口を挟はさむべきことではない。たとえ二人が、友達同士であっても、だ。

　ああ、現実って辛つらすぎる──。

「辛いわね。現実って」

　光宏の心に同調したか、紗衣の肖像画は小さく微ほほ笑えんで、そう呟いた。

　そして、この言葉を聞いた瞬しゆん間かん。光宏はおもむろに、立ち上がった。

　弾はずみでガタン、と椅い子すが転げた。黄色と白のカラフルなタイルの上に、グラデーションのかかったピンクのクッションが一つ飛び、ふんわりと跳はねた。

　すべてが絵画に囲われた世界。その中で、三次元の少年はただ一人、身を打ち振ふるわせ、叫さけんだ。

「僕は、嫌です！」

　そして、勢いよく咳せき込んだ。

　嗚お咽えつで喉のどが詰つまりそうだ。それでも、絞り出されるこの叫びは、止みそうにない。

「絶対に、北原さんと離れたくない！　いつまでもそばにいたい！　だって僕は──」

　僕は、君のことを──。

「葛本くん……？」

　戸と惑まどう彼女に見つめられ、光宏はとっさに両手を差し伸のべた。

　それを紗衣の手がすぐに迎むかえ入れたのは──あくまで、ただの弾はずみだったのだろう。

　彼女の不思議そうな眼まな差ざしは変わらない。それでもその視線を自分から逸そらせたくなくて、光宏は震ふるえる指で、柔やわらかな手を握にぎり締め続けた。

　興奮に熱くなった少年の手と、あくまで仄ほのかな温ぬくもりだけを帯びた少女の手。突とつ如じよ絡からみ合った二つの手は、果たして互たがいの想いを、どれほど伝え合えたのか。

　初めに手を離はなしたのは、光宏の方だった。

　なぜなら、紗衣の手が乾かわいていたから。

　汗あせなど滲にじむ様子もなく、「仮かり初そめ」の形を留とどめていたから。

（ああそうだ。この北原さんは、違うんだ……）

　勢いのまま走り進もうとした光宏の心は、それを思い出し、静かに踏ふみ止とどまった。

　そう、ここにいる紗衣は、現実の人間ではない。紗衣の心が生み出した、あくまで「分身」。どんなに紗衣の感情を反映させているとしても、ただ一つ存在する決定的な事実だけは、覆くつがえせない。

　だから光宏は、そっと手を離した。

「……ありがとう」

　すべてを話してくれた彼女に。そして、この事実に気づかせてくれた彼女に。そう感謝の言葉を述べ、涙なみだを拭ぬぐい。

「本物の北原さんに会ってきます」

　優やさしく微笑み、光宏は言った。

　肖像画は、あくまで肖像画だ。どんなに熱い想いをぶつけたところで、本物の紗衣には伝わらない。

　とても、大切な事実だ。

「北原さんに会って、きちんと話す。その時は……いい返事がもらえたら、嬉うれしいな」

　その言葉に、肖像画の紗衣は柔らかく微笑み返した。

　自分が分身だと知ればこそ。そして、本物の幸せこそが自分の幸せなのだと、知ればこそ。

「行ってらっしゃい。私によろしくね、葛本くん──」

　そう告げた彼女の笑え顔がおを、何よりの励はげましに換かえ。光宏はもう一度、深く頷うなずいた。
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　肖しよう像ぞう画がの紗さ衣えを残して店を出ると、そこに予期せぬ人物が待ち構えていた。

「やあ、話は済んだ？」

　一人目。ドライなリアルメガネっ娘こ。

「煩ぼん悩のう野や郎ろうめ、かっこつけすぎなんだよコノヤロー」

　二人目。ヘンタイゴスロリ女。

　台詞せりふからして、バッチリ立ち聞きしていたに違いない。盛せい大だいに顔をニヤけさせて佇たたずむ美み春はると月つき代よの姿に、光みつ宏ひろはただただ絶句してみせた。

　いや、考えてみれば、肖像画の紗衣が一人でここに来ていると思う方が間ま違ちがいだった。どう考えても保護者は必ひつ須すだ。

　まあ、その保護者枠わくに月代が加わっている時点で、ツッコミどころは満まん載さいだが──。さらにもう一人、一番問い詰めなければならない存在が、後に控ひかえている。

「ええと、井い川かわさん……質問いい？」

「お、私に訊きく？　なかなか賢けん明めいな判断だね」

　そう言ってウンウンと頷く美春に、光宏は引きつった笑みで応こたえ、まっすぐに問題の「三人目」を指さした。

　彼女は何も言葉を発せず、月代の後ろに、まるで付き従うかのように佇んでいる。タキシードに身を包んだ、ショートヘアの悪あく魔まっ娘。さっき光宏を女湯に連行し、問答無用で湯船に叩たたき込んだ大おお馬ば鹿か者もの──。

「何でミツヒメがここにいるんだっ！」

　光宏の、そんな戦せん慄りつに満ちた悲鳴に、月代はケラケラと笑い声を上げた。

「どうだ煩悩野郎。なかなか貴重な体験だったでしょ」

「冗じよう談だんじゃない。あのわけ分からん行動は、全部お前の差し金か？　ていうか、何でミツヒメがお前にくっ付いてんだよ！」

「いやよく見ろ、この娘はミツヒメたんじゃない！」

　月代がそう答えると同時に、沈ちん黙もくを守っていたミツヒメの姿が、微かすかにぶれる。

　べつにこちらの目が霞かすんだわけではない。まるでテレビにノイズでも走ったかのように、彼女は外見に無数の横線を入れ──、瞬またたく間にその形を変へん貌ぼうさせた。

「変装デイスガイズホログラム、解除します」

　そんな機械的な声に合わせて現れた、真の姿。金属製のレオタードに肢し体たいを包んだその外見は、光宏にも見覚えのある二次元娘だった。

「ノアちゃんじゃないか……」

　そう、ノアだ。赤い瞳ひとみと輝かがやく銀ぎん髪ぱつのアンドロイド娘むすめだ。ちなみに昨日のコミケ会場では、月代に操あやつられてレーザー砲ほうを向けてきたりしたが。

　まさか彼女が、さっきのミツヒメの正体だったなんて。いや、確かにいつもと様子が違ったし、妙みように強かったのも認めるけど。

「……頼たのむからきちんと説明してくれよ。何なんだ、これは。どうしてノアちゃんが僕を拉ら致ちして、女湯に沈しずめなけりゃならないんだ？」

　もう事態が理解の範はん疇ちゆうを超こえすぎている。が、月代がまともに答えてくれるはずもなく。

「うん、おもしれーからやらせてみた」

「……僕はお前のオモチャか？」

「何言ってんの。オモチャなんて可愛らしいもんじゃないよ。むしろモルモット？」

　つくづくろくなことを言わないやつだ。

　美春はそんな月代の頭を手で軽くはたき、説明を引き継ついだ。

「順を追って説明するとね、葛かつ本もとくん。このノアは、紗衣が用意した『扉とびら』だったんだよ」

「扉？　じゃあ、このミラージュ・ネルと現実世界とを繫つないでたってこと？」

　その問いかけに美春は頷いて、ノアの右手を摑つかみ取った。

　無表情に、されるがままに手を掲かかげるノア。その手首には、まるで腕うで時計のような装置がくっ付いている。ただし時刻が表示されるはずの表面には、代わりに電源の落とされた液えき晶しようモニターが張り付けられ、沈黙するのみ。

「これが転送ツールらしい。肖像画の紗衣曰いわく、ノアはオプションで機能をいろいろ追加できるから、便利なんだとさ」

　そう言って腕を戻もどした美春は、さらにノアの背中をペシペシと叩き、「で、この娘自身が門番だ」とのたまった。

　門番──つまり、紗衣の家出先へ人を入れないようにしていた、と。なるほど、命令を忠実にこなすアンドロイド少女ならば、確かに役割としては打ってつけだ。

　で、そのノアが、今は平気で美春達をこの世界に連れ込み、しかもあろうことか月代のオモチャにされている。ということは──。

「……おい月代」

「ん？　私に何かを訊くとは、無む謀ぼうな判断だね！」

「井川さんの真似まねはしなくていい。お前、ノアちゃんを……」

　そこまで言いかけたところで、月代は「もちろん！」と元気よく答えた。

「バッチリ、リペイントしてやったよ！」

　やはり、そうだったのか。本来紗衣に忠実なはずの二次元娘が、月代側に寝ね返がえるとしたら、他ほかに理由がない。

　何てことだ。今までずっと疎うとましく思っていたこいつの洗脳術が、まさかこんな局面で役に立つなんて。

「クク、感謝しなよ？」

　そう得意げにほくそ笑えむ月代だが、忘れちゃいけない。こいつが洗脳したノアを使って、光宏を女湯に拉致したという事実を。しかも理由が「おもしれーから」。

　だが光宏のツッコミを待たずして、すかさず美春から横よこ槍やりが入った。

「感謝されたきゃ、最初から協力しなよ。事情を知ってたんでしょ？　そのくせ、今朝私が紗衣のことで電話した時、あんた『知らん』って──」

「んー？　だってさぁ。紗衣本人が何も知らせなかったんなら、きっと知られたくないんだろうなぁって思って。だとしたら、当人が話す前に、他人の私が言いふらすわけにもいかないじゃん」

「こら、何まともな発言してんだ」

「何さコイカワ、私がまともな発言しちゃ悪いのか！　だいたいコイカワは自力で真相探さぐり当てたんだから、問題ないでしょ！」

　わいわいと言い合う女子二人は、すでに光宏そっちのけだった。

　仕方なく、軽く咳せき払ばらいする光宏。それに気づいて振ふり返ったのは、真人間美春の方だ。

「いや、実はあの後、肖しよう像ぞう画がを連れて紗衣の家に行ったら、ノアがいてさ。真相は肖像画から聞き出せたものの、ノアがなかなか扉を通してくれなくて……。困っていたら、月代がひょっこり現れたの。で、みんなでこっちへ来たってわけ」

「だいたい三十回ぐらいアナザーに飛んで、やり直したけどね！」

　そんな月代からのフォローに、美春は「四十二回だ」と冷たくツッコんだ。

　まあ、月代に洗脳された扉だ。むしろここに来られただけでも奇き跡せきかもしれない。

「その後はとりあえず、ここに来たみんなを捜さがそうってことになったんだ」

　月代の頭を無意味にグリグリ小こ突づきながら、美春は言った。

「なのに月代はノアで遊び出すし、私がそれを止めようとしたら、今度は肖像画の紗衣がどっか行っちゃうし……。いや見つかってよかったよ、ホント」

「……それって、一歩間ま違ちがえたら、さらに行ゆく方え不明者が増えていたのでは？」

「結果オーライだよ。それに──よかったじゃん、葛本くんも真相が分かって」

　いや、その「真相」が問題なのだけど。

　紗衣の身に起きた悲劇を想おもい、光宏の表情はどうしても陰かげりを帯びてしまう。

　だが美春はそれを見ると、すぐに月代を放し、「行くよ！」と大声でこちらを叱しつ咤たした。

「ほら、紗衣のところに行くんでしょ？　お供してやるから、シャキッとしなさい！」

「うん……そうだね」

　そう、今は落ち込んでいても仕方ない。まず、紗衣に会おう。そして──。

　──ちゃんと、僕の気持ちを伝えよう。

　そうすることで、何が変わるかは分からない。少なくとも、今回の留学が取り消されることはないはずだ。でも……妄もう想そうの中に閉じ籠こもった紗衣を連れ戻すためには、絶対に必要なことだから。

　光宏はそう信じ、再び学園へと向けて歩き出した。

　後から美春と月代、そしてノアが付いてくる。頼たよりにしてるよ、と心の中で思うと、そこへ美春が不意に一言。

「あ、言い忘れてたけど、佐さ和わもこっちに来てるから」

「え、なぜにっ？」

「こら、この期ごに及およんで立ち止まるな」

　もう一度美春の叱咤を浴びながら、光宏は頭の上に、歳としの数だけクエッションマークを浮うかべてみせた。

　だがそんなやり取りも、目的地を前にすれば、瞬またたく間に止やむ。

　すぐ先に、魔ま法ほう学園の門がそびえている。中世欧おう州しゆうをモチーフとしたファンタジー風の装そう飾しよくを帯び、威い風ふう堂どう々どうと佇たたずむその奥には、紗衣の閉じ籠る女子寮りようが待ち受けているはずだ。

「……北きた原はらさん、今行きます」

　一言声に出して、意を決し。

　光宏は今度こそ鋼はがねの心を秘ひめ、乙おと女めの園そのへ足を踏ふみ入れるのだった。
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　一方その頃ころ、残る二人の三次元娘むすめはと言えば。

「ねえ佐さ和わさん、萌もえっ娘こアンドロイドは、やはり寡か黙もくな従者であるべきだと思うの」

「はあ」

「だって、何を命じても素す直なおに応じてくれるのよ？　マスターの命令とあらば、真顔で『ぴこぴこりんっ☆』とか口走ってくれるのよ？　佐和さんは、そういうのは萌えないかしら？」

「ごめん北きた原はらさん。その『ぴこぴこりんっ☆』の意味が分からない……」

　葛かつ本もと佐和はそう言って、理解し難がたい話題を振ふってくる紗さ衣えを相手に、小さく溜ため息をついてみせた。

「魔法学園の女子寮」とやらの一室──。とりあえず、そういう設定の場所らしい。もっとも、どう見ても絵に描かかれた世界だけど。

　おかげでさっきから頭痛が止まない。だいたい今日一日で、頭がどうにかなったに違いない。

　朝っぱらから紗衣が兄のもとに押しかけてきたと思ったら、その兄は二次元に拉ら致ちされて消しよう滅めつ。しかも美み春はる曰いわく、家に来た紗衣は肖しよう像ぞう画がとのこと。それを確かめに北原邸ていへ行ったら、今度は自分まで二次元に拉致されてしまった。

　で、着いた先は、すべてが二次元で構成された異様な世界。一いち人にん称しようが「ボク」の魔法使いにユキとやらと勘かん違ちがいされ、困り果てていたら本物の紗衣に助けられ。そこへ正装した兄が現れたから、嗚あ呼あやっと助けが来たと安あん堵どしたら、あっさり撃げき退たいされやがって──。

（これ全部、悪い夢で済めばいいんだけどな……）

　昨日初めて行ったコミケがトラウマを生んだとか、そんなオチで充じゆう分ぶんだ。なのにこの珍ちん奇きな悪夢は、さっきからまったく覚める気配がない。

　一度紗衣の留守中に、彼女の携けい帯たい電話に兄から連れん絡らくがあったのだが、急いで応答したら、すぐに切られてしまった。まったく、使えない兄貴だ。

　そんなわけでいい加減心細くなり、徘はい徊かい中の紗衣を捕つかまえて、話し相手になってもらうことにしたのだが──。

「ねえ佐和さん。佐和さんは、どんな属性が好き？　普ふ通つうの女の子って、やっぱり兄萌えとかに走るのかしら」

「……は？」

　他ほかに返す言葉もない。そもそも会話なのか、これは。

　佐和はもう一度溜め息をつくと、「それとも弟萌え？」とのたまう紗衣を無視して、視線を無意味に天てん井じようへと向けた。

　自分はいつになったら、元の世界に帰れるのだろう。いや、そもそも──。

（北原さん、いつになったら帰るんだろ……）

　それが気になった。

　紗衣はさっきから、すっかりこの二次元世界に馴な染じんでいる。絵の女の子達とも打ち解け合い、まるでこれから先も、ずっとここで暮らしていくかのような勢いだ。

（まあ、さすがにそんなことはないと思うけどね……）

　あくまで常識的に、佐和は心の中でそう独りごちた。

　と、そこへ部屋の扉とびらが叩たたかれる。どうやらまた、二次元がやって来たらしい。

「誰だれかしら？」

　紗衣がそう問いかけると、ガチャリと扉が開いて、例の魔法使いが顔を覗のぞかせた。名前は──カリンと言ったか。

　ただ、彼女だけではない。後ろにもう一人、ウェイトレスみたいな格好の女の子が控ひかえている。

「あら、カリンにナナコ。どうしたの？」

「はいお姉さま、大変なんです！」

　カリンは不安そうに顔を曇くもらせながら、紗衣に向かってそう叫さけんだ。

「今ナナコちゃんから聞いたんですけど、ミツヒメがお姉さまをさらいに来るんです！」

「そうなんですよ。あの身代わりさんが裏切って、ミツヒメの味方になっちゃったんです！」

　ナナコとかいうウェイトレスも、カリン同様に蒼あおざめて、必死に訴うつたえかける。

　ミツヒメ──というのは、やはり兄のことだろうか。確かさっきも、そう呼ばれていた。

　だとしたら、要するに「光みつ宏ひろが紗衣を迎むかえに来る」という意味になるけど。

　佐和は眉まゆをひそめ、紗衣の方を見やった。彼女のポーカーフェイスは、これまで教室で見せていたものと同じだ。

　何を考えているのか分からない。その趣しゆ味みも嗜し好こうも、心の中にどんな想おもいを抱かかえているのかも。

「お姉さま、どうしましょっ！」

　カリンがもう一度、紗衣に呼びかけた。

　その時──もし佐和の目が確かならば、間違いなく紗衣の表情は、小さく歪ゆがんだように見えたのだけど。

「二人とも安心して。私の考えは変わらないから」

　それでも優やさしげに、彼女はイラスト二点に向かって、囁ささやいた。




「私は……決して、どこへも行かないわ」
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　だってここには、あなた達がいるのだもの──。

　紗衣のその台詞せりふに、カリンとナナコは、ようやく安堵の笑えみを浮うかべた。

「それじゃさっそく、ミツヒメを追い返してきます！」

「他のみんなにも呼びかけますね。お姉さまを守るために、総力戦しちゃいます！」

　声こわ高だかに宣言し、二人は足早に去っていった。

　そんな彼女達を、紗衣は微ほほ笑えみながらも、無言で見送る。

　この光景が、果たして何を意味するのか。考えようにも、頭にこびり付いた混乱はいまだ離はなれてくれず、佐和はただ己おのれのこめかみを押さえ、三み度たび溜ため息をつくのだった。







　あとがき







　こんにちは、東あずまです。

　おかげさまで「妄もう想そう少女が～る」シリーズも四巻目に突とつ入にゆう。夏コミでの対決編が終わった前作から一転、今回は新たな地を舞ぶ台たいに、新たな展開が起こります。

　突とつ然ぜん葛かつ本もと家に現れた紗さ衣えと、ウェブ上から消えた「ミラージュ・ネル」。その謎なぞを追い求めて奔ほん走そうする光みつ宏ひろが辿たどり着いた真相とは何か。いや、むしろそこに至るまでの道のりの中で、どんなヒドイ目に遭あってしまうのか。

　男子として、いろいろ間ま違ちがった方向に暴走しております。まさに光宏の「身」に次々と降りかかる女難を、ぜひお楽しみください。




　そして……ここからは割とネタバレになりますので、本編を未読の方はご注意ください。

　まずは今回の舞台。夏コミをすでに終えた今、次に行くべき場所は一ヶ所しかないだろう──ということで、こんな具合になりました。

　異世界です。というか、女子寮りようです。三巻とはまた違ちがった形での、二次元娘むすめ大集合です。

　お馴な染じみのカリン達に加え、新キャラとして、リリアン＆エステルの乳姉妹に、アンドロイドのノアと、保健の先生ことサーヤが登場。ただしノアだけは、すでに三巻でチラリと姿を見せていたり。ご記き憶おくにない方は、ぜひ三巻の中を探してみてください。

　そのノアとは逆に、実は完全に文庫初登場となるのが、生徒会副会長のチナツさん。彼女はもともと「ザ・スニーカー」誌掲けい載さいの短編でデビューしたキャラなので、ひょっとしたら今回が初対面という方も多いかもしれません。まあ、概おおむねこんな感じのドジっ娘こです。

　……で。そんな少女達が集つどう女子寮に、光宏が潜せん入にゆうする──という今回のお話。当然アレやらコレやら定番ネタが思い浮うかぶ中、個人的に一番欠かせなかったのが、やはり女装でした。

　ありがたいことに、最近は「女装男子」改め「男の娘こ」という萌もえジャンルが一いつ般ぱんに定着（？）しているので、こういうネタが遠えん慮りよなく書けます。しかし思えば、私はデビュー作の『マキゾエホリック』短編からして、女装ネタだったわけで。……いや、べつに変な願望とかは持ってませんよ？

　しかし、女装までして頑がん張ばった光宏が、その先に辿り着いた真相とは──。まさに怒ど濤とうの急展開。これについて、唐とう突とつさを覚えてしまった方にはごめんなさい。しかし、いずれこういう形に持って行こうとは思っていたのは間違いありません。

　一見無敵に見える紗衣ですが、彼女にはただ一つ、とても大きな弱点があります。それはズバリ、「現実」。二次元の敵としては、タコをはるかに上回るラスボス級の存在です。

　その「現実」に直面した紗衣を、果たして光宏は救い出すことができるのか。続きをご期待ください。




　最後に謝しや辞じをば。イラスト担当のちこたむ様。いつも素敵な萌もええっ娘こをありがとうございます。ノアの髪かみ形がたの件では、妙みようなラフ画を送ってしまいすみません。もっと文章でビジュアルを伝えられるよう、精しよう進じんします。

　担当様も、毎度お世話になります。今回の各種乳ちちキャラは、担当様の強い要望に応こたえたものでした。まさか光宏までとは思ってもみなかったでしょうが。ご満足いただけましたか？

　読者の皆みな様さまへ。こんな煩ぼん悩のう小説にいつもお付き合いくださり、本当にありがとうございます。次の五巻ですが、二〇一〇年の十一～十二月頃ごろを予定しております。どうぞお楽しみに。




　ちなみに、このあとがきを書いている今、ドラマＣＤの制作作業も鋭えい意い進行中。そちらもぜひ、よろしくお願いいたします。特典で書き下ろしショートショートも付いてるよ！





東あずま　亮りよう太た　　
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